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令和３年度当初予算特集

広報広報

今月の表紙は東京2020オリンピック聖火リレーの様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

今月の納税
●納期限　５月31日 （月）

納期限内に納めましょう
軽自動車税種別割（全期） 2021 年（令和３年）５月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,262 人　○世帯数　40,706 世帯
○男　43,818 人　　○女　45,444 人

伊賀市の人口・世帯数
令和３年３月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

５月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

　平成 15年 2月、農林業や商工業を
活かした地域活性化の取り組みを「女
性の手で進めていこう」という思いを
持った仲間が「島ヶ原おかみさんの会」
を結成し、活動を始めました。平成
17年10月には、NPO法人「伊賀・島ヶ
原おかみさんの会」を設立。「おもて
なしの心」を軸に、伝統文化や歴史を

守り、恵まれた自然や人間味あふれる
地域の良さを、より多くの人に知って
もらいたいという思いで活動を続けて
います。今後も「出会い・絆・ご縁」
を大切にしながら、オリジナル商品づ
くりに取り組んでいきたい
と思います。

◉伊賀市応急診療所（一次救急）
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※点滴・レントゲン検査・血液検査・インフルエンザ検査はできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
健康相談ダイヤル24

☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
岡／名

３
　岡波

４
　名張

５
　岡波

６
　名張

７
　上野

８
　上野

９
　岡波

10
　岡波

11　
　上野

12
　岡波

13
　名張

14
　上野

15
　名張

16
岡／名

17
　岡波

18
　名張

19
　岡波

20
　名張

21
　上野

22
　上野

23
　岡波

24
　岡波

25
　上野

26
　岡波

27
　名張

28
　上野

29
　上野

30
岡／名

31
　岡波

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。

I G AMONO
セレクション No.12

NPO法人伊賀・島ヶ原
おかみさんの会

理事長　穂積　澄子さん

　大田酒造「半蔵の梅酒」の酒粕と地元の養鶏場のうみたて卵を使
用したパウンドケーキです。保存料、着色料、香料は使用していま
せんので、どなたでも安心して食べられます。ほんのりとした甘さ
と酒粕の香りが特徴です。 半蔵忍び

【問い合わせ】　商工労働課　☎22-9669　℻  22-9695



会計名 予算額 伸率（％）

一般会計

特別会計

国民健康保険
事業

（事業勘定）

（直営診療）

住宅新築資金
等貸付

駐車場事業

介護保険事業

サービスエリア

後期高齢者医療

小　計

425 億 5,320 万円

92億 5,818 万円

91億 6,770 万円

9,048 万円

415万円

4,629 万円

105億 2,921万円

817万円

12億 8,377 万円

211億 2,976 万円

△ 0.1

△ 1.8

△ 1.7

△ 8.7

△ 31.0

△ 16.4

△ 2.6

△ 17.6

△ 0.9

△ 2.2

▶一般会計予算の歳入内訳

会計名 予算額 伸率（％）

企業会計

病院事業 53 億 4,328 万円

水道事業 53 億 1,851万円

下水道事業 40億 3,360 万円

小　計 146 億 9,539 万円

財産区
特別会計

島ヶ原財産区 2,980 万円

大山田財産区 1,257 万円

小　計 4,237 万円

合　計 784 億 2,072 万円

 1.3

1.7

9.9

3.7

△ 1.2

△ 34.9

△ 14.4

0.001

※予算書は通常千円単位で表すため、端数処理の関係で
予算額と一致しないことがあります。

※自主財源…市が自主的に収入できる財源
※依存財源…国や県などからもらう交付金など

自主財源
42％

依存財源
58％

市税
136億 100万円

負担金・
使用料など
9億 276万円

その他
（基金繰入金など）
34億 5,892 万円

国からの交付金
121億 6,761 万円

国・県支出金
84億 370万円

市債
40億 1,921 万円

425 億
5,320 万円

歳入総額

コ
ロ
ナ
の
先
の
未
来
・

      
元
気
づ
く
り
予
算

こども にぎわいくらし
●子育て世代の負担軽減と
　家計の底上げ
●食育と小学校給食の
　無償化など
●伊賀らしい郷土教育の
　推進

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

会計別内訳
歳入の種類

●医師確保などの地域医
　療の充実
●地域包括ケアの推進
●人権・平和・男女平等
　・多様性を大切にする
　施策の推進

●市街地の街並みや農山
　村の自然環境を活用し
　た観光戦略とにぎわい
　創出
●農林業振興、移住定住、
　企業誘致、就農などの
　推進

　日本の経済は、
新型コロナウイルス感染症の影響により、依然と

して厳しい状況にあります。伊賀市でも、市民生活や飲食店を
はじめとした各事業所や企業の経営状況などを引き続き注視していく
必要があります。
　現在策定中の第２次伊賀市総合計画第３次基本計画案に掲げる３つの課題
「Society5.0」、「持続可能な開発目標（SDGs）」、「新型コロナウイルス

感染症などの新たな危機」へ対応し、市民の生命や暮らしを
守るため、「こども、くらし、にぎわい。」の視点で

予算を編成しました。

エスディージーズソサエティ

◆市税
　市民の皆さんから直接納めていただく税。個人市民
税、法人市民税、固定資産税など。
◆負担金・使用料など
　地元負担金や施設使用料など。
◆その他（基金繰入金など）
　基金の取り崩し金や他会計からの繰入金など。
◆国からの交付金
◦地方譲与税・交付金関係
　本来、地方が徴収すべき税のうち、国税として徴収
したものを地方に譲与するもの。なお、今年度は新型
コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金
が新設されています。
◦利子割交付金、配当割交付金
　利子などの支払いを受ける個人または法人が納める

利子割や、上場株式の配当などを受ける個人が納める
配当割を都道府県が交付するもの。
◦地方消費税交付金
　県が課税した消費税の２分の１の額を、各市町の
人口・従業者数で按分したもの。
◦地方交付税
　所得税・法人税・酒税・消費税・たばこ税のそれぞ
れ一定割合の額を、国が地方公共団体へ交付するもの。
◆国・県支出金
　国や県からの負担金や補助金、委託金。地方譲与税
や地方交付税交付金と国の支出金の違いは、使い道が
特定の事業に限られている点です。
◆市債
　市が主に建設事業に充てる借金。合併特例債は、今
年度が借入できる最終年度です。
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▶一般会計予算の歳出内訳

総務費
71億 423万円

予備費
3,000 万円

議会費
2億 8,052 万円

　労働費　9,088 万円

民生費民生費
145億 5,975 万円145億 5,975 万円

衛生費
44億 5,850 万円

土木費
23億 5,266 万円

消防費
16億 3,831 万円

農林業費
23億 1,642 万円

公債費　
56億 4,554 万円災害復旧費

2億 3,000 万円

教育費
34億 1,385 万円

商工費
4億 3,254 万円

425 億
5,320 万円

歳出総額

歳出の種類

基金（市の貯金）

【市税の内訳】

　財政調整基金や伊賀市ふるさと応援
基金などへ約７億６千万円を積み立て
ますが、財源不足を補うため約 17 億２
千万円を取り崩す予定です。
　令和３年度末の基金残高予定額は、
令和２年度に比べ約９億円減の約 131
億円で、市民一人あたりの基金残高は約
15万円となる見込みです。

　今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、市民税、入湯税などが減額となる見込みです。
　個人市民税は前年度比 10.3％の減、法人市民税も前年度比 43.9％の減、市税全体は前年度比 7.7％の減を
見込んでいます。

市債（市の借金）

　約 40 億２千万円の借入に対して、返
済する額が約53億７千万円の予定です。
　令和３年度末の市債残高予定額は、
令和２年度に比べ約 13 億円減の約
535 億円で、市民一人あたりの市債残
高は約 60万円となる見込みです。

※伊賀市の人口（住民基本台帳）
　89,771人（令和2年12月31日現在）

市民税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

鉱産税

都市計画税

入湯税

　　計

科　目 令和 3年度
予算額

令和 2年度
予算額 市税の推移（予算額）

基金残高

増減
（％）

△ 17.9

△ 0.8

2.9

△ 1.9

0.0

△ 80.0

△ 23.3

△ 7.7

59 億 608万円

77億 8,829 万円

3億 4,244 万円

6億 4,418 万円

5万円

1万円

5,186 万円

147 億 3,290 万円

48 億 4,766 万円

77億 2,947 万円

3億 5,236 万円

6億 3,167 万円

5万円

0.2 万円

3,980 万円

136 億 100万円
H29 H30 R1 R2 R3

143

年度

150

145

140

135

130

125

億円

143

149
147

136

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
末見込

R3
末見込

121

160

140

120

100

億円

150

130

110

137 133
146

153 157 157 153
140

131

市債残高

576580

500
510
520
530
540
550
560
570

億円

年度

年度

569
562

553
560

543
555 548 548

535

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
末見込

R3
末見込

◆議会費
　議員報酬や政務活動費などの、市議会の運営に係る
経費。
◆総務費
　庁舎管理や電算システムの保守などの行政内部にか
かる経費のほか、地域振興や住民自治、人権啓発、防
災関係などの経費も含まれています。　
◆民生費
　福祉全般に関する経費。老人福祉や保育所の運営管
理、医療費助成、生活保護費などがあります。
◆衛生費
　環境対策や清掃事業、健康推進などに係る経費。主
な内容はさくらリサイクルセンターなどの維持管理経
費やごみ収集経費、新型コロナウイルスワクチン接種
や乳幼児や高齢者などの予防接種に関する経費です。
◆労働・農林業・商工費
　労働・産業に関する経費。主な内容は土地改良事業
や農業・商工業団体への助成、観光振興に関する経費
です。

◆土木費・災害復旧費
　土木費は、道路、公園、市営住宅などの維持管理や
建設に関する経費が中心で、街なみの保全や市街地整
備に関する経費も含まれています。
　災害復旧費は台風などの災害により破損した道路な
どを復旧する経費です。
◆消防費
　消防に関する経費。消防、救急活動に関するものの
ほか、消防団本部の運営に関する経費です。
◆教育費
　市立小中学校、幼稚園の管理運営に関する経費のほ
か、文化財の保全やスポーツ振興などの経費が含まれ
ています。
◆公債費
　市が建設事業のために借り入れた市債の償還に係る
経費です。
◆予備費
　地方自治法により設けることが定められている経費
で、不測の事態により予算が執行できない場合、この
科目から支出することができます。
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▶一般会計予算の歳出内訳

総務費
71億 423万円

予備費
3,000 万円

議会費
2億 8,052 万円

　労働費　9,088 万円

民生費民生費
145億 5,975 万円145億 5,975 万円

衛生費
44億 5,850 万円

土木費
23億 5,266 万円

消防費
16億 3,831 万円

農林業費
23億 1,642 万円

公債費　
56億 4,554 万円災害復旧費

2億 3,000 万円

教育費
34億 1,385 万円

商工費
4億 3,254 万円

425 億
5,320 万円

歳出総額

歳出の種類

基金（市の貯金）

【市税の内訳】

　財政調整基金や伊賀市ふるさと応援
基金などへ約７億６千万円を積み立て
ますが、財源不足を補うため約 17 億２
千万円を取り崩す予定です。
　令和３年度末の基金残高予定額は、
令和２年度に比べ約９億円減の約 131
億円で、市民一人あたりの基金残高は約
15万円となる見込みです。

　今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、市民税、入湯税などが減額となる見込みです。
　個人市民税は前年度比 10.3％の減、法人市民税も前年度比 43.9％の減、市税全体は前年度比 7.7％の減を
見込んでいます。

市債（市の借金）

　約 40 億２千万円の借入に対して、返
済する額が約53億７千万円の予定です。
　令和３年度末の市債残高予定額は、
令和２年度に比べ約 13 億円減の約
535 億円で、市民一人あたりの市債残
高は約 60万円となる見込みです。

※伊賀市の人口（住民基本台帳）
　89,771人（令和2年12月31日現在）

市民税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

鉱産税

都市計画税

入湯税

　　計

科　目 令和 3年度
予算額

令和 2年度
予算額 市税の推移（予算額）

基金残高

増減
（％）

△ 17.9

△ 0.8

2.9

△ 1.9

0.0

△ 80.0

△ 23.3

△ 7.7

59 億 608万円

77億 8,829 万円

3億 4,244 万円

6億 4,418 万円

5万円

1万円

5,186 万円

147 億 3,290 万円

48 億 4,766 万円

77億 2,947 万円

3億 5,236 万円

6億 3,167 万円

5万円

0.2 万円

3,980 万円

136 億 100万円
H29 H30 R1 R2 R3

143

年度

150

145

140

135

130

125

億円

143

149
147

136

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
末見込

R3
末見込

121

160

140

120

100

億円

150

130

110

137 133
146

153 157 157 153
140

131

市債残高

576580

500
510
520
530
540
550
560
570

億円

年度

年度

569
562

553
560

543
555 548 548

535

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
末見込

R3
末見込

◆議会費
　議員報酬や政務活動費などの、市議会の運営に係る
経費。
◆総務費
　庁舎管理や電算システムの保守などの行政内部にか
かる経費のほか、地域振興や住民自治、人権啓発、防
災関係などの経費も含まれています。　
◆民生費
　福祉全般に関する経費。老人福祉や保育所の運営管
理、医療費助成、生活保護費などがあります。
◆衛生費
　環境対策や清掃事業、健康推進などに係る経費。主
な内容はさくらリサイクルセンターなどの維持管理経
費やごみ収集経費、新型コロナウイルスワクチン接種
や乳幼児や高齢者などの予防接種に関する経費です。
◆労働・農林業・商工費
　労働・産業に関する経費。主な内容は土地改良事業
や農業・商工業団体への助成、観光振興に関する経費
です。

◆土木費・災害復旧費
　土木費は、道路、公園、市営住宅などの維持管理や
建設に関する経費が中心で、街なみの保全や市街地整
備に関する経費も含まれています。
　災害復旧費は台風などの災害により破損した道路な
どを復旧する経費です。
◆消防費
　消防に関する経費。消防、救急活動に関するものの
ほか、消防団本部の運営に関する経費です。
◆教育費
　市立小中学校、幼稚園の管理運営に関する経費のほ
か、文化財の保全やスポーツ振興などの経費が含まれ
ています。
◆公債費
　市が建設事業のために借り入れた市債の償還に係る
経費です。
◆予備費
　地方自治法により設けることが定められている経費
で、不測の事態により予算が執行できない場合、この
科目から支出することができます。
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　市民の皆さんに納めていただいた税金やそのほかの歳入などが、どのようなことに使われたのかを知っていただ
くため、予算の執行状況をお知らせします。
　なお、出納整理の期間（４月１日～５月 31日）の数字は含みませんので、決算の数字とは異なります。
※出納整理期間：前会計年度末までに確定した歳出や歳入について、未収や未払いになっている現金の整理を行う期間
※表の金額は概算です。

予算現額には、翌年度に限り繰り越して使用することができる繰越明許費を含んでいます。

令和２年度下半期の財政事情（令和３年３月 31日現在の執行状況）

■一般会計　歳入の状況 ■一般会計　歳出の状況
科　目 予算現額 収入済額 収入率

市税 144億8,882万円 142億9411万円 98.7%
地方譲与税 6億2,896万円 6億 754万円 96.6%
地方消費税交付金 20億1,324万円 21億 724万円 104.7%
地方交付税 91億6,648万円 95億8,030万円 104.5%
分担金及び負担金 4億3,620万円 1億9,091万円 43.8%
使用料及び手数料 4億9,781万円 4億7,586万円 95.6%
国庫支出金 163億 51万円 151億1,265万円 92.7%
県支出金 29億4,391万円 24億7,632万円 84.1%
繰入金 27億3,110万円 1,006万円 0.4%
繰越金 9億1,924万円 9億1,924万円 100.0%
諸収入 6億 661万円 4億5,986万円 75.8%
市債 56億1,476万円 20億3,006万円 36.2%
その他 15億1,277万円 14億5,333万円 96.1%

合　計 578億6,041万円 497億1,748万円 85.9%

科　目 予算現額 支出済額 執行率
議会費 2億8,772万円 2億7,615万円 96.0%
総務費 178億1,311万円 148億3,714万円 83.3%
民生費 148億6,157万円 118億3,334万円 79.6%
衛生費 60億1,155万円 42億1,525万円 70.1%
労働費 6,276万円 6,167万円 98.3%
農林業費 21億6,179万円 15億1,655万円 70.2%
商工費 8億2,352万円 7億2,701万円 88.3%
土木費 28億6,001万円 21億5,358万円 75.3%
消防費 17億5,446万円 15億7,667万円 89.9%
教育費 49億8,341万円 32億2,248万円 64.7%
災害復旧費 4億4,477万円 2億1,494万円 48.3%
公債費 58億4,867万円 58億4,771万円 99.9%
予備費 3,000万円 0万円 0.0%
合　計 579億4,334万円 464億8,249万円 80.2%

■特別会計・財産区特別会計　歳入歳出の状況

会計名 予算現額　A
歳　入 歳　出

収入済額　B 収入率　B/A　 支出済額　C 執行率　C/A

特
別
会
計

国民健康保険事業 95億 362万円 80億9,016万円 85.1% 85億8,294万円 90.3%
住宅新築資金等貸付 6,558万円 1,635万円 24.9% 6,480万円 98.8%
駐車場事業 3,215万円 2,805万円 87.2% 2,868万円 89.2%
介護保険事業 110億8,197万円 93億2,122万円 84.1% 96億2,217万円 86.8%
サービスエリア 991万円 762万円 76.9% 477万円 48.1%
後期高齢者医療 12億7,501万円 12億3,434万円 96.8% 10億9,569万円 85.9%

財産区
島ヶ原財産区 3,084万円 3,085万円 100.0% 2,691万円 87.3%
大山田財産区 2,289万円 2,148万円 93.8% 794万円 34.7%

■市債（借入金）の状況

■主な基金の状況

区　分 残　高
財政調整基金 48億8,607万円
伊賀市振興基金 30億5,059万円

■一時借入金の状況
　一時借入金とは、支払いのための現金不足を補うた
めに借り入れる資金で、同じ会計年度中に返済します。

　基金とは、家計に例えると貯金のようなものです。
基金の総額は 157億 618万円です。主なものは次の
とおりです。

区　分 残　高
一般会計 5億円
特別会計 0円
企業会計 0円

区　分 残　高
一般会計 498億4,558万円
特別会計 789万円
企業会計 273億4,102万円

合　計 771億9,449万円

【問い合わせ】　財政課
　☎22-9608　℻   24-2440
　 zaisei@city.iga.lg.jp

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
三
重
と
こ
わ
か
国
体
伊
賀
市
実
行
委
員
会
（
国
体
推
進
課
内
）

　
☎
43
・
９
１
０
０　
℻  
43
・
９
１
０
２

　

kokutai@
city.iga.lg.jp

国
体
に
参
加
し
よ
う

vol.20

　
今
回
は
「
三
重
と
こ
わ
か
国
体
」
体

操
競
技
に
出
場
が
期
待
さ
れ
て
い
る
、

相
好
体
操
ク
ラ
ブ
の
平
野
竣
介
選
手
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ
．
体
操
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

（
平
野
）　
実
は
小
さ
い
頃
か
ら
空
を
飛

び
た
い
と
思
っ
て
い
て
、
小

学
３
年
生
の
時
に
、
ア
テ
ネ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
体
操
の

選
手
を
見
て
「
飛
ん
で
い

る
」
っ
て
思
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。

Ｑ
．
体
操
を
し
て
い
て
嬉
し
か
っ
た
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
平
野
）　
練
習
で
積
み
重
ね
て
き
た
こ

と
が
、
試
合
で
発
揮
で
き
た

時
で
す
ね
。

Ｑ
．
三
重
と
こ
わ
か
国
体
へ
の
思
い
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
平
野
）　
三
重
で
体
操
の
大
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い

の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
体
操

競
技
を
知
っ
て
も
ら
い
、
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
盛
り
上
げ
た
い
で
す
。

Ｑ
．
市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
平
野
）　
市
民
の
一
員
と
し
て
、
国
体

を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う

に
練
習
に
励
み
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
ぜ
ひ
試
合
会
場
に

来
て
い
た
だ
き
、
本
物
の
臨

場
感
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
「
三
重
と
こ
わ
か
国
体
」
で
、
市
内
外

か
ら
の
来
訪
者
を
歓
迎
し
、
運
営
を
お
手

伝
い
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
募
集
人
数
と
内
容
】

○
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
３
０
０
人
程
度
）

　
競
技
会
場
で
の
受
付
・
案
内
や
休
憩
所

で
の
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
、
会
場
内
で
の

美
化
活
動
な
ど

○
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
１
０
０
人
程
度
）

　
大
会
期
間
中
の
平
日
に
競
技
会
場
で
の

出
場
選
手
の
応
援

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
要
件
】　
中
学
生
以
上
の
個
人
ま
た

は
グ
ル
ー
プ
・
団
体
。
※
18
歳
未
満
の
人

は
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

【
申
込
方
法
】　

市
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
か
、
本
庁
舎
玄
関

受
付
な
ど
に
あ
る
「
伊
賀
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
込
先
ま
で
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

　
「
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、
ア
ド

バ
ル
ー
ン
の
よ
う
な
大
き
な
ボ
ー
ル
を
使

い
、４
人
１
組
、３
チ
ー
ム
が
一
つ
の
コ
ー

ト
で
得
点
を
競
い
合
う
、
初
心
者
で
も
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

【
と　
き
】　
８
月
１
日
㈰

【
と
こ
ろ
】　
県
立
ゆ
め
ド
ー
ム
う
え
の

【
参
加
資
格
】　
県
内
在
住
ま
た
は
三
重
県

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
が
認
め
た
人

【
定　
員
】　
○
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

○
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
Ａ
※
片
手
打
ち
可

○
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
Ｂ
※
片
手
打
ち
不
可

　
各
先
着
15
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
４
〜
８
人
）

【
参
加
料
】

○
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
：
１
チ
ー
ム
１
，５
０
０
円

○
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
：
１
チ
ー
ム
３
，０
０
０
円

【
申
込
方
法
】　
「
参
加
申
込
書
」・「
参
加

同
意
書
（
未
成
年
者
が
参
加
す
る
場
合
の

み
）」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
込

先
ま
で
。

【
申
込
期
間
】　
５
月
18
日
㈫
〜
６
月
17
日
㈭

※
詳
し
く
は
、
三
重
と
こ
わ
か
国
体
・
三

重
と
こ
わ
か
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
」
出
場
者
募
集

�

イ
ン
タ
ビ
�

競
技
者

相好体操クラブ
平野　竣介選手
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　市民の皆さんに納めていただいた税金やそのほかの歳入などが、どのようなことに使われたのかを知っていただ
くため、予算の執行状況をお知らせします。
　なお、出納整理の期間（４月１日～５月 31日）の数字は含みませんので、決算の数字とは異なります。
※出納整理期間：前会計年度末までに確定した歳出や歳入について、未収や未払いになっている現金の整理を行う期間
※表の金額は概算です。

予算現額には、翌年度に限り繰り越して使用することができる繰越明許費を含んでいます。

令和２年度下半期の財政事情（令和３年３月 31日現在の執行状況）

■一般会計　歳入の状況 ■一般会計　歳出の状況
科　目 予算現額 収入済額 収入率

市税 144億8,882万円 142億9411万円 98.7%
地方譲与税 6億2,896万円 6億 754万円 96.6%
地方消費税交付金 20億1,324万円 21億 724万円 104.7%
地方交付税 91億6,648万円 95億8,030万円 104.5%
分担金及び負担金 4億3,620万円 1億9,091万円 43.8%
使用料及び手数料 4億9,781万円 4億7,586万円 95.6%
国庫支出金 163億 51万円 151億1,265万円 92.7%
県支出金 29億4,391万円 24億7,632万円 84.1%
繰入金 27億3,110万円 1,006万円 0.4%
繰越金 9億1,924万円 9億1,924万円 100.0%
諸収入 6億 661万円 4億5,986万円 75.8%
市債 56億1,476万円 20億3,006万円 36.2%
その他 15億1,277万円 14億5,333万円 96.1%

合　計 578億6,041万円 497億1,748万円 85.9%

科　目 予算現額 支出済額 執行率
議会費 2億8,772万円 2億7,615万円 96.0%
総務費 178億1,311万円 148億3,714万円 83.3%
民生費 148億6,157万円 118億3,334万円 79.6%
衛生費 60億1,155万円 42億1,525万円 70.1%
労働費 6,276万円 6,167万円 98.3%
農林業費 21億6,179万円 15億1,655万円 70.2%
商工費 8億2,352万円 7億2,701万円 88.3%
土木費 28億6,001万円 21億5,358万円 75.3%
消防費 17億5,446万円 15億7,667万円 89.9%
教育費 49億8,341万円 32億2,248万円 64.7%
災害復旧費 4億4,477万円 2億1,494万円 48.3%
公債費 58億4,867万円 58億4,771万円 99.9%
予備費 3,000万円 0万円 0.0%
合　計 579億4,334万円 464億8,249万円 80.2%

■特別会計・財産区特別会計　歳入歳出の状況

会計名 予算現額　A
歳　入 歳　出

収入済額　B 収入率　B/A　 支出済額　C 執行率　C/A

特
別
会
計

国民健康保険事業 95億 362万円 80億9,016万円 85.1% 85億8,294万円 90.3%
住宅新築資金等貸付 6,558万円 1,635万円 24.9% 6,480万円 98.8%
駐車場事業 3,215万円 2,805万円 87.2% 2,868万円 89.2%
介護保険事業 110億8,197万円 93億2,122万円 84.1% 96億2,217万円 86.8%
サービスエリア 991万円 762万円 76.9% 477万円 48.1%
後期高齢者医療 12億7,501万円 12億3,434万円 96.8% 10億9,569万円 85.9%

財産区
島ヶ原財産区 3,084万円 3,085万円 100.0% 2,691万円 87.3%
大山田財産区 2,289万円 2,148万円 93.8% 794万円 34.7%

■市債（借入金）の状況

■主な基金の状況

区　分 残　高
財政調整基金 48億8,607万円
伊賀市振興基金 30億5,059万円

■一時借入金の状況
　一時借入金とは、支払いのための現金不足を補うた
めに借り入れる資金で、同じ会計年度中に返済します。

　基金とは、家計に例えると貯金のようなものです。
基金の総額は 157億 618万円です。主なものは次の
とおりです。

区　分 残　高
一般会計 5億円
特別会計 0円
企業会計 0円

区　分 残　高
一般会計 498億4,558万円
特別会計 789万円
企業会計 273億4,102万円

合　計 771億9,449万円

【問い合わせ】　財政課
　☎22-9608　℻   24-2440
　 zaisei@city.iga.lg.jp
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上野総合市民病院の外来診療担当表
【受付時間】午前８時 30分～ 11時 30分
【診察時間】午前９時～正午
※４月１日現在の診療表です。
※受付・診察時間が異なる場合は、表内に記載。
※臨時に休診になる場合や診療表が変更になる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。
※初診時にかかりつけ医からの紹介状がない場合、初診時選定療養費（5,500 円）が必要となることがあります。

診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内　科
（総合診療科）

１診 田中　光司 田中　光司 八尾　隆治 田中　光司 関西医科大学医師
交代制

２診 北原　義介 栗原　眞行 栗原　眞行 脳神経外科にて
（新阜　宏文） 新阜　宏文

３診 加藤　大祐

外　科

１診 三枝　晋 総合診療科にて
（田中　光司） 吉山　繁幸 総合診療科にて

（田中　光司） 三枝　晋

２診 吉山　繁幸 浦谷　亮 原　文祐
（腫瘍内科）

浦谷　亮（再診のみ）
（乳腺科）【完全予約制】
（再診9：00～）（初診12：00～）

乳腺科の電話での予約受付は、月・水・
金曜日の正午～午後４時の間です。 毛利　智美 毛利　智美

消化器・肝臓内科
１診 八尾　隆治 青野　祐樹 関西医科大学医師

交代制 八尾　隆治 八尾　隆治

２診 安岡　遼
(10：00～12：00) 椹木　一仁 椹木　一仁 青野　祐樹 安岡　遼

（肝胆膵外科） 櫻井　洋至
循環器内科 １診 髙橋　宏明 岡本　寛樹 髙橋　宏明 澤山　裕一 八木　典章
（ペースメーカー外来）
（予約制 ･第 3木曜日）
（13：00～15：00）

髙橋　宏明

脳神経内科 北原　義介 北原　義介 北原　義介 北原　義介

腫瘍内科
１診 奥川　喜永

２診
（緩和ケア外来）
都築　則正【予約制】
第１・３・５金曜日　14：00 ～

（呼吸器科）
※月曜日は交代制

賀来　良輔
岡本　圭伍 寺本　晃治

（糖尿病内科） 中谷　中
（腎臓内科） 早川　温子
整形外科
受付：8：30～11：00
※木曜日の診察
　10：00～11：30
※水曜日の整形外科の初診　　
　のみ救急外来で対応

１診 佐藤　昌良 佐藤　昌良

手術日

佐藤　昌良【予約制】 海野　宏至
２診 喜多　晃司 海野　宏至 喜多　晃司 藤原　達彦
３診 喜多　晃司 海野　宏至 渡邉　健斗
午後 ギプス外来

小児科
受付：8：30～15：00
（9：00～12：00）（13：00～15：30）

大河内　正和
受付8：30～ 11：30

大河内　正和
午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

大河内　正和
大河内　正和

午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

腎泌尿器科 田中　しおり 清水　浩一 東　真一郎

脳神経外科
※月曜日は交代制

河野　浩人
北村　智章
野﨑　和彦

新阜　宏文 新阜　宏文

（心臓血管外科）（10：30～12：00） 南舘　直志
眼科
受付：8：30～11：00 布目　貴康 中条　慎一郎

■婦人科：奥村　亜純（水曜日　受付：8：30～ 11：00）■耳鼻咽喉科：竹内　万彦（月曜日　受付：8：30～ 11：00）
■皮膚科：山本　晋也（火曜日　受付：13：00～ 15：30）■炎症性腸疾患外来【完全予約制】：安藤　朗（第２月曜日）
■もの忘れ外来【完全予約制】：赤津　裕康（月１回　14：00～ 16：00）

【問い合わせ】　上野総合市民病院医療事務課
　☎ 24-1111　℻   24-2268
　 byouin-jimu@city.iga.lg.jp

トピックス

新型コロナウイルス感染症に
関するお知らせ

　現在、市では、次の支援事業を行っています。要件
など詳しくは、市ホームページをご覧いただくかお問
い合わせください。
○令和３年度伊賀市事業継続応援給付金（第 2弾）
○伊賀市店舗改装促進事業補助金

～忍法　店舗生まれ変わりの巻～
○伊賀市版「感染防止対策実施店」ステッカー交付

～忍法　客寄せの術～

【問い合わせ】　商工労働課
　☎  22-9669　℻  22-9695
　 shoukou@city.iga.lg.jp

新型コロナウイルス感染症情報

　今年度 65歳以上になる人（昭和 32年４月１日以
前に生まれた人）に接種券を送付しました。
○接種券は接種を受けるために必要です。2回目の接
種が終わるまで大切に保管してください。
○接種券が届かない場合などは、コールセンターへご
連絡ください。
※ 65歳未満の人には、ワクチンの供給量や 65歳以
上の人の接種状況を踏まえて 6月以降に接種券を
発送する予定です。

ワクチン接種を受けるには予約が必要です。
　予約方法や接種場所など、詳しくは広報と同時
配布のチラシをご確認ください。

【問い合わせ】
　伊賀市新型コロナワクチン専用コールセンター
　☎  0120-849-064
　受付時間　月曜日から土曜日、
　　　　　　午前８時 30分～午後５時
※通話による問い合わせが困難な人はファックスで
お受けします。

　　℻  22-9694（ワクチン接種推進課）
◆外国語での問い合わせ
　○ポルトガル語　☎ 0120-257-863
　○スペイン語　☎ 0120-257-864
　受付時間　月・水・土曜日
　　　　　　午前８時 30分～午後５時

高齢者向けワクチン接種の接種券
（クーポン券）を送付しました

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中
で、ひとり親世帯への生活を支援するため、特別給付
金を給付します。なお、受給するには申請が必要です。
【対象者】
　18歳に達する日以降の最初の３月 31日まで（児
童に法令で定める程度の障がいのある場合は 20歳未
満）のひとり親家庭の児童を監護・養育する人のうち、
以下のいずれかに該当する人
○公的年金給付などを受けていることにより児童扶養
手当の支給を受けていない人
※児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る人に限
ります。
○新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が児
童扶養手当の対象となる水準に下がった人

【給付額】　児童 1人当たり 5万円
※児童扶養手当を受けている人は、申請不要で５月
11日に給付します。

【申込先・問い合わせ】
　こども未来課
　☎  22-9677　℻  22-9646
　 kodomo@city.iga.lg.jp

子育て世帯生活支援特別給付金
（ひとり親世帯分）

事業者の皆さんへ

コロナ差別に関する人権相談窓口
一人で悩まないで大丈夫。
一緒に考えましょう。

【問い合わせ】
○津地方法務局伊賀支局　☎ 0570-003-110
○人権政策課　☎ 22-9683　℻  22-9684
　　　　　　　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp
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上野総合市民病院の外来診療担当表
【受付時間】午前８時 30分～ 11時 30分
【診察時間】午前９時～正午
※４月１日現在の診療表です。
※受付・診察時間が異なる場合は、表内に記載。
※臨時に休診になる場合や診療表が変更になる場合がありますので、事前に電話でご確認ください。
※初診時にかかりつけ医からの紹介状がない場合、初診時選定療養費（5,500 円）が必要となることがあります。

診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内　科
（総合診療科）

１診 田中　光司 田中　光司 八尾　隆治 田中　光司 関西医科大学医師
交代制

２診 北原　義介 栗原　眞行 栗原　眞行 脳神経外科にて
（新阜　宏文） 新阜　宏文

３診 加藤　大祐

外　科

１診 三枝　晋 総合診療科にて
（田中　光司） 吉山　繁幸 総合診療科にて

（田中　光司） 三枝　晋

２診 吉山　繁幸 浦谷　亮 原　文祐
（腫瘍内科）

浦谷　亮（再診のみ）
（乳腺科）【完全予約制】
（再診9：00～）（初診12：00～）

乳腺科の電話での予約受付は、月・水・
金曜日の正午～午後４時の間です。 毛利　智美 毛利　智美

消化器・肝臓内科
１診 八尾　隆治 青野　祐樹 関西医科大学医師

交代制 八尾　隆治 八尾　隆治

２診 安岡　遼
(10：00～12：00) 椹木　一仁 椹木　一仁 青野　祐樹 安岡　遼

（肝胆膵外科） 櫻井　洋至
循環器内科 １診 髙橋　宏明 岡本　寛樹 髙橋　宏明 澤山　裕一 八木　典章
（ペースメーカー外来）
（予約制 ･第 3木曜日）
（13：00～15：00）

髙橋　宏明

脳神経内科 北原　義介 北原　義介 北原　義介 北原　義介

腫瘍内科
１診 奥川　喜永

２診
（緩和ケア外来）
都築　則正【予約制】
第１・３・５金曜日　14：00 ～

（呼吸器科）
※月曜日は交代制

賀来　良輔
岡本　圭伍 寺本　晃治

（糖尿病内科） 中谷　中
（腎臓内科） 早川　温子
整形外科
受付：8：30～11：00
※木曜日の診察
　10：00～11：30
※水曜日の整形外科の初診　　
　のみ救急外来で対応

１診 佐藤　昌良 佐藤　昌良

手術日

佐藤　昌良【予約制】 海野　宏至
２診 喜多　晃司 海野　宏至 喜多　晃司 藤原　達彦
３診 喜多　晃司 海野　宏至 渡邉　健斗
午後 ギプス外来

小児科
受付：8：30～15：00
（9：00～12：00）（13：00～15：30）

大河内　正和
受付8：30～ 11：30

大河内　正和
午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

大河内　正和
大河内　正和

午後は予防接種外来・
乳幼児健診【予約制】

腎泌尿器科 田中　しおり 清水　浩一 東　真一郎

脳神経外科
※月曜日は交代制

河野　浩人
北村　智章
野﨑　和彦

新阜　宏文 新阜　宏文

（心臓血管外科）（10：30～12：00） 南舘　直志
眼科
受付：8：30～11：00 布目　貴康 中条　慎一郎

■婦人科：奥村　亜純（水曜日　受付：8：30～ 11：00）■耳鼻咽喉科：竹内　万彦（月曜日　受付：8：30～ 11：00）
■皮膚科：山本　晋也（火曜日　受付：13：00～ 15：30）■炎症性腸疾患外来【完全予約制】：安藤　朗（第２月曜日）
■もの忘れ外来【完全予約制】：赤津　裕康（月１回　14：00～ 16：00）

【問い合わせ】　上野総合市民病院医療事務課
　☎ 24-1111　℻   24-2268
　 byouin-jimu@city.iga.lg.jp

トピックス

新型コロナウイルス感染症に
関するお知らせ

　現在、市では、次の支援事業を行っています。要件
など詳しくは、市ホームページをご覧いただくかお問
い合わせください。
○令和３年度伊賀市事業継続応援給付金（第 2弾）
○伊賀市店舗改装促進事業補助金

～忍法　店舗生まれ変わりの巻～
○伊賀市版「感染防止対策実施店」ステッカー交付

～忍法　客寄せの術～

【問い合わせ】　商工労働課
　☎  22-9669　℻  22-9695
　 shoukou@city.iga.lg.jp

新型コロナウイルス感染症情報

　今年度 65歳以上になる人（昭和 32年４月１日以
前に生まれた人）に接種券を送付しました。
○接種券は接種を受けるために必要です。2回目の接
種が終わるまで大切に保管してください。

○接種券が届かない場合などは、コールセンターへご
連絡ください。

※ 65歳未満の人には、ワクチンの供給量や 65歳以
上の人の接種状況を踏まえて 6月以降に接種券を
発送する予定です。

ワクチン接種を受けるには予約が必要です。
　予約方法や接種場所など、詳しくは広報と同時
配布のチラシをご確認ください。

【問い合わせ】
　伊賀市新型コロナワクチン専用コールセンター
　☎  0120-849-064
　受付時間　月曜日から土曜日、
　　　　　　午前８時 30分～午後５時
※通話による問い合わせが困難な人はファックスで
お受けします。

　　℻  22-9694（ワクチン接種推進課）
◆外国語での問い合わせ
　○ポルトガル語　☎ 0120-257-863
　○スペイン語　☎ 0120-257-864
　受付時間　月・水・土曜日
　　　　　　午前８時 30分～午後５時

高齢者向けワクチン接種の接種券
（クーポン券）を送付しました

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中
で、ひとり親世帯への生活を支援するため、特別給付
金を給付します。なお、受給するには申請が必要です。
【対象者】
　18歳に達する日以降の最初の３月 31日まで（児
童に法令で定める程度の障がいのある場合は 20歳未
満）のひとり親家庭の児童を監護・養育する人のうち、
以下のいずれかに該当する人
○公的年金給付などを受けていることにより児童扶養
手当の支給を受けていない人

※児童扶養手当に係る支給制限限度額を下回る人に限
ります。

○新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が児
童扶養手当の対象となる水準に下がった人

【給付額】　児童 1人当たり 5万円
※児童扶養手当を受けている人は、申請不要で５月
11日に給付します。

【申込先・問い合わせ】
　こども未来課
　☎  22-9677　℻  22-9646
　 kodomo@city.iga.lg.jp

子育て世帯生活支援特別給付金
（ひとり親世帯分）

事業者の皆さんへ

コロナ差別に関する人権相談窓口
一人で悩まないで大丈夫。
一緒に考えましょう。

【問い合わせ】
○津地方法務局伊賀支局　☎ 0570-003-110
○人権政策課　☎ 22-9683　℻  22-9684
　　　　　　　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp
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受診には予約が必要です 

肺がん検診・結核健診のお知らせ
トピックス

【検診内容】
○胸部レントゲン検査（無料）
○喀

かく
痰
たん
検査（有料）　

　※問診の結果、必要と認められた人
【対象者】　検診日に市内に住民登録があり、各検診の
対象年齢に該当する人
○肺がん検診（昭和 57年４月１日以前に生まれた人）
○結核健診（昭和 32年４月１日以前に生まれた人）
　※肺がん検診を同時実施します。
　※結核健診は感染症法に基づく法定健診です。

◆予約電話　☎ 22-9653
　平日の午前 8時 30分～午後 5時 15分
　聴覚障がいなどで電話での申し込みが困難な人
は、来所、ファックスでも受け付けます。
※定員になり次第締め切ります。予約した人に後日、
受診票などを送付します。
※申込開始日は電話が集中し、かかりにくい場合が
あります。しばらくしてからかけ直してください。

申込
開始日 月日 受付時間 実施場所 申込

開始日 月日 受付時間 実施場所

５
月
12
日
㈬

6/14
㈪

9：30～ 11：00 山田地区市民センター

５
月
20
日
㈭

7/30
㈮

9：30～ 11：00 島ヶ原地区市民センター
13：30～ 15：00 阿波地区市民センター 13：30～ 15：00 上野西部地区市民センター

6/15
㈫

9：30～ 11：00 布引地区市民センター
8/2
㈪

9：30～ 10：30 長田地区市民センター
13：30～ 15：00 山田地区市民センター 11：00～ 11：45 花之木地区市民センター

6/17
㈭

9：30～ 11：00 河合地区市民センター 13：30～ 15：00 島ヶ原支所
13：30～ 15：00 玉滝地区市民センター 8/3

㈫
9：30～ 11：00 久米地区市民センター

6/21
㈪

9：30～ 11：00 丸柱地区市民センター 13：30～ 15：00 上野南部地区市民センター
13：30～ 15：00 鞆田地区市民センター 8/17

㈫
9：30～ 11：00 新居地区市民センター

6/28
㈪

9：30～ 11：00 河合地区市民センター 13：30～ 15：00 小田地区市民センター
13：30～ 15：00 いがまち保健福祉センター

５
月
26
日
㈬

8/23
㈪

9：30～ 10：30 三田地区市民センター

５
月
13
日
㈭

７/1
㈭

9：30～ 11：00 柘植地区市民センター 11：00～ 11：45 諏訪地区市民センター
13：30～ 15：00 西柘植地区市民センター 13：30～ 15：00 府中地区市民センター

７/5
㈪

9：30～ 11：00 西柘植地区市民センター 8/27
㈮

9：30～ 11：00 友生地区市民センター
13：30～ 15：00 壬生野地区市民センター 13：30～ 15：00 中瀬地区市民センター

７/9
㈮

9：30～ 10：30 高尾地区市民センター 8/31
㈫

9：30～ 11：00 猪田地区市民センター
11：00～ 11：45 博要地区市民センター 13：30～ 15：00 ゆめが丘地区市民センター
13：30～ 15：00 上津地区市民センター

9/2
㈭

9：30～ 10：30 古山地区市民センター

７/13
㈫

9：30～ 11：00 桐ヶ丘地区市民センター 11：00～ 11：45 花垣地区市民センター
13：30～ 15：00 青山公民館 13：30～ 15：00 青山保健センター

７/14
㈬

9：30～ 11：00 矢持地区市民センター ９/3
㈮

9：30～ 11：00 山田地区市民センター
13：30～ 15：00 桐ヶ丘地区市民センター 13：30～ 15：00 総合福祉会館

５
月
20
日
㈭

７/21
㈬

9：30～ 11：00 依那古地区市民センター 9/8
㈬

9：30～ 11：00 河合地区市民センター
13：30～ 15：00 上野東部地区市民センター 13：30～ 15：00 いがまち保健福祉センター

７/26
㈪

9：30～ 10：30 比自岐地区市民センター
11：00～ 11：45 きじが台地区市民センター
13：30～ 15：00 神戸地区市民センター

◆令和３年度　肺がん検診・結核健診日程

【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

いつまでも自分の歯でしっかり噛めるように歯科健（検）診を受けましょう 

歯科健（検）診のお知らせ
トピックス

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

【実施医療機関】（50音順）　※要予約

※○の医療機関は、妊婦歯科健診を実施しています。

歯科医院名 電話番号 歯科医院名 電話番号
アイウエオ矯正歯科医院 ○ ☎ 22-9992 中川歯科医院 ○ ☎ 21-0334
青山歯科診療所 ○ ☎ 52-0059 服部歯科医院 ○ ☎ 23-3130
稲浜歯科医院 ○ ☎ 21-0383 ばんば歯科医院 ○ ☎ 45-1008
いなもと歯科 ○ ☎ 24-7788 ひろおか歯科クリニック ○ ☎ 26-0018
いのうえ歯科医院 ○ ☎ 23-8421 広島歯科医院 ○ ☎ 46-1748
内田歯科医院 ○ ☎ 21-0271 ふくち歯科クリニック ○ ☎ 22-2134
大竹歯科 ○ ☎ 52-1100 藤田歯科 ○ ☎ 21-6677
大矢歯科医院 ○ ☎ 23-4184 まついけ歯科 ○ ☎ 22-0118
おかむら歯科 ○ ☎ 22-2555 峰歯科・矯正歯科クリニック ○ ☎ 21-1616
小倉歯科医院 ○ ☎ 43-1022 村井歯科医院 ○ ☎ 21-1347
木治歯科医院 ○ ☎ 36-1255 村田歯科医院 ○ ☎ 45-2025
歯科武田医院 ○ ☎ 21-0125 桃井歯科診療所 ☎ 21-2808
瀬川歯科クリニック ○ ☎ 24-4011 矢谷歯科医院 ○ ☎ 21-0834
武田歯科医院（上野中町） ○ ☎ 21-0516 山本歯科医院 ○ ☎ 21-0015
武田歯科医院（阿保） ☎ 52-1131 和久田歯科医院 ○ ☎ 21-8241
冨嶋歯科医院 ○ ☎ 52-0129

項目 成人歯科健診 歯周疾患検診 妊婦歯科健診
内　容 ①問診　　②口腔内診査　　③結果の説明

対象者
20 歳以上の人

（平成 14年４月１日以前の
生まれ）

節目年齢対象者
40歳の人（昭和 56年４月２日～

昭和 57年４月１日生まれ）
50歳の人（昭和 46年４月２日～

昭和 47年４月１日生まれ）
60歳の人（昭和 36年４月２日～

昭和 37年４月１日生まれ）
70歳の人（昭和 26年４月２日～

昭和 27年４月１日生まれ）

伊賀市に住民登録がある妊婦

持ち物 健康保険証 健康保険証・無料受診券 健康保険証・無料受診券・
母子健康手帳

自己負担料

500 円
※次のいずれかに該当する人
は無料
○ 71 歳以上の人（昭和 26
年４月１日以前の生まれ）
○ 65歳以上で一定の障がい
があり後期高齢者医療被保
険者証を持っている人
○生活保護を受給している人

無料
※対象者には４月上旬に無料受診券を
送付しています。

無料
※母子健康手帳交付時に無料
受診券を交付しています。

期　限 令和４年２月 28日㈪　診療時間内 母子健康手帳交付日から
出産までに１回
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受診には予約が必要です 

肺がん検診・結核健診のお知らせ
トピックス

【検診内容】
○胸部レントゲン検査（無料）
○喀

かく
痰
たん
検査（有料）　

　※問診の結果、必要と認められた人
【対象者】　検診日に市内に住民登録があり、各検診の
対象年齢に該当する人
○肺がん検診（昭和 57年４月１日以前に生まれた人）
○結核健診（昭和 32年４月１日以前に生まれた人）
　※肺がん検診を同時実施します。
　※結核健診は感染症法に基づく法定健診です。

◆予約電話　☎ 22-9653
　平日の午前 8時 30分～午後 5時 15分
　聴覚障がいなどで電話での申し込みが困難な人
は、来所、ファックスでも受け付けます。
※定員になり次第締め切ります。予約した人に後日、
受診票などを送付します。

※申込開始日は電話が集中し、かかりにくい場合が
あります。しばらくしてからかけ直してください。

申込
開始日 月日 受付時間 実施場所 申込

開始日 月日 受付時間 実施場所

５
月
12
日
㈬

6/14
㈪

9：30～ 11：00 山田地区市民センター

５
月
20
日
㈭

7/30
㈮

9：30～ 11：00 島ヶ原地区市民センター
13：30～ 15：00 阿波地区市民センター 13：30～ 15：00 上野西部地区市民センター

6/15
㈫

9：30～ 11：00 布引地区市民センター
8/2
㈪

9：30～ 10：30 長田地区市民センター
13：30～ 15：00 山田地区市民センター 11：00～ 11：45 花之木地区市民センター

6/17
㈭

9：30～ 11：00 河合地区市民センター 13：30～ 15：00 島ヶ原支所
13：30～ 15：00 玉滝地区市民センター 8/3

㈫
9：30～ 11：00 久米地区市民センター

6/21
㈪

9：30～ 11：00 丸柱地区市民センター 13：30～ 15：00 上野南部地区市民センター
13：30～ 15：00 鞆田地区市民センター 8/17

㈫
9：30～ 11：00 新居地区市民センター

6/28
㈪

9：30～ 11：00 河合地区市民センター 13：30～ 15：00 小田地区市民センター
13：30～ 15：00 いがまち保健福祉センター

５
月
26
日
㈬

8/23
㈪

9：30～ 10：30 三田地区市民センター

５
月
13
日
㈭

７/1
㈭

9：30～ 11：00 柘植地区市民センター 11：00～ 11：45 諏訪地区市民センター
13：30～ 15：00 西柘植地区市民センター 13：30～ 15：00 府中地区市民センター

７/5
㈪

9：30～ 11：00 西柘植地区市民センター 8/27
㈮

9：30～ 11：00 友生地区市民センター
13：30～ 15：00 壬生野地区市民センター 13：30～ 15：00 中瀬地区市民センター

７/9
㈮

9：30～ 10：30 高尾地区市民センター 8/31
㈫

9：30～ 11：00 猪田地区市民センター
11：00～ 11：45 博要地区市民センター 13：30～ 15：00 ゆめが丘地区市民センター
13：30～ 15：00 上津地区市民センター

9/2
㈭

9：30～ 10：30 古山地区市民センター

７/13
㈫

9：30～ 11：00 桐ヶ丘地区市民センター 11：00～ 11：45 花垣地区市民センター
13：30～ 15：00 青山公民館 13：30～ 15：00 青山保健センター

７/14
㈬

9：30～ 11：00 矢持地区市民センター ９/3
㈮

9：30～ 11：00 山田地区市民センター
13：30～ 15：00 桐ヶ丘地区市民センター 13：30～ 15：00 総合福祉会館

５
月
20
日
㈭

７/21
㈬

9：30～ 11：00 依那古地区市民センター 9/8
㈬

9：30～ 11：00 河合地区市民センター
13：30～ 15：00 上野東部地区市民センター 13：30～ 15：00 いがまち保健福祉センター

７/26
㈪

9：30～ 10：30 比自岐地区市民センター
11：00～ 11：45 きじが台地区市民センター
13：30～ 15：00 神戸地区市民センター

◆令和３年度　肺がん検診・結核健診日程

【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

いつまでも自分の歯でしっかり噛めるように歯科健（検）診を受けましょう 

歯科健（検）診のお知らせ
トピックス

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻   22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

【実施医療機関】（50音順）　※要予約

※○の医療機関は、妊婦歯科健診を実施しています。

歯科医院名 電話番号 歯科医院名 電話番号
アイウエオ矯正歯科医院 ○ ☎ 22-9992 中川歯科医院 ○ ☎ 21-0334
青山歯科診療所 ○ ☎ 52-0059 服部歯科医院 ○ ☎ 23-3130
稲浜歯科医院 ○ ☎ 21-0383 ばんば歯科医院 ○ ☎ 45-1008
いなもと歯科 ○ ☎ 24-7788 ひろおか歯科クリニック ○ ☎ 26-0018
いのうえ歯科医院 ○ ☎ 23-8421 広島歯科医院 ○ ☎ 46-1748
内田歯科医院 ○ ☎ 21-0271 ふくち歯科クリニック ○ ☎ 22-2134
大竹歯科 ○ ☎ 52-1100 藤田歯科 ○ ☎ 21-6677
大矢歯科医院 ○ ☎ 23-4184 まついけ歯科 ○ ☎ 22-0118
おかむら歯科 ○ ☎ 22-2555 峰歯科・矯正歯科クリニック ○ ☎ 21-1616
小倉歯科医院 ○ ☎ 43-1022 村井歯科医院 ○ ☎ 21-1347
木治歯科医院 ○ ☎ 36-1255 村田歯科医院 ○ ☎ 45-2025
歯科武田医院 ○ ☎ 21-0125 桃井歯科診療所 ☎ 21-2808
瀬川歯科クリニック ○ ☎ 24-4011 矢谷歯科医院 ○ ☎ 21-0834
武田歯科医院（上野中町） ○ ☎ 21-0516 山本歯科医院 ○ ☎ 21-0015
武田歯科医院（阿保） ☎ 52-1131 和久田歯科医院 ○ ☎ 21-8241
冨嶋歯科医院 ○ ☎ 52-0129

項目 成人歯科健診 歯周疾患検診 妊婦歯科健診
内　容 ①問診　　②口腔内診査　　③結果の説明

対象者
20 歳以上の人

（平成 14年４月１日以前の
生まれ）

節目年齢対象者
40歳の人（昭和 56年４月２日～

昭和 57年４月１日生まれ）
50歳の人（昭和 46年４月２日～

昭和 47年４月１日生まれ）
60歳の人（昭和 36年４月２日～

昭和 37年４月１日生まれ）
70歳の人（昭和 26年４月２日～

昭和 27年４月１日生まれ）

伊賀市に住民登録がある妊婦

持ち物 健康保険証 健康保険証・無料受診券 健康保険証・無料受診券・
母子健康手帳

自己負担料

500 円
※次のいずれかに該当する人
は無料

○ 71 歳以上の人（昭和 26
年４月１日以前の生まれ）

○ 65歳以上で一定の障がい
があり後期高齢者医療被保
険者証を持っている人

○生活保護を受給している人

無料
※対象者には４月上旬に無料受診券を
送付しています。

無料
※母子健康手帳交付時に無料
受診券を交付しています。

期　限 令和４年２月 28日㈪　診療時間内 母子健康手帳交付日から
出産までに１回
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【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
伊
賀
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
月
〜
金
曜
日
・
第
３
土
曜
日　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　
※
祝
日
を
除
く

　
☎
26
・
７
８
３
０　
℻  
22
・
９
６
６
６　

igafsc@
ict.ne.jp

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
人

（
依
頼
会
員
）
と
、
子
育
て
の
手
伝
い
が

で
き
る
人
（
提
供
会
員
）
で
構
成
す
る
会

員
組
織
で
す
。
地
域
の
中
で
助
け
合
い
な

が
ら
子
育
て
を
す
る
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。

◆
提
供
会
員
養
成
講
座

【
と　
き
】

○
２
日
間
コ
ー
ス

　
活
動
内
容
：
送
迎
・
預
か
り
援
助

　
６
月
28
日
㈪
・
７
月
10
日
㈯

○
４
日
間
コ
ー
ス

　
活
動
内
容
：
送
迎
・
預
か
り
援
助

　
　
　
　
　
　
緊
急
援
助
・
病
児
援
助

　
６
月
28
日
㈪
・
７
月
４
日
㈰

　
７
月
５
日
㈪
・
７
月
10
日
㈯

【
内　
容
】

○
６
月
28
日
㈪

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
「
子
育
て
の
制
度
と
現
状
」

　
「
障
が
い
の
あ
る
子
の
預
か
り
に
つ
い
て
」

　
「
子
ど
も
の
世
話
」

　
「
子
ど
も
の
事
故
と
安
全
」

○
７
月
４
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
「
心
の
発
達
と
保
育
者
の
か
か
わ
り
」

　
「
子
ど
も
の
遊
び
」

○
７
月
５
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
「
保
育
の
心
」「
子
ど
も
の
栄
養
と
食
生
活
」

○
７
月
10
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
「
小
児
看
護
の
基
礎
知
識
」

　
「
身
体
の
発
育
と
病
気
」

　
「
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
」

【
と
こ
ろ
】

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
４
階
・
５
階

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以
上
の
人

【
料　
金
】　
２
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
両
コ
ー
ス
同
じ
テ
キ
ス
ト
で
す
。

【
定　
員
】　
20
人
程
度

【
申
込
方
法
】　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号・コ
ー
ス
名
を
、
電
話・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
ま
で
。

【
申
込
期
限
】　
６
月
18
日
㈮

※
提
供
会
員
と
し
て
登
録
で
き
る
の
は
、

講
座
を
受
講
し
認
定
さ
れ
た
人
の
み

で
す
。

※
託
児
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
し
込
み

時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
保
育
士
・
看
護
師 

・
栄
養
士
な
ど
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、
講
習
の

一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

トピックス

提
供
会
員
養
成
講
座

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８　

shuuzei@
city.iga.lg.jp

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
22
・
９
６
７
７　
℻  
22
・
９
６
４
６　

kodom
o@
city.iga.lg.jp

◆
児
童
扶
養
手
当

【
対
象
者
】

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
り
、
18
歳

の
誕
生
日
か
ら
最
初
の
３
月
31
日
を
む
か

え
て
い
な
い
子
を
扶
養
し
て
い
る
父
か

母
、
ま
た
は
そ
の
子
を
養
育
し
て
い
る
人

○
父
母
が
離
婚
し
た
子

○
父
か
母
が
死
亡
し
た
子

○
父
か
母
が
重
度
の
障
が
い
（
国
民
年
金

の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
に
あ
る
子

○
父
か
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子

○
父
か
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
子

○
父
か
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命

令
を
受
け
た
子

○
父
か
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
子

○
母
が
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
子

○
父
母
と
も
不
明
で
あ
る
子

※
子
の
身
体
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上

の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、
手
続
き
に

よ
り
20
歳
未
満
ま
で
受
給
で
き
ま
す
。

※
令
和
３
年
３
月
分
か
ら
児
童
扶
養
手
当

の
額
が
障
害
年
金
の
子
の
加
算
部
分
の

額
を
上
回
る
場
合
、
そ
の
差
額
を
児
童

扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

【
対
象
者
】

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未

満
の
子
を
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は

父
母
に
か
わ
っ
て
子
を
養
育
し
て
い
る
人

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
〉

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね

１・
２
級
程
度（
内
部
的
疾
患
を
含
む
。）

に
該
当
す
る
と
き

○
療
育
手
帳
の
判
定
が
最
重
度
、
重
度
程

度
の
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
で
あ

る
と
き

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級
〉

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね

３
級
程
度
（
内
部
的
疾
患
を
含
む
。）

に
該
当
す
る
と
き

○
療
育
手
帳
の
判
定
が
中
度
程
度
の
知
的

障
が
い
・
精
神
障
が
い
で
あ
る
と
き

※
手
当
を
受
け
る
人
、
ま
た
は
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
限
度
額
を
超
え
る

と
手
当
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

と
も
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

○
介
護
高
齢
福
祉
課　
☎
22
・
９
６
３
４　
℻  
26
・
３
９
５
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

kaigo@
city.iga.lg.jp

○
障
が
い
福
祉
課　
☎
22
・
９
６
５
７　
℻  
22
・
９
６
６
２

○
各
支
所
住
民
福
祉
課

在
宅
者
向
け
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

い
が
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
26
・
１
５
２
１　
℻  
24
・
７
５
１
１　

houkatsu-shien@
city.iga.lg.jp

　
認
知
症
の
人
や
ご
家
族
、
認
知
症
に
関

心
の
あ
る
人
、
地
域
の
人
な
ど
、
ど
な
た

で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
カ
フ
ェ
で

す
。「
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
」「
相

談
し
た
い
」「
仲
間
を
作
り
た
い
」
と
い

う
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
一
緒
に

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

【
と　
き
】

　
５
月
11
日
㈫　
午
前
10
時
〜
正
午

※
午
前
10
時
30
分
か
ら
約
20
分
間
、
健
康

体
操
や
脳
ト
レ
な
ど
の
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
４
階
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
い
が
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

○
認
知
症
に
つ
い
て
学
べ
る

　
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
、
正
し

い
知
識
を
学
べ
ま
す
。

○
認
知
症
の
相
談
が
気
軽
に
で
き
る

　
保
健
師
や
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
の
会
員
が
い
る
の
で
、
不
安
や
悩

み
を
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

誰
も
が
楽
し
み
、
交
流
で
き
る

　
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
寝
具
の
洗
濯

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
で
、
令
和
２
年
度
所
得
税
の

非
課
税
世
帯
の
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

○
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

○
心
身
の
障
が
い
や
傷
病
な
ど
に
よ
り
寝

た
き
り
に
な
っ
て
い
る
65
歳
以
上
の
み

の
人
で
構
成
さ
れ
た
世
帯
、
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
世
帯
の
人

○
重
度
の
身
体
障
が
い
の
た
め
寝
た
き
り

の
人
で
家
族
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
人

【
利
用
限
度
】　
掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布

（
各
１
枚
）
の
洗
濯
、
乾
燥
、
消
毒
で
１

年
に
２
回
以
内

※
９
月
と
３
月
に
実
施
予
定

※
申
込
方
法
な
ど
は

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
外
出
の
援
助
（
散
歩
の
付
き
添
い
）、
食

材
の
購
入
、
生
活
経
路
の
草
刈
り
な
ど
軽

易
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
軽
度
な
援
助
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

○
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

○
65
歳
以
上
の
み
の
人
で
構
成
さ
れ
た
世

帯
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
人

【
利
用
限
度
】

　
月
４
回
ま
で

※
生
活
経
路
の
草
刈
り
は
年
２
回
ま
で
。

【
料　
金
】

　
１
時
間
３
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

【
申
込
方
法
】　
来
庁

高
齢
者
等

寝
具
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
事
業

軽
度
生
活
援
助
事
業
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【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
伊
賀
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
月
〜
金
曜
日
・
第
３
土
曜
日　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　
※
祝
日
を
除
く

　
☎
26
・
７
８
３
０　
℻  
22
・
９
６
６
６　

igafsc@
ict.ne.jp

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
の
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
人

（
依
頼
会
員
）
と
、
子
育
て
の
手
伝
い
が

で
き
る
人
（
提
供
会
員
）
で
構
成
す
る
会

員
組
織
で
す
。
地
域
の
中
で
助
け
合
い
な

が
ら
子
育
て
を
す
る
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。

◆
提
供
会
員
養
成
講
座

【
と　
き
】

○
２
日
間
コ
ー
ス

　
活
動
内
容
：
送
迎
・
預
か
り
援
助

　
６
月
28
日
㈪
・
７
月
10
日
㈯

○
４
日
間
コ
ー
ス

　
活
動
内
容
：
送
迎
・
預
か
り
援
助

　
　
　
　
　
　
緊
急
援
助
・
病
児
援
助

　
６
月
28
日
㈪
・
７
月
４
日
㈰

　
７
月
５
日
㈪
・
７
月
10
日
㈯

【
内　
容
】

○
６
月
28
日
㈪

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
「
子
育
て
の
制
度
と
現
状
」

　
「
障
が
い
の
あ
る
子
の
預
か
り
に
つ
い
て
」

　
「
子
ど
も
の
世
話
」

　
「
子
ど
も
の
事
故
と
安
全
」

○
７
月
４
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
「
心
の
発
達
と
保
育
者
の
か
か
わ
り
」

　
「
子
ど
も
の
遊
び
」

○
７
月
５
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
「
保
育
の
心
」「
子
ど
も
の
栄
養
と
食
生
活
」

○
７
月
10
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
「
小
児
看
護
の
基
礎
知
識
」

　
「
身
体
の
発
育
と
病
気
」

　
「
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
」

【
と
こ
ろ
】

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
４
階
・
５
階

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以
上
の
人

【
料　
金
】　
２
，０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
両
コ
ー
ス
同
じ
テ
キ
ス
ト
で
す
。

【
定　
員
】　
20
人
程
度

【
申
込
方
法
】　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号・コ
ー
ス
名
を
、
電
話・
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
ま
で
。

【
申
込
期
限
】　
６
月
18
日
㈮

※
提
供
会
員
と
し
て
登
録
で
き
る
の
は
、

講
座
を
受
講
し
認
定
さ
れ
た
人
の
み

で
す
。

※
託
児
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
し
込
み

時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
保
育
士
・
看
護
師 

・
栄
養
士
な
ど
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、
講
習
の

一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

トピックス

提
供
会
員
養
成
講
座

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８　

shuuzei@
city.iga.lg.jp

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎
22
・
９
６
７
７　
℻  
22
・
９
６
４
６　

kodom
o@
city.iga.lg.jp

◆
児
童
扶
養
手
当

【
対
象
者
】

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
り
、
18
歳

の
誕
生
日
か
ら
最
初
の
３
月
31
日
を
む
か

え
て
い
な
い
子
を
扶
養
し
て
い
る
父
か

母
、
ま
た
は
そ
の
子
を
養
育
し
て
い
る
人

○
父
母
が
離
婚
し
た
子

○
父
か
母
が
死
亡
し
た
子

○
父
か
母
が
重
度
の
障
が
い
（
国
民
年
金

の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
に
あ
る
子

○
父
か
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子

○
父
か
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
子

○
父
か
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保
護
命

令
を
受
け
た
子

○
父
か
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
子

○
母
が
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
子

○
父
母
と
も
不
明
で
あ
る
子

※
子
の
身
体
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上

の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、
手
続
き
に

よ
り
20
歳
未
満
ま
で
受
給
で
き
ま
す
。

※
令
和
３
年
３
月
分
か
ら
児
童
扶
養
手
当

の
額
が
障
害
年
金
の
子
の
加
算
部
分
の

額
を
上
回
る
場
合
、
そ
の
差
額
を
児
童

扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

【
対
象
者
】

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未

満
の
子
を
養
育
し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は

父
母
に
か
わ
っ
て
子
を
養
育
し
て
い
る
人

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
〉

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね

１・
２
級
程
度（
内
部
的
疾
患
を
含
む
。）

に
該
当
す
る
と
き

○
療
育
手
帳
の
判
定
が
最
重
度
、
重
度
程

度
の
知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
で
あ

る
と
き

〈
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級
〉

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね

３
級
程
度
（
内
部
的
疾
患
を
含
む
。）

に
該
当
す
る
と
き

○
療
育
手
帳
の
判
定
が
中
度
程
度
の
知
的

障
が
い
・
精
神
障
が
い
で
あ
る
と
き

※
手
当
を
受
け
る
人
、
ま
た
は
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
限
度
額
を
超
え
る

と
手
当
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

と
も
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

○
介
護
高
齢
福
祉
課　
☎
22
・
９
６
３
４　
℻  
26
・
３
９
５
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

kaigo@
city.iga.lg.jp

○
障
が
い
福
祉
課　
☎
22
・
９
６
５
７　
℻  
22
・
９
６
６
２

○
各
支
所
住
民
福
祉
課

在
宅
者
向
け
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

い
が
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
26
・
１
５
２
１　
℻  
24
・
７
５
１
１　

houkatsu-shien@
city.iga.lg.jp

　
認
知
症
の
人
や
ご
家
族
、
認
知
症
に
関

心
の
あ
る
人
、
地
域
の
人
な
ど
、
ど
な
た

で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
カ
フ
ェ
で

す
。「
認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
」「
相

談
し
た
い
」「
仲
間
を
作
り
た
い
」
と
い

う
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
一
緒
に

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

【
と　
き
】

　
５
月
11
日
㈫　
午
前
10
時
〜
正
午

※
午
前
10
時
30
分
か
ら
約
20
分
間
、
健
康

体
操
や
脳
ト
レ
な
ど
の
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
４
階
健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
い
が
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

○
認
知
症
に
つ
い
て
学
べ
る

　
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
、
正
し

い
知
識
を
学
べ
ま
す
。

○
認
知
症
の
相
談
が
気
軽
に
で
き
る

　
保
健
師
や
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
の
会
員
が
い
る
の
で
、
不
安
や
悩

み
を
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

誰
も
が
楽
し
み
、
交
流
で
き
る

　
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
寝
具
の
洗
濯

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
で
、
令
和
２
年
度
所
得
税
の

非
課
税
世
帯
の
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

○
寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

○
心
身
の
障
が
い
や
傷
病
な
ど
に
よ
り
寝

た
き
り
に
な
っ
て
い
る
65
歳
以
上
の
み

の
人
で
構
成
さ
れ
た
世
帯
、
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
世
帯
の
人

○
重
度
の
身
体
障
が
い
の
た
め
寝
た
き
り

の
人
で
家
族
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
人

【
利
用
限
度
】　
掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布

（
各
１
枚
）
の
洗
濯
、
乾
燥
、
消
毒
で
１

年
に
２
回
以
内

※
９
月
と
３
月
に
実
施
予
定

※
申
込
方
法
な
ど
は

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
外
出
の
援
助
（
散
歩
の
付
き
添
い
）、
食

材
の
購
入
、
生
活
経
路
の
草
刈
り
な
ど
軽

易
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
軽
度
な
援
助
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

○
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

○
65
歳
以
上
の
み
の
人
で
構
成
さ
れ
た
世

帯
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
人

【
利
用
限
度
】

　
月
４
回
ま
で

※
生
活
経
路
の
草
刈
り
は
年
２
回
ま
で
。

【
料　
金
】

　
１
時
間
３
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

【
申
込
方
法
】　
来
庁

高
齢
者
等

寝
具
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
事
業

軽
度
生
活
援
助
事
業
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新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

生
涯
学
習
講
座
案
内

◆
は
じ
め
て
の
リ
モ
ー
ト
講
座

　
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し
て
連
絡

や
会
議
が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ

す
初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

【
と　
き
】

　
５
月
29
日
㈯　
午
前
10
時
〜
正
午

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

【
講　
師
】

　
伊
賀
上
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱

　
池
沢　
文
則
さ
ん

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

【
定　
員
】

　
30
人

【
申
込
期
間
】

　
５
月
６
日
㈭
〜
13
日
㈭

◆
第
１
回
読
み
聞
か
せ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

　

さ
ま
ざ
ま
な
絵
本
を
通
し

て
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
む
絵
本
の
世

界
を
考
え
ま
す
。

【
と　
き
】

　
６
月
12
日
㈯　
午
後
２
時
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

※
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
あ
り

【
内　
容
】

○
演
題
：
絵
本
の
世
界
の
楽
し
み
方
―
紙

芝
居
と
の
比
較
を
通
し
て
―

○
講
師
：
ユ
マ
ニ
テ
ク
短
期
大
学　
幼
児

保
育
学
科
教
授　
川
勝　
泰
介
さ
ん

【
対
象
者
】

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

心
の
あ
る
人

【
定　
員
】

　
先
着
60
人

【
申
込
期
限
】

　
５
月
28
日
㈮　
午
後
５
時

◆
第
１
回
歴
史
・
文
学
講
座

【
と　
き
】　
６
月
24
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
（
開
場
：
午
後
１
時
）

【
と
こ
ろ
】

　
阿
山
公
民
館　
会
議
・
工
作
室

【
内　
容
】

○
演
題
：

　
伊
賀
焼
の
始
ま
り
と
窯
跡
に
つ
い
て

○
講
師
：

　
郷
土
資
料
研
究
家　
藤
井　
尚
登
さ
ん

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

【
定　
員
】

　
25
人

【
申
込
期
間
】

　
５
月
10
日
㈪
〜
28
日
㈮

【
申
込
方
法
】　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
左
記
ま
で
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２

※
土
・
日
曜
日
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
 22
・
９
８
０
１
）

◆
か
ら
だ
の
ほ
ぐ
し
体
操

　
か
ら
だ
の
歪
み
の
改
善
ス
ト
レ
ッ
チ
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

【
と　
き
】

○
６
月
４
日
㈮
・
７
月
２
日
㈮

※
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜

○
９
月
２
日
㈭
・
10
月
７
日
㈭

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

【
と
こ
ろ
】　
大
山
田
公
民
館

【
講　
師
】　
三
重
県
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
連
盟

理
事　
陶
山　
美
佐
さ
ん

【
対
象
者
】　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

【
定　
員
】　
20
人

◆
園
芸
教
室

【
と　
き
】　
６
月
11
日
㈮
・
12
月
10
日
㈮

　
令
和
４
年
３
月
11
日
㈮

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】

　
伊
賀
の
里
育
ち
（
川
東
１
５
０
１
）

【
講　
師
】　
奥　
隆
善
さ
ん

【
料　
金
】　
６
月・３
月
は
１
，３
０
０
円
、

12
月
は
１
，５
０
０
円

【
対
象
者
】　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

【
定　
員
】　
40
人
程
度

【
申
込
方
法
】　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
左
記
ま
で
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

【
申
込
期
間
】　
５
月
６
日
㈭
〜
28
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
大
山
田
公
民
館

　
☎
46
・
０
１
３
０　
℻  
46
・
０
１
３
１

◆
伊
賀
焼 

陶
芸
体
験
講
座

【
と　
き
】　
６
月
２
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

　
青
山
公
民
館　
ロ
ビ
ー

【
内　
容
】

　
伊
賀
焼
の
茶
わ
ん
・
湯
飲
み
づ
く
り

○
講
師
：
伊
賀
焼
伝
統
工
芸
師

　
古
川 

一
司
さ
ん

【
対
象
者
】　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

【
参
加
費
】　
２
，２
０
０
円

【
定　
員
】　
先
着
15
人

【
申
込
方
法
】　
住
所･

氏
名･

電
話
番

号
を
左
記
ま
で
。

【
申
込
期
間
】　
５
月
７
日
㈮
〜
25
日
㈫

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
青
山
公
民
館

　
☎
52
・
１
１
１
０　
℻  
52
・
１
２
１
１

トピックス

生
涯
学
習
課

大
山
田
公
民
館

青
山
公
民
館

トピックス

伊
賀
市
移
住
促
進
空
き
家
取
得
費
補
助
金

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
☎
22
・
９
６
８
０　
℻  
22
・
９
６
９
４　

chiikidukuri@
city.iga.lg.jp

　
移
住
の
促
進
と
空
き
家
の
積
極
利
用

を
図
る
た
め
、
市
外
か
ら
転
入
し
定
住

し
よ
う
と
す
る
人
が
、
市
内
の
空
き
家

を
取
得
し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

【
対
象
者
】

○
空
き
家
を
取
得
し
た
市
外
か
ら
の
転
入

者
で
、
転
入
日
か
ら
過
去
３
年
以
内
に

伊
賀
市
に
住
民
登
録
が
な
い
人
（
転
入

日
が
、
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
で
あ

る
こ
と
。）

○
取
得
し
た
空
き
家
に
５
年
以
上
定
住
す

る
こ
と
を
誓
約
す
る
人

○
住
宅
の
所
有
権
が
２
分
の
１
以
上
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
人

※
こ
の
他
に
も
補
助
を
受
け
る
た
め
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額
】

○
空
き
家
購
入
代
金
（
建
物
部
分
）
の
２

分
の
１
以
内

※
上
限
30
万
円
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

○
18
歳
未
満
の
２
親
等
以
内
の
親
族
と
同

居
す
る
場
合
と
、
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
＊
を
利
用
す
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
５
万
円
加
算
。

【
申
請
方
法
】

　
空
き
家
を
取
得
後
、
１
年
以
内
に
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
。
申
請
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
申
請
の
た
め
の
要
件
確
認
や
必
要
書
類

な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず

申
請
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

　
６
月
７
日
㈪
〜
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

※
市
の
そ
の
他
の
補
助
金
と
併
せ
て
申
請

で
き
ま
す
。

＊
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
空
き
家

対
策
室
（
☎
 22
・
９
６
７
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

風
し
ん
の
抗
体
検
査
は
お
済
み
で
す
か

【
問
い
合
わ
せ
】　
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
５
３　
℻  
22
・
９
６
６
６

　
　
　
　
　
　
　

kenkousuishin@
city.iga.lg.jplg.jp

　
こ
れ
ま
で
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

る
機
会
が
な
か
っ
た
男
性
を
対
象
に
、
風

し
ん
の
抗
体
検
査
・
定
期
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
男
性

【
と
こ
ろ
】

○
全
国
の
医
療
機
関

○
特
定
健
診
、
事
業
所
健
診
の
健
診
機
関

【
有
効
期
限
】

　
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪

※
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
の
受
け
方
な
ど

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ク
ー
ポ

ン
券
に
同
封
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
ク
ー
ポ
ン
券

　
対
象
者
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
を
平
成
31
年

度
、
令
和
２
年
度
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
有
効
期
限
は
令
和
２
年
３
月
末
ま
た
は

は
令
和
３
年
３
月
末
で
す
が
、
４
月
以
降

も
使
用
で
き
ま
す
。
紛
失
し
た
場
合
は
再

発
行
で
き
ま
す
。

※
住
所
を
変
更
し
た
場
合
、
住
民
票
の
あ

る
市
区
町
村
か
ら
ク
ー
ポ
ン
券
の
再
発

行
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
の
再
発
行
は
こ
ち
ら
▼

　
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を
予
防
す
る

た
め
、
妊
娠
希
望
者
な
ど
へ
の
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

（
上
限
５
，０
０
０
円
）を
し
て
い
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
、
助
成
券
が
必
要

で
す
の
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
期　
限
】

　
令
和
４
年
３
月
31
日
㈭

【
対
象
者
】

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
。

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
夫

○
妊
婦
の
夫

○
妊
婦
と
同
居
す
る
家
族

※
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
「
成
人
男

性
の
風
し
ん

抗
体
検
査
・

予
防
接
種
」

が
優
先
さ
れ

ま
す
。

妊
娠
希
望
者
な
ど
へ
の
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
の
助
成

トピックス
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新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

生
涯
学
習
講
座
案
内

◆
は
じ
め
て
の
リ
モ
ー
ト
講
座

　
リ
モ
ー
ト
を
活
用
し
て
連
絡

や
会
議
が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ

す
初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

【
と　
き
】

　
５
月
29
日
㈯　
午
前
10
時
〜
正
午

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

【
講　
師
】

　
伊
賀
上
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱

　
池
沢　
文
則
さ
ん

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

【
定　
員
】

　
30
人

【
申
込
期
間
】

　
５
月
６
日
㈭
〜
13
日
㈭

◆
第
１
回
読
み
聞
か
せ

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

　

さ
ま
ざ
ま
な
絵
本
を
通
し

て
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
む
絵
本
の
世

界
を
考
え
ま
す
。

【
と　
き
】

　
６
月
12
日
㈯　
午
後
２
時
〜
４
時

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀

　
５
階
多
目
的
大
研
修
室

※
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
あ
り

【
内　
容
】

○
演
題
：
絵
本
の
世
界
の
楽
し
み
方
―
紙

芝
居
と
の
比
較
を
通
し
て
―

○
講
師
：
ユ
マ
ニ
テ
ク
短
期
大
学　
幼
児

保
育
学
科
教
授　
川
勝　
泰
介
さ
ん

【
対
象
者
】

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

心
の
あ
る
人

【
定　
員
】

　
先
着
60
人

【
申
込
期
限
】

　
５
月
28
日
㈮　
午
後
５
時

◆
第
１
回
歴
史
・
文
学
講
座

【
と　
き
】　
６
月
24
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
（
開
場
：
午
後
１
時
）

【
と
こ
ろ
】

　
阿
山
公
民
館　
会
議
・
工
作
室

【
内　
容
】

○
演
題
：

　
伊
賀
焼
の
始
ま
り
と
窯
跡
に
つ
い
て

○
講
師
：

　
郷
土
資
料
研
究
家　
藤
井　
尚
登
さ
ん

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

【
定　
員
】

　
25
人

【
申
込
期
間
】

　
５
月
10
日
㈪
〜
28
日
㈮

【
申
込
方
法
】　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
左
記
ま
で
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
生
涯
学
習
課

　
☎
22
・
９
６
７
９　
℻  
22
・
９
６
９
２

※
土
・
日
曜
日
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
 22
・
９
８
０
１
）

◆
か
ら
だ
の
ほ
ぐ
し
体
操

　
か
ら
だ
の
歪
み
の
改
善
ス
ト
レ
ッ
チ
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

【
と　
き
】

○
６
月
４
日
㈮
・
７
月
２
日
㈮

※
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜

○
９
月
２
日
㈭
・
10
月
７
日
㈭

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

【
と
こ
ろ
】　
大
山
田
公
民
館

【
講　
師
】　
三
重
県
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
連
盟

理
事　
陶
山　
美
佐
さ
ん

【
対
象
者
】　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

【
定　
員
】　
20
人

◆
園
芸
教
室

【
と　
き
】　
６
月
11
日
㈮
・
12
月
10
日
㈮

　
令
和
４
年
３
月
11
日
㈮

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】

　
伊
賀
の
里
育
ち
（
川
東
１
５
０
１
）

【
講　
師
】　
奥　
隆
善
さ
ん

【
料　
金
】　
６
月・３
月
は
１
，３
０
０
円
、

12
月
は
１
，５
０
０
円

【
対
象
者
】　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

【
定　
員
】　
40
人
程
度

【
申
込
方
法
】　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
左
記
ま
で
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

【
申
込
期
間
】　
５
月
６
日
㈭
〜
28
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
大
山
田
公
民
館

　
☎
46
・
０
１
３
０　
℻  
46
・
０
１
３
１

◆
伊
賀
焼 

陶
芸
体
験
講
座

【
と　
き
】　
６
月
２
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】

　
青
山
公
民
館　
ロ
ビ
ー

【
内　
容
】

　
伊
賀
焼
の
茶
わ
ん
・
湯
飲
み
づ
く
り

○
講
師
：
伊
賀
焼
伝
統
工
芸
師

　
古
川 

一
司
さ
ん

【
対
象
者
】　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

【
参
加
費
】　
２
，２
０
０
円

【
定　
員
】　
先
着
15
人

【
申
込
方
法
】　
住
所･

氏
名･

電
話
番

号
を
左
記
ま
で
。

【
申
込
期
間
】　
５
月
７
日
㈮
〜
25
日
㈫

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
青
山
公
民
館

　
☎
52
・
１
１
１
０　
℻  
52
・
１
２
１
１
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涯
学
習
課

大
山
田
公
民
館

青
山
公
民
館

トピックス

伊
賀
市
移
住
促
進
空
き
家
取
得
費
補
助
金

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
地
域
づ
く
り
推
進
課

　
☎
22
・
９
６
８
０　
℻  
22
・
９
６
９
４　

chiikidukuri@
city.iga.lg.jp

　
移
住
の
促
進
と
空
き
家
の
積
極
利
用

を
図
る
た
め
、
市
外
か
ら
転
入
し
定
住

し
よ
う
と
す
る
人
が
、
市
内
の
空
き
家

を
取
得
し
た
際
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

【
対
象
者
】

○
空
き
家
を
取
得
し
た
市
外
か
ら
の
転
入

者
で
、
転
入
日
か
ら
過
去
３
年
以
内
に

伊
賀
市
に
住
民
登
録
が
な
い
人
（
転
入

日
が
、
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
で
あ

る
こ
と
。）

○
取
得
し
た
空
き
家
に
５
年
以
上
定
住
す

る
こ
と
を
誓
約
す
る
人

○
住
宅
の
所
有
権
が
２
分
の
１
以
上
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
人

※
こ
の
他
に
も
補
助
を
受
け
る
た
め
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額
】

○
空
き
家
購
入
代
金
（
建
物
部
分
）
の
２

分
の
１
以
内

※
上
限
30
万
円
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

○
18
歳
未
満
の
２
親
等
以
内
の
親
族
と
同

居
す
る
場
合
と
、
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
＊
を
利
用
す
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
５
万
円
加
算
。

【
申
請
方
法
】

　
空
き
家
を
取
得
後
、
１
年
以
内
に
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
。
申
請
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
申
請
の
た
め
の
要
件
確
認
や
必
要
書
類

な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず

申
請
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
間
】

　
６
月
７
日
㈪
〜
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

※
市
の
そ
の
他
の
補
助
金
と
併
せ
て
申
請

で
き
ま
す
。

＊
伊
賀
流
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
空
き
家

対
策
室
（
☎
 22
・
９
６
７
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

風
し
ん
の
抗
体
検
査
は
お
済
み
で
す
か

【
問
い
合
わ
せ
】　
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
５
３　
℻  
22
・
９
６
６
６

　
　
　
　
　
　
　

kenkousuishin@
city.iga.lg.jplg.jp

　
こ
れ
ま
で
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

る
機
会
が
な
か
っ
た
男
性
を
対
象
に
、
風

し
ん
の
抗
体
検
査
・
定
期
予
防
接
種
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
男
性

【
と
こ
ろ
】

○
全
国
の
医
療
機
関

○
特
定
健
診
、
事
業
所
健
診
の
健
診
機
関

【
有
効
期
限
】

　
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪

※
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
の
受
け
方
な
ど

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ク
ー
ポ

ン
券
に
同
封
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
ク
ー
ポ
ン
券

　
対
象
者
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
を
平
成
31
年

度
、
令
和
２
年
度
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
有
効
期
限
は
令
和
２
年
３
月
末
ま
た
は

は
令
和
３
年
３
月
末
で
す
が
、
４
月
以
降

も
使
用
で
き
ま
す
。
紛
失
し
た
場
合
は
再

発
行
で
き
ま
す
。

※
住
所
を
変
更
し
た
場
合
、
住
民
票
の
あ

る
市
区
町
村
か
ら
ク
ー
ポ
ン
券
の
再
発

行
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
の
再
発
行
は
こ
ち
ら
▼

　
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を
予
防
す
る

た
め
、
妊
娠
希
望
者
な
ど
へ
の
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

（
上
限
５
，０
０
０
円
）を
し
て
い
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
、
助
成
券
が
必
要

で
す
の
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
期　
限
】

　
令
和
４
年
３
月
31
日
㈭

【
対
象
者
】

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
。

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
夫

○
妊
婦
の
夫

○
妊
婦
と
同
居
す
る
家
族

※
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
は
「
成
人
男

性
の
風
し
ん

抗
体
検
査
・

予
防
接
種
」

が
優
先
さ
れ

ま
す
。

妊
娠
希
望
者
な
ど
へ
の
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
の
助
成

トピックス
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令
和
３
年
度
（
第
75
回
）

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
を
募
集
し
ま
す

　
芭
蕉
翁
の
遺
徳
を
偲
び
、
献
詠
俳
句
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
作
品
】

①
一
般
の
部
…
…
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

②
テ
ー
マ
の
部
…「
空
」

【
選　
者
】　
※
敬
称
略
、
50
音
順

①
稲
畑　
汀
子　
　
　
井
上　
弘
美　

 

茨
木　
和
生　
　
　
宇
多
喜
代
子

小
川　
軽
舟　
　
　
小
澤　
實

櫂　
未
知
子　
　
　
黒
田　
杏
子

坂
口　
緑
志　
　
　
塩
田
薮
柑
子

西
村　
和
子　
　
　
長
谷
川　
櫂

星
野　
椿　
　
　
　
正
木
ゆ
う
子   

三
村　
純
也　
　
　
宮
坂　
静
生

宮
田　
正
和

②
片
山
由
美
子

【
応
募
方
法
】

　
は
が
き
の
表
面
に
記
入
例
を
参
考
に
記

入
し
、
裏
面
に
希
望
選
者
名
（
テ
ー
マ
の

部
は
「
テ
ー
マ
の
部
」
と
明
記
）・
作
品
２

句
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
各
部
門
そ
れ
ぞ
れ
１
人
10
句
ま
で
投
句

で
き
ま
す
。

※
同
じ
句
を
複
数
の
選
者
に
投
句
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

《
は
が
き
の
記
入
例
》

【
応
募
期
限
】

　
７
月
31
日
㈯
必
着

【
応
募
先
】

　
〒
５
１
８・
０
８
７
３

　
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７-
13

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
」
係

【
募
集
作
品
】

　
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
選　
者
】　
※
敬
称
略

　
河
原
地
英
武

【
応
募
方
法
】

　
郵
便
番
号
・
住
所
（
日
本
以
外
の
場
合

は
国
名
か
ら
）・氏
名・電
話
番
号・
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
上
、郵
送
、Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
持
参
。

※
は
が
き
の
場
合
は
、
１
枚
に
２
句
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
人
10
句
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
７
月
31
日
㈯
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
英
語
俳
句
の
部
」
係

　

eigo@
basho-bp.jp

【
募
集
作
品
】

　
作
品
形
式
は
「
半
歌
仙
」
で
芭
蕉
の
句

を
発
句
と
し
た
脇
起
。

※
独
吟
は
不
可
で
す
。

【
選　
者
】　
※
敬
称
略
、
50
音
順

　
小
池　
正
博　
　
西
田　
青
沙

　
宮
川　
尚
子　
　
村
松　
定
史

【
応
募
方
法
】

　

所
定
の
応
募
用
紙
（
芭
蕉
翁
顕
彰
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。）
を
使
用
し
、
捌さ
ば

き
の
氏
名
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
１
連
衆
３
巻
以
内
と
し
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
７
月
31
日
㈯
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
連
句
」
係

広報いが市 2018年（平成 30年） ５月１日号

表面
〒518-0873

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７-

13

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
係

郵
便
番
号
・
住
所

氏
名（
ふ
り
が
な
）

俳
号（
お
持
ち
の
人
）

電
話
番
号

選
者
名
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

一
句
目
　
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

二
句
目
　
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

裏面

トピックス

芭
蕉
翁
献
詠
連
句

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
英
語
俳
句
の
部

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句

【
募
集
作
品
】

　
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
選　
者
】

　
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
児
童
・
生
徒
の
部
選
者

【
応
募
方
法
】

　

は
が
き
の
表
面
に
氏
名
（
漢
字
表
記
・

ふ
り
が
な
）、
学
校
・
保
育
園
な
ど
の
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
（
園
）

名
、
学
年
、
裏
面
に
作
品
２
句
を
記
入
の

上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
個
人
で
応
募
す
る
場
合
は
、
応
募
者
の

住
所
、電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
作
品
２
句
を
記
入
、
１

人
４
句
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　

９
月
２
日
㈭
必
着
（
市
内
小
中
学
校
・

保
育
園
な
ど
は
８
月
31
日
㈫
必
着
）

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
児
童
・
生
徒
の
部
」
係

【
募
集
作
品
】

○
テ
ー
マ
：

　
「
芭
蕉
さ
ん
に
宛
て
た
絵
手
紙
」

○
15
㎝
×
10
㎝
（
郵
便
は
が
き
サ
イ
ズ
）
の

用
紙
を
使
用
し
、
画
材・彩
色
は
自
由
。

【
選　
者
】

　
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
選
者

【
応
募
方
法
】

　
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

（
学
生
は
学
校
名
・
学
年
）
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
１
人
５
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
９
月
２
日
㈭
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
」
係

◆
入
賞
・
発
表

○
特
選
者
に
は
賞
状
・
副
賞
、
入
選
者
に

は
賞
状
を
送
付
し
ま
す
。

○
特
選
者
は
、
10
月
12
日
㈫
に
行
う
芭
蕉

祭
式
典
で
表
彰
し
ま
す
。

○
特
入
選
者
の
作
品
集
を
作
成
し
、
販
売

し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

○
応
募
作
品
は
未
発
表
の
自
作
に
限
り
、

類
句
類
想
句
、
二
重
投
句
は
取
り
消
し

と
し
ま
す
。

○
選
者
の
都
合
に
よ
り
選
句
が
で
き
な
い

場
合
は
選
句
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
発
表
や
出
版
に
関
す
る
著

作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
訂
正
、
返
却
、
問
合
せ
に

は
応
じ
ま
せ
ん
。

○
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
適
正
に
管
理

し
ま
す
。特
入
選
者
の
氏
名
と
住
所（
都

道
府
県
・
市
区
町
村
名
ま
で
）
は
、
作

品
集
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
報

道
機
関
に
公
表
し
ま
す
。

○
難
読
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
○（
公
財
）
芭
蕉
翁
顕
彰
会

　
　
☎
21
・
４
０
８
１　
℻  
51
・
６
７
９
６　

info@
basho-bp.jp

　
○
文
化
交
流
課

　
　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９　

bunka@
city.iga.lg.jp

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
児
童
・
生
徒
の
部

芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
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令
和
３
年
度
（
第
75
回
）

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
を
募
集
し
ま
す

　
芭
蕉
翁
の
遺
徳
を
偲
び
、
献
詠
俳
句
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
作
品
】

①
一
般
の
部
…
…
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

②
テ
ー
マ
の
部
…「
空
」

【
選　
者
】　
※
敬
称
略
、
50
音
順

①
稲
畑　
汀
子　
　
　
井
上　
弘
美　

 

茨
木　
和
生　
　
　
宇
多
喜
代
子

小
川　
軽
舟　
　
　
小
澤　
實

櫂　
未
知
子　
　
　
黒
田　
杏
子

坂
口　
緑
志　
　
　
塩
田
薮
柑
子

西
村　
和
子　
　
　
長
谷
川　
櫂

星
野　
椿　
　
　
　
正
木
ゆ
う
子   

三
村　
純
也　
　
　
宮
坂　
静
生

宮
田　
正
和

②
片
山
由
美
子

【
応
募
方
法
】

　
は
が
き
の
表
面
に
記
入
例
を
参
考
に
記

入
し
、
裏
面
に
希
望
選
者
名
（
テ
ー
マ
の

部
は
「
テ
ー
マ
の
部
」
と
明
記
）・
作
品
２

句
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
各
部
門
そ
れ
ぞ
れ
１
人
10
句
ま
で
投
句

で
き
ま
す
。

※
同
じ
句
を
複
数
の
選
者
に
投
句
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

《
は
が
き
の
記
入
例
》

【
応
募
期
限
】

　
７
月
31
日
㈯
必
着

【
応
募
先
】

　
〒
５
１
８・
０
８
７
３

　
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７-

13

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
」
係

【
募
集
作
品
】

　
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
選　
者
】　
※
敬
称
略

　
河
原
地
英
武

【
応
募
方
法
】

　
郵
便
番
号
・
住
所
（
日
本
以
外
の
場
合

は
国
名
か
ら
）・氏
名・電
話
番
号・
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
の
上
、郵
送
、Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
持
参
。

※
は
が
き
の
場
合
は
、
１
枚
に
２
句
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
人
10
句
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
７
月
31
日
㈯
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
英
語
俳
句
の
部
」
係

　

eigo@
basho-bp.jp

【
募
集
作
品
】

　
作
品
形
式
は
「
半
歌
仙
」
で
芭
蕉
の
句

を
発
句
と
し
た
脇
起
。

※
独
吟
は
不
可
で
す
。

【
選　
者
】　
※
敬
称
略
、
50
音
順

　
小
池　
正
博　
　
西
田　
青
沙

　
宮
川　
尚
子　
　
村
松　
定
史

【
応
募
方
法
】

　

所
定
の
応
募
用
紙
（
芭
蕉
翁
顕
彰
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。）
を
使
用
し
、
捌さ
ば

き
の
氏
名
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
１
連
衆
３
巻
以
内
と
し
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
７
月
31
日
㈯
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
連
句
」
係
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芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
係

郵
便
番
号
・
住
所

氏
名（
ふ
り
が
な
）

俳
号（
お
持
ち
の
人
）

電
話
番
号

選
者
名
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

一
句
目
　
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

二
句
目
　
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

裏面

トピックス

芭
蕉
翁
献
詠
連
句

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
英
語
俳
句
の
部

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句

【
募
集
作
品
】

　
季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
選　
者
】

　
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
児
童
・
生
徒
の
部
選
者

【
応
募
方
法
】

　

は
が
き
の
表
面
に
氏
名
（
漢
字
表
記
・

ふ
り
が
な
）、
学
校
・
保
育
園
な
ど
の
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
（
園
）

名
、
学
年
、
裏
面
に
作
品
２
句
を
記
入
の

上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
個
人
で
応
募
す
る
場
合
は
、
応
募
者
の

住
所
、電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
作
品
２
句
を
記
入
、
１

人
４
句
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　

９
月
２
日
㈭
必
着
（
市
内
小
中
学
校
・

保
育
園
な
ど
は
８
月
31
日
㈫
必
着
）

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
児
童
・
生
徒
の
部
」
係

【
募
集
作
品
】

○
テ
ー
マ
：

　
「
芭
蕉
さ
ん
に
宛
て
た
絵
手
紙
」

○
15
㎝
×
10
㎝
（
郵
便
は
が
き
サ
イ
ズ
）
の

用
紙
を
使
用
し
、
画
材・彩
色
は
自
由
。

【
選　
者
】

　
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
選
者

【
応
募
方
法
】

　
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

（
学
生
は
学
校
名
・
学
年
）
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
１
人
５
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
限
】

　
９
月
２
日
㈭
必
着

【
応
募
先
】

※
住
所
は
「
献
詠
俳
句
」
と
同
じ

　
「
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
」
係

◆
入
賞
・
発
表

○
特
選
者
に
は
賞
状
・
副
賞
、
入
選
者
に

は
賞
状
を
送
付
し
ま
す
。

○
特
選
者
は
、
10
月
12
日
㈫
に
行
う
芭
蕉

祭
式
典
で
表
彰
し
ま
す
。

○
特
入
選
者
の
作
品
集
を
作
成
し
、
販
売

し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

○
応
募
作
品
は
未
発
表
の
自
作
に
限
り
、

類
句
類
想
句
、
二
重
投
句
は
取
り
消
し

と
し
ま
す
。

○
選
者
の
都
合
に
よ
り
選
句
が
で
き
な
い

場
合
は
選
句
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
発
表
や
出
版
に
関
す
る
著

作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
訂
正
、
返
却
、
問
合
せ
に

は
応
じ
ま
せ
ん
。

○
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
適
正
に
管
理

し
ま
す
。特
入
選
者
の
氏
名
と
住
所（
都

道
府
県
・
市
区
町
村
名
ま
で
）
は
、
作

品
集
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
報

道
機
関
に
公
表
し
ま
す
。

○
難
読
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
○（
公
財
）
芭
蕉
翁
顕
彰
会

　
　
☎
21
・
４
０
８
１　
℻  
51
・
６
７
９
６　

info@
basho-bp.jp

　
○
文
化
交
流
課

　
　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９　

bunka@
city.iga.lg.jp

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句　
児
童
・
生
徒
の
部

芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
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試
験
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

《
前
期
日
程
》

　
◆
職　
　
　
種　
事
務
職
（
上
級･

職
務
経
験
者
）、
建
築
士
、
保
健
師
、

　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
士

　
◆
受
付
期
間　
５
月
１
日
㈯
〜
31
日
㈪

　
◆
第
１
次
試
験　
６
月
12
日
㈯
〜
25
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
※
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式
…
全
国
47
都
道
府
県
の
会
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
受
験
で
き
ま
す
。

《
後
期
日
程
》

　

◆
職　
　
　
種　
事
務
職
（
初
級
）、
技
術
職
﹇
土
木
﹈（
上
級
・
初
級
・

　
　
　
　
　
　
　
　

職
務
経
験
者
）、
技
術
職
﹇
上
下
水
道
事
業
﹈（
上
級･

　
　
　
　
　
　
　
　
初
級
）、
社
会
福
祉
士(

上
級･

初
級)

、

　
　
　
　
　
　
　
　
主
任
介
護
支
援
専
門
員
、
消
防
職
（
上
級･

初
級
）、　

　
　
　
　
　
　
　
　
救
急
救
命
士

　
◆
受
付
期
間　
７
月
19
日
㈪
〜
８
月
20
日
㈮

　
◆
第
１
次
試
験　
９
月
19
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
※
受
験
場
所
は
本
庁
舎
で
す
。

伊
賀
市
職
員
募
集

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
人
事
課

　
☎
22
・
９
６
０
５　
℻  
22
・
９
７
４
２

　

saiyou@
city.iga.lg.jp

　
令
和
４
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

５
月
１
日
㈯
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
要
項
を
掲
載
し
ま
す
。

５
月
６
日
㈭
か
ら
は
、
人
事
課
・
各
支
所
振
興
課
・
消
防
総
務
課
で
も

募
集
要
項
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
広
聴
広
報
課

　
☎
22
・
９
６
３
６　
℻  
22
・
９
６
１
７　

koho@
city.iga.lg.jp

　
伊
賀
市
情
報
公
開
条
例
・
伊
賀
市
個
人

情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
２

年
度
の
制
度
の
運
用
状
況
を
公
表
し
ま

す
。

◆
情
報
公
開
制
度

　
市
が
保
有
す
る
情
報
（
公
文
書
）
を
市

民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
よ
り
公
開
す
る
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
は
市
民
の
知
る
権
利

を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
市
政
参

画
を
進
め
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼

を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

◆
個
人
情
報
保
護
制
度

　

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
管
理
ル
ー
ル
を
定
め
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
本
人
か
ら

の
請
求
に
よ
り
自
己
に
関
す
る
情
報
の
開

示
や
訂
正
な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

◆
審
査
請
求

　
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

で
は
、
市
の
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る

と
き
は
、
審
査
請
求
が
で
き
ま
す
。
審
査

請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
有
識
者
で
構
成

す
る
「
伊
賀
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
」
で
、
公
正
か
つ
客
観
的
に
審

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
審
査
請
求
の
状
況　
１
件

■情報公開の実施状況

※上記以外の実施機関への情報公開請求はありま
せんでした。
■個人情報開示の実施状況

※上記以外の実施機関への個人情報開示請求はあ
りませんでした。

実施機関 請求
件数

決定などの内容

公開 部分公開 非公開 不存在
存否
応答
拒否

取り
下げ

市　長 423 186 222 15
教育委員会 52 21 29 　 2 　 　
選挙管理委員会 3 3 　 　 　 　
公営企業管理者 68 59 9 　 　
消防長 7 3 4 　
計 553 272 264 17

実施機関 請求
件数

決定などの内容

開示 部分開示 非開示 不存在
存否
応答
拒否

取り
下げ

市　長 49 36 12 1
消防長 1 1 　 　
計 50 36 13 1

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８　

shuuzei@
city.iga.lg.jp

【
問
い
合
わ
せ
】

○
消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　
☎
22
・
９
６
２
６

○
市
民
生
活
課

　
☎
22
・
９
６
３
８　
℻  
22
・
９
６
４
１　

shim
in@
city.iga.lg.jp

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
マ
ス
ク
を
は
じ
め
と

す
る
生
活
用
品
の
買
い
占
め
、
買
い
だ
め

な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
実
と

は
違
う
う
わ
さ
や
風
評
が
広
が
り
、
心
理

的
に
不
安
定
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
消
費

者
に
付
け
込
む
悪
質
商
法
な
ど
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
、
一
人
ひ
と
り
が
「
新
し
い
日
常
」
に

対
応
し
た
よ
り
良
い
消
費
行
動
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
巣
ご
も
り
消
費
に
乗
じ
た

悪
質
商
法
な
ど
に
注
意

○
行
政
機
関
な
ど
の
「
な
り
す
ま
し
」

　
コ
ロ
ナ
関
連
の
給
付
金
に
必
要
だ
と
し

て
金
銭
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
「
給
付

金
詐
欺
」
や
、
金
融
機
関
や
大
手
企
業
を

名
乗
り
、
メ
ー
ル
で
登
録
情
報
の
変
更
を

促
し
て
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る

「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⬇
電
話
・
メ
ー
ル
の
相
手
を
十
分
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

○
身
に
覚
え
の
な
い
商
品
の
送
り
付
け

　
購
入
し
た
覚
え
の
な
い
マ
ス
ク
な
ど
の

商
品
が
突
然
送
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

⬇
慌
て
て
送
付
者
に
連
絡
し
た
り
せ
ず
、

使
用
せ
ず
に
保
管
し
14
日
間
経
っ
て
か

ら
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
ト
ラ
ブ
ル

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
た
商
品

が
届
か
な
い
」「
お
試
し
と
思
っ
た
ら
定

期
購
入
だ
っ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、

不
正
に
個
人
情
報
を
抜
き
取
る
悪
質
な
偽

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
が
存
在
し
ま
す
。

⬇
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
や
規
約
な
ど
を
十
分

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
、消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
１い

８や

８や

」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
消
費
」
で
築
く
新
し
い
日
常
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試
験
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

《
前
期
日
程
》

　
◆
職　
　
　
種　
事
務
職
（
上
級･

職
務
経
験
者
）、
建
築
士
、
保
健
師
、

　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
士

　
◆
受
付
期
間　
５
月
１
日
㈯
〜
31
日
㈪

　
◆
第
１
次
試
験　
６
月
12
日
㈯
〜
25
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
※
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式
…
全
国
47
都
道
府
県
の
会
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
受
験
で
き
ま
す
。

《
後
期
日
程
》

　

◆
職　
　
　
種　
事
務
職
（
初
級
）、
技
術
職
﹇
土
木
﹈（
上
級
・
初
級
・

　
　
　
　
　
　
　
　

職
務
経
験
者
）、
技
術
職
﹇
上
下
水
道
事
業
﹈（
上
級･

　
　
　
　
　
　
　
　
初
級
）、
社
会
福
祉
士(

上
級･

初
級)

、

　
　
　
　
　
　
　
　
主
任
介
護
支
援
専
門
員
、
消
防
職
（
上
級･

初
級
）、　

　
　
　
　
　
　
　
　
救
急
救
命
士

　
◆
受
付
期
間　
７
月
19
日
㈪
〜
８
月
20
日
㈮

　
◆
第
１
次
試
験　
９
月
19
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
※
受
験
場
所
は
本
庁
舎
で
す
。

伊
賀
市
職
員
募
集

【
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
人
事
課

　
☎
22
・
９
６
０
５　
℻  
22
・
９
７
４
２

　

saiyou@
city.iga.lg.jp

　
令
和
４
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

５
月
１
日
㈯
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
募
集
要
項
を
掲
載
し
ま
す
。

５
月
６
日
㈭
か
ら
は
、
人
事
課
・
各
支
所
振
興
課
・
消
防
総
務
課
で
も

募
集
要
項
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
運
用
状
況

トピックス

トピックス

【
問
い
合
わ
せ
】　
広
聴
広
報
課

　
☎
22
・
９
６
３
６　
℻  
22
・
９
６
１
７　

koho@
city.iga.lg.jp

　
伊
賀
市
情
報
公
開
条
例
・
伊
賀
市
個
人

情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
２

年
度
の
制
度
の
運
用
状
況
を
公
表
し
ま

す
。

◆
情
報
公
開
制
度

　
市
が
保
有
す
る
情
報
（
公
文
書
）
を
市

民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
よ
り
公
開
す
る
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
は
市
民
の
知
る
権
利

を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
市
政
参

画
を
進
め
、
市
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼

を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

◆
個
人
情
報
保
護
制
度

　

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
管
理
ル
ー
ル
を
定
め
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
本
人
か
ら

の
請
求
に
よ
り
自
己
に
関
す
る
情
報
の
開

示
や
訂
正
な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

◆
審
査
請
求

　
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

で
は
、
市
の
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る

と
き
は
、
審
査
請
求
が
で
き
ま
す
。
審
査

請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
有
識
者
で
構
成

す
る
「
伊
賀
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
」
で
、
公
正
か
つ
客
観
的
に
審

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
審
査
請
求
の
状
況　
１
件

■情報公開の実施状況

※上記以外の実施機関への情報公開請求はありま
せんでした。

■個人情報開示の実施状況

※上記以外の実施機関への個人情報開示請求はあ
りませんでした。

実施機関 請求件数

決定などの内容

公開 部分公開 非公開 不存在
存否
応答
拒否

取り
下げ

市　長 423 186 222 15
教育委員会 52 21 29 　 2 　 　
選挙管理委員会 3 3 　 　 　 　
公営企業管理者 68 59 9 　 　
消防長 7 3 4 　
計 553 272 264 17

実施機関 請求件数

決定などの内容

開示 部分開示 非開示 不存在
存否
応答
拒否

取り
下げ

市　長 49 36 12 1
消防長 1 1 　 　
計 50 36 13 1

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

【
問
い
合
わ
せ
】　
収
税
課

　
☎
22
・
９
６
１
５　
℻  
22
・
９
６
１
８　

shuuzei@
city.iga.lg.jp

【
問
い
合
わ
せ
】

○
消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　
☎
22
・
９
６
２
６

○
市
民
生
活
課

　
☎
22
・
９
６
３
８　
℻  
22
・
９
６
４
１　

shim
in@
city.iga.lg.jp

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
マ
ス
ク
を
は
じ
め
と

す
る
生
活
用
品
の
買
い
占
め
、
買
い
だ
め

な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
実
と

は
違
う
う
わ
さ
や
風
評
が
広
が
り
、
心
理

的
に
不
安
定
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
消
費

者
に
付
け
込
む
悪
質
商
法
な
ど
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
、
一
人
ひ
と
り
が
「
新
し
い
日
常
」
に

対
応
し
た
よ
り
良
い
消
費
行
動
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
巣
ご
も
り
消
費
に
乗
じ
た

悪
質
商
法
な
ど
に
注
意

○
行
政
機
関
な
ど
の
「
な
り
す
ま
し
」

　
コ
ロ
ナ
関
連
の
給
付
金
に
必
要
だ
と
し

て
金
銭
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
「
給
付

金
詐
欺
」
や
、
金
融
機
関
や
大
手
企
業
を

名
乗
り
、
メ
ー
ル
で
登
録
情
報
の
変
更
を

促
し
て
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る

「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⬇
電
話
・
メ
ー
ル
の
相
手
を
十
分
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

○
身
に
覚
え
の
な
い
商
品
の
送
り
付
け

　
購
入
し
た
覚
え
の
な
い
マ
ス
ク
な
ど
の

商
品
が
突
然
送
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

⬇
慌
て
て
送
付
者
に
連
絡
し
た
り
せ
ず
、

使
用
せ
ず
に
保
管
し
14
日
間
経
っ
て
か

ら
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
ト
ラ
ブ
ル

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
た
商
品

が
届
か
な
い
」「
お
試
し
と
思
っ
た
ら
定

期
購
入
だ
っ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、

不
正
に
個
人
情
報
を
抜
き
取
る
悪
質
な
偽

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
が
存
在
し
ま
す
。

⬇
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
や
規
約
な
ど
を
十
分

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
、消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
１い

８や

８や

」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
消
費
」
で
築
く
新
し
い
日
常
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「病児保育室」をご利用ください

【問い合わせ】　こども未来課
　☎ 22-9677　℻   22-7605
　 kodomo@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

◆病気の子どもをお預かりします
　病気中または病気の回復期にあり、保護者の勤務な
どの都合により家庭で保育できないときに、児童を一
時的にお預かりする「ゆめこどもクリニック伊賀　病
児保育室」を設置しています。
【対象者】　次の条件をすべて満たす児童
○市内在住・在勤または笠置町・南山城村・山添村に
居住する人の子ども

○生後６カ月以上で小学校、保育所（園）、幼稚園な
どに通う児童

【利用できる病気の範囲】
○風邪・感染性胃腸炎などの日常的にかかる病気
○インフルエンザ、水ぼうそう、おたふく風邪などの
感染症

※新型コロナウイルス感染者や濃厚接触者に指定され
た人は利用できません。

○気管支喘息などの慢性疾患
○その他医師が利用可能と判断した病気
【利用方法】
①当日、電話で空き状況を確認する。
※受付 午前８時～
②ゆめこどもクリニック伊賀で診察を受ける。
※受付 午前８時 45分～
③申請書・保護者連絡票を提出。申請書などは病児保
育室にあるほか、市ホームページからもダウンロー
ドできます。

【開室日時】
○月～水曜日、金曜日：午前９時～午後６時
○土曜日：午前９時～午後５時
※日曜日、祝日、８月 13日～ 16日、12月 29日～
１月３日、その他クリニックの休診日は利用できま
せん。

【利用料金（１日）】
○所得税課税世帯：1,000 円
○市民税課税世帯：500円
○市民税非課税世帯：無料
○市外在住者：1,000 円
※笠置町・南山城村・山添村居住者の利用料金は市内
在住者と同じ。

【予約先】　ゆめこどもクリニック伊賀　病児保育室
　　　　　（小田町 258-2）　☎ 24-7605

伊賀上野城●

〕 〔ゆめこどもクリニック伊賀のとなり
伊賀市小田町 258-2

伊賀上野駅

至名張 至青山

上野市駅

至亀山至奈良

至
名
古
屋

至
大
阪

名阪国道

伊
賀
鉄
道

至亀山

至津

関西本線

●運動公園

小田西 小田

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良
県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、医
療や防災、観光などを連携して事業に取り組
んでいます。

図書館
　だより

■一般書　
『昭和遺産へ、巡礼 1703景』

平山　雄／著
『ひと目でわかるプログラミングのし
くみとはたらき図鑑』

渡邉　昌宏／日本語版監修
『ポリ袋で簡単、おいしい　はじめ
てのみそ作り』　 真藤　舞衣子／著

■児童書　
『真実を発見！科学捜査 DNA鑑定
から死因究明まで』

石澤　不二雄／監修
『赤ちゃんのふしぎ科学ずかん』

高橋　孝雄／監修
『昔のくらし昔の道具これなあに？』

春風亭　昇太／著

■絵　本
『おだんごねこさま』
　　　　　　　令丈　ヒロ子／作、
　　　　　　　わたなべ　あや／絵
『ふしぎなニャーチカ』

佐藤　文音／作・絵
『バジとあかいボール』

松丘　コウ／作・絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

と　き ところ 催物（読み手）

８日㈯ 10：30～ 大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

11日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

16日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

18日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

21日㈮ 10：00～ いがまち複合施設小ホール
（旧ふるさと会館いが）絵本の時間（お話の国アリス）

27日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

　上野図書館で使わなくなった本や雑誌をお譲
りします。
　なお、事前予約や書名の案内はできません。
【と　き】　６月６日㈰　午前９時～午後４時
【ところ】　上野図書館　駐輪場
※その後６月８日㈫～ 20日㈰は、上野図書館１
階玄関付近で行います。

【問い合わせ】　上野図書館

　５月 10日㈪～ 24日㈪
　特別図書整理のため休館します。
※休館中は図書返却ポストをご利用ください。

◆上野図書館休館のお知らせ

◆図書雑誌リユースフェア

※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、参加者の人数を制
限しています。

■一般書
『ペットボトルキャップリサイクル
アイディアBOOK』

ブティック社

■絵　本
『マスクをとったら』　

いりやま　さとし／作

■児童書　
『自由帳みせて！』
すずき　こうせい／文・イラスト
　みなさんは自由帳に何を書いていま
すか？ あみだくじやマンガ、迷路に
占い…現役小学生や、かつての小学生
が書いた 100 冊以上の自由帳の中身
を紹介する一冊です。

司書のおすすめ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
５月の読み聞かせ
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「病児保育室」をご利用ください

【問い合わせ】　こども未来課
　☎ 22-9677　℻   22-7605
　 kodomo@city.iga.lg.jp

水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏

伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

◆病気の子どもをお預かりします
　病気中または病気の回復期にあり、保護者の勤務な
どの都合により家庭で保育できないときに、児童を一
時的にお預かりする「ゆめこどもクリニック伊賀　病
児保育室」を設置しています。
【対象者】　次の条件をすべて満たす児童
○市内在住・在勤または笠置町・南山城村・山添村に
居住する人の子ども
○生後６カ月以上で小学校、保育所（園）、幼稚園な
どに通う児童

【利用できる病気の範囲】
○風邪・感染性胃腸炎などの日常的にかかる病気
○インフルエンザ、水ぼうそう、おたふく風邪などの
感染症
※新型コロナウイルス感染者や濃厚接触者に指定され
た人は利用できません。
○気管支喘息などの慢性疾患
○その他医師が利用可能と判断した病気
【利用方法】
①当日、電話で空き状況を確認する。
※受付 午前８時～
②ゆめこどもクリニック伊賀で診察を受ける。
※受付 午前８時 45分～
③申請書・保護者連絡票を提出。申請書などは病児保
育室にあるほか、市ホームページからもダウンロー
ドできます。

【開室日時】
○月～水曜日、金曜日：午前９時～午後６時
○土曜日：午前９時～午後５時
※日曜日、祝日、８月 13日～ 16日、12月 29日～
１月３日、その他クリニックの休診日は利用できま
せん。

【利用料金（１日）】
○所得税課税世帯：1,000 円
○市民税課税世帯：500円
○市民税非課税世帯：無料
○市外在住者：1,000 円
※笠置町・南山城村・山添村居住者の利用料金は市内
在住者と同じ。

【予約先】　ゆめこどもクリニック伊賀　病児保育室
　　　　　（小田町 258-2）　☎ 24-7605

伊賀上野城●

〕 〔ゆめこどもクリニック伊賀のとなり
伊賀市小田町 258-2

伊賀上野駅

至名張 至青山

上野市駅

至亀山至奈良

至
名
古
屋

至
大
阪

名阪国道

伊
賀
鉄
道

至亀山

至津

関西本線

●運動公園

小田西 小田

　伊賀市は、京都府笠置町・南山城村・奈良
県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、医
療や防災、観光などを連携して事業に取り組
んでいます。

図書館
　だより

■一般書　
『昭和遺産へ、巡礼 1703景』

平山　雄／著
『ひと目でわかるプログラミングのし
くみとはたらき図鑑』

渡邉　昌宏／日本語版監修
『ポリ袋で簡単、おいしい　はじめ
てのみそ作り』　 真藤　舞衣子／著

■児童書　
『真実を発見！科学捜査 DNA鑑定
から死因究明まで』

石澤　不二雄／監修
『赤ちゃんのふしぎ科学ずかん』

高橋　孝雄／監修
『昔のくらし昔の道具これなあに？』

春風亭　昇太／著

■絵　本
『おだんごねこさま』
　　　　　　　令丈　ヒロ子／作、
　　　　　　　わたなべ　あや／絵
『ふしぎなニャーチカ』

佐藤　文音／作・絵
『バジとあかいボール』

松丘　コウ／作・絵

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

詳しい情報はこちら

図書館（室）からのお知らせ

と　き ところ 催物（読み手）

８日㈯ 10：30～ 大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

11日㈫ 11：30～ 青山図書室 おとなカフェ

16日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

18日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

21日㈮ 10：00～ いがまち複合施設小ホール
（旧ふるさと会館いが）絵本の時間（お話の国アリス）

27日㈭ 10：30～ 青山図書室 おはなしなあに？

　上野図書館で使わなくなった本や雑誌をお譲
りします。
　なお、事前予約や書名の案内はできません。
【と　き】　６月６日㈰　午前９時～午後４時
【ところ】　上野図書館　駐輪場
※その後６月８日㈫～ 20日㈰は、上野図書館１
階玄関付近で行います。

【問い合わせ】　上野図書館

　５月 10日㈪～ 24日㈪
　特別図書整理のため休館します。
※休館中は図書返却ポストをご利用ください。

◆上野図書館休館のお知らせ

◆図書雑誌リユースフェア

※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、参加者の人数を制
限しています。

■一般書
『ペットボトルキャップリサイクル
アイディアBOOK』

ブティック社

■絵　本
『マスクをとったら』　

いりやま　さとし／作

■児童書　
『自由帳みせて！』
すずき　こうせい／文・イラスト
　みなさんは自由帳に何を書いていま
すか？ あみだくじやマンガ、迷路に
占い…現役小学生や、かつての小学生
が書いた 100 冊以上の自由帳の中身
を紹介する一冊です。

司書のおすすめ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
５月の読み聞かせ
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甲賀市甲賀市

　「スカーレット」で甲賀を盛り上げる推進協議
会では、NHK 連続テレビ
小説「ごちそうさん」以来、
大阪放送局で料理指導を務
める広里貴子さんに物産や
食発信のアドバイザーに就
任いただきました。
　広里さんが考案した、甲
賀市の農産物などを生かし
た家庭でも手軽に作れるオ
リジナル料理レシピを、自
ら育てた野菜を収穫したり生産者インタビューの
様子とともに動画で公開しています。
　動画は協議会ホームページで公開中
です。季節にあわせて新たな動画を公
開していきますので、ぜひご覧ください。
【問い合わせ】
　「スカーレット」で甲賀を盛り上げる推進協議会
　事務局
　☎ 0748-69-2198　℻  0748-63-4087

甲賀市産農産物
オリジナル料理レシピ動画公開

亀山市亀山市
花と食の回廊スタンプラリー

～各所の花が皆さんをお出迎え～
　北伊勢広域観光推進協議会
では、スマートフォンを活用
した「花と食の回廊スタンプ
ラリー」を開催しています。
北勢エリアの季節の花を、ス
ポットを巡りながら楽しむ
ことができます。
　亀山市で集めることのでき
るスタンプは、ミツマタ、蓮、
ハナショウブの３つ。抽選で地域の特産品などが
当たりますので、ぜひご参加ください。
【と　き】　６月 30日㈬まで
※参加方法や賞品など詳しくは、花と
食の回廊スタンプラリーホームペー
ジをご覧ください

【問い合わせ】　
○北伊勢広域観光推進協議会事務局
　（菰野町観光産業課内）　☎ 059-391-1129
○亀山市地域観光課観光交流グループ
　☎ 0595-96-1215

芭蕉翁記念館だより

　5月は行楽の季節です。芭蕉さんもこの季節に、
門人たちと各地の風物を楽しんでいます。蛍狩も
その一つで、特に有名な滋賀県の瀬田川蛍は何度
か鑑賞したようです。

　　此
この

ほたる田ごとの月にくらべみん

　「笈
おい

の小文」の旅後、新たに姨
おば

捨
すて

山
やま

の名月を見
るために長野県へ向かいます。その途中、大津に
滞在した時の句で、今見ている瀬田川の蛍と、こ
れから見る姨捨山の棚田に映った月を比べてみた
い、と詠んでいます。芭蕉さんの各地の風物を讃
える気持ちがよく表れた一句です。
♦企画展「芭蕉さんがいっぱい」開催中
　６月 27日㈰まで
　ギャラリートーク　５月３日（月・祝）、６月20日㈰
　いずれも午後 1時 30分～
【問い合わせ】
○文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

　地域公共交通活性化再生
協議会で議論を重ね、今年
の 3 月に「伊賀市地域公
共交通計画」を新たに策定
しました。
　この計画は、市民の代表
や鉄道・バス・タクシー事
業者、行政など多くの関係
者が一丸となって、より良
い公共交通づくりを進めていくため作成したもので
す。計画期間の 2021 年度から 2026 年度までの６
年間で、公共交通が皆さんの暮らしに寄りそうネット
ワークとなるよう取り組みます。
　市民の皆さんも取り組みに欠かせないメ
ンバーの一人です。計画の詳しい内容は、
市ホームページをご覧ください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

みんなで磨きあげ使って支える６年間

公共交通を利用しましょう

コロナ禍での人権啓発地区別懇談会　－大山田支所振興課－
　昨年度は、新型コロナウイルス感染症の脅威にさ
らされ続けた一年でした。市の人権啓発事業も、感
染・拡大防止のためにやむを得ず中止となるものが
多くありました。しかし、ここで啓発事業の開催を
はじめから無理だと決めてしまうのではなく、「何
とか実施できる方法はないものか」と思案し続けて
いました。
　毎年テーマを定めて実施している人権啓発地区別
懇談会（ちくこん）も実施するかどうかの判断を迫
られましたが、大山田支所管内では 10月から約２
カ月かけて、全区で「高齢者の人権」をテーマに無
事開催することができました。これは、各自治協・
区長、自治会長が集まる事前検討会議の中で、感染
予防対策をしっかり行い、各地区に出向くスタッフ
も大幅に減らして密を避けた上で、実施することに
理解を得られたからです。
　ちくこん会場では、マスク着用はもちろん、参加

者の皆さんが体温計や消毒液を持ち込み、ソーシャ
ルディスタンスを心掛けてくれていました。参加者
の座る位置を指示してくれた区長もいて、みんなで
コロナ禍に応じたちくこんを創作していくことがで
きました。参加者を絞り、開催時間も 60分程度に
短くしての開催ではありましたが、最初から諦める
のではなく、住民のみなさんと共に知恵を出し合っ
て取り組めたことは、今後に向けての明るい材料と
なったと思います。
　コロナ禍の今、人と人が差別したり、衝突したり
する話を耳にします。しかし、昨年度のちくこんで、
主催者と参加者が協力し合う姿を見ると、人と人は
話し合い、共に一つのことに向かっていくことがで
きると強く感じました。
　コロナウイルスの収束まではもう少し時間がかか
ると思いますが、今年度もみんなでちくこんに取り
組み、今できる形で啓発を行っていきます。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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甲賀市甲賀市

　「スカーレット」で甲賀を盛り上げる推進協議
会では、NHK 連続テレビ
小説「ごちそうさん」以来、
大阪放送局で料理指導を務
める広里貴子さんに物産や
食発信のアドバイザーに就
任いただきました。
　広里さんが考案した、甲
賀市の農産物などを生かし
た家庭でも手軽に作れるオ
リジナル料理レシピを、自
ら育てた野菜を収穫したり生産者インタビューの
様子とともに動画で公開しています。
　動画は協議会ホームページで公開中
です。季節にあわせて新たな動画を公
開していきますので、ぜひご覧ください。
【問い合わせ】
　「スカーレット」で甲賀を盛り上げる推進協議会
　事務局
　☎ 0748-69-2198　℻  0748-63-4087

甲賀市産農産物
オリジナル料理レシピ動画公開

亀山市亀山市
花と食の回廊スタンプラリー

～各所の花が皆さんをお出迎え～
　北伊勢広域観光推進協議会
では、スマートフォンを活用
した「花と食の回廊スタンプ
ラリー」を開催しています。
北勢エリアの季節の花を、ス
ポットを巡りながら楽しむ
ことができます。
　亀山市で集めることのでき
るスタンプは、ミツマタ、蓮、
ハナショウブの３つ。抽選で地域の特産品などが
当たりますので、ぜひご参加ください。
【と　き】　６月 30日㈬まで
※参加方法や賞品など詳しくは、花と
食の回廊スタンプラリーホームペー
ジをご覧ください

【問い合わせ】　
○北伊勢広域観光推進協議会事務局
　（菰野町観光産業課内）　☎ 059-391-1129
○亀山市地域観光課観光交流グループ
　☎ 0595-96-1215

芭蕉翁記念館だより

　5月は行楽の季節です。芭蕉さんもこの季節に、
門人たちと各地の風物を楽しんでいます。蛍狩も
その一つで、特に有名な滋賀県の瀬田川蛍は何度
か鑑賞したようです。

　　此
この

ほたる田ごとの月にくらべみん

　「笈
おい

の小文」の旅後、新たに姨
おば

捨
すて

山
やま

の名月を見
るために長野県へ向かいます。その途中、大津に
滞在した時の句で、今見ている瀬田川の蛍と、こ
れから見る姨捨山の棚田に映った月を比べてみた
い、と詠んでいます。芭蕉さんの各地の風物を讃
える気持ちがよく表れた一句です。
♦企画展「芭蕉さんがいっぱい」開催中
　６月 27日㈰まで
　ギャラリートーク　５月３日（月・祝）、６月20日㈰
　いずれも午後 1時 30分～
【問い合わせ】
○文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619
○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

　地域公共交通活性化再生
協議会で議論を重ね、今年
の 3 月に「伊賀市地域公
共交通計画」を新たに策定
しました。
　この計画は、市民の代表
や鉄道・バス・タクシー事
業者、行政など多くの関係
者が一丸となって、より良
い公共交通づくりを進めていくため作成したもので
す。計画期間の 2021 年度から 2026 年度までの６
年間で、公共交通が皆さんの暮らしに寄りそうネット
ワークとなるよう取り組みます。
　市民の皆さんも取り組みに欠かせないメ
ンバーの一人です。計画の詳しい内容は、
市ホームページをご覧ください。
【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

みんなで磨きあげ使って支える６年間

公共交通を利用しましょう

コロナ禍での人権啓発地区別懇談会　－大山田支所振興課－
　昨年度は、新型コロナウイルス感染症の脅威にさ
らされ続けた一年でした。市の人権啓発事業も、感
染・拡大防止のためにやむを得ず中止となるものが
多くありました。しかし、ここで啓発事業の開催を
はじめから無理だと決めてしまうのではなく、「何
とか実施できる方法はないものか」と思案し続けて
いました。
　毎年テーマを定めて実施している人権啓発地区別
懇談会（ちくこん）も実施するかどうかの判断を迫
られましたが、大山田支所管内では 10月から約２
カ月かけて、全区で「高齢者の人権」をテーマに無
事開催することができました。これは、各自治協・
区長、自治会長が集まる事前検討会議の中で、感染
予防対策をしっかり行い、各地区に出向くスタッフ
も大幅に減らして密を避けた上で、実施することに
理解を得られたからです。
　ちくこん会場では、マスク着用はもちろん、参加

者の皆さんが体温計や消毒液を持ち込み、ソーシャ
ルディスタンスを心掛けてくれていました。参加者
の座る位置を指示してくれた区長もいて、みんなで
コロナ禍に応じたちくこんを創作していくことがで
きました。参加者を絞り、開催時間も 60分程度に
短くしての開催ではありましたが、最初から諦める
のではなく、住民のみなさんと共に知恵を出し合っ
て取り組めたことは、今後に向けての明るい材料と
なったと思います。
　コロナ禍の今、人と人が差別したり、衝突したり
する話を耳にします。しかし、昨年度のちくこんで、
主催者と参加者が協力し合う姿を見ると、人と人は
話し合い、共に一つのことに向かっていくことがで
きると強く感じました。
　コロナウイルスの収束まではもう少し時間がかか
ると思いますが、今年度もみんなでちくこんに取り
組み、今できる形で啓発を行っていきます。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ
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絵
巻
物
や
宗
教
的
な
説
話
に
も
大
注
連
縄

に
呪じ

ゅ
符ふ

を
吊
る
す
習
俗
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
主
に
禍わ

ざ
わ
い

を
及
ぼ
す
流は

や
り行
病や

ま
い

や
災
害
な

ど
が
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
を

願
っ
て
掛
け
ら
れ
ま
す
。
特

に
、
滋
賀
県
や
奈
良
県
を
中

心
に
３
４
０
カ
所
程
に
こ
の

風
習
が
残
り
、
大
注
連
縄
に

呪
符
や
藁わ

ら
飾
り
、
小
縄
を
吊

る
す
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て

特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
中
柘
植
区
の
カ
ン
ジ
ョ
ウ

ナ
ワ
行
事
は
、
毎
年
１
月
の

第
二
日
曜
日
に
行
わ
れ
、
地

元
で
は
「
カ
ン
ジ
ョ
サ
ン
ノ

シ
メ
ナ
ワ
、
オ
シ
メ
サ
ン
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
住
民

が
持
ち
寄
っ
た
藁
で
ヒ
ノ
タ

マ
、
ナ
ベ
シ
キ
、
タ
ワ
ラ
、

ナ
ベ
ツ
カ
ミ
、
サ
カ
ダ
ル
な

ど
の
藁
飾
り
を
作
り
、
大
注

連
縄
を
綯な

い
あ
げ
た
後
、
集
落
西
端
ま
で

運
び
ま
す
。
そ
の
後
、
柘
植
川
支
流
の
倉

部
川
が
南
東
の
方
角
に
流
れ
る
深
い
谷
の

上
に
張
り
渡
し
ま
す
。
張
り
終
え
る
と
、

柿
の
木
の
横
に
祀
ら
れ
て
い
る
「
カ
ン

ジ
ョ
ウ
サ
ン
」
を
拝
み
ま
す
。

　
伊
賀
の
カ
ン
ジ
ョ
ウ
ナ
ワ
行
事
は
、
近

畿
地
方
の
中
で
も
、
形
態
や
風
習
の
面
で

地
域
的
な
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か

ら
、学
術
的
に
貴
重
な
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
２
月
24
日
に
、
市
内
10
地
区

の
う
ち
９
地
区
が
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
文
化
財
課

　
☎
22
・
９
６
７
８　
℻  
22
・
９
６
６
７中柘植のカンジョウナワ行事
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 ２日㈬・９日㈬・16日㈬・
23日㈬・30日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

すくすくひろば 未就園児 ７日㈪・14日㈪・
21日㈪・28日㈪ 10：00～ たのしくあそぼう

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 13日㈰ 10：00～ シャボン玉で遊ぼうの巻

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 ２日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
妊婦・０～１歳 10日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 17日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00
おたのしみひろば 未就学児 ７日㈪ 10：00～ 作ってあそぼう（定員 10組）※予約受付：5/31㈪　9：00～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 18日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り（定員10 組）※予約受付：6/11 ㈮　9：00～
のびっこひろば 未就学児 21日㈪ 10：00～ お口の衛生教室（定員 10組）※予約受付：6/14 ㈪　9：00～
のびっこタイム 未就学児 28日㈪ 10：00～ ひろばであそぼう（定員 10組）※予約受付：6/22 ㈫　9：00～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

ウェルカムベビー教室
　「ウェルカムベビー教室」は、年４回、安心して赤ちゃんを迎える準備をす
るために開催しています。
　沐

もく
浴
よく
体験をはじめ、保健師による赤ちゃんのいる生活についての講話や、いろ

いろな育児グッズの展示のほか、家族の人向けの妊婦体験などを行っています。
　沐浴体験では、助産師から自身の体験談も交えたアドバイスを受けながら、
楽しく学ぶことができます。妊婦だけでなく、家族の人も一緒に参加すること
ができるので、出産や子育てに関する不安や困りごとを共有しながら、保健師
に相談することもできます。
　参加は事前予約が必要ですので、健康推進課へご連絡ください。

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
離乳食教室 ４～５カ月の親子 ２日㈬ 14：00～ 定員３人　※予約制
赤ちゃんなんでも相談・
はついく相談会 28日㈪ 13：30～

６月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●子育て包括支援センター　☎22-9665　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ５日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

キラキラぷち① 2020年 4月～
６月生まれ 17日㈭ 10：00～ からだ育て体操と歯のおはなし （定員10組）

※予約受付：6/10 ㈭　9：00～

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 18日㈮ 14：30～ 音楽と親子サロン（定員 10組）※予約受付：6/11 ㈮　9：00～

すくすく Baby ７～ 11カ月 23日㈬ 14：30～ あかちゃん体操と歯のおはなし（定員10組）
※予約受付：6/16 ㈬　9：00～

食育教室もぐもぐ １歳６カ月以上 25日㈮ 10：00～ 親子で楽しむ食育（定員 10組）※予約受付：6/11 ㈮　9：00～

公開講座 未就学児 30日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせと歌遊び（定員 40人）※予約受付：6/16 ㈬　9：00～
場所：大山田福祉センターふれあい広場

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ４日㈮・11日㈮・
18日㈮・25日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

赤ちゃんひろば　ミルキィ 今年生まれで満３カ月以上 16 日㈬ 10：30～ はじめまして （定員 15組）※予約受付：6/1 ㈫　9：00～
おはなしひろば“わくわく” 未就学児 17日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ （定員 10組）※予約受付：6/1 ㈫　9：00～
おたんじょう会 ６月生まれの未就学児 28日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：6/15 ㈫　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
元気っ子ひろば 未就園児（満１歳～） 11日㈮ 10：00～ 伊賀焼体験（定員 15組）※予約受付：5/28 ㈮　9：00～
みんなあつまれ！ 未就園児 15日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：6/1 ㈫　9：00～
ぴよっこエプロン 未就園児（満２歳～） 18日㈮ 10：00～ 歯のおはなし（定員６組）※予約受付：6/4 ㈮　9：00～

ママのリフレッシュ 未就園児の
保護者 29日㈫ 10：00～ アロマロールオン作り（定員８組）　託児あり

※予約受付：6/16 ㈬　9：00～

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診 ８日㈫ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 24 日㈭ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

４日㈮ 10：00～ 11：40 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくはホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

11 日㈮ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

16日㈬ 10：00～ 11：40 青山保健センター
18日㈮ 10：00～ 11：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）22日㈫ 10：00～ 11：40

13：30～ 14：30

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 22日㈫ 10：00～ 親子ふれあい遊び（定員 15組）※予約受付：6/15 ㈫　9：00 ～
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●曙保育園「すくすくらんど」　☎21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 ２日㈬・９日㈬・16日㈬・
23日㈬・30日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ

すくすくひろば 未就園児 ７日㈪・14日㈪・
21日㈪・28日㈪ 10：00～ たのしくあそぼう

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎22-9665　　開放日：第 2日曜日　9：00～ 14：00
子育て相談・からだそだて事業 13日㈰ 10：00～ シャボン玉で遊ぼうの巻

●青山子育て支援センター　☎53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
おはなし会 未就学児 ２日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
妊婦・０～１歳 10日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 17日㈭

●大山田子育て支援センター　☎47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00
おたのしみひろば 未就学児 ７日㈪ 10：00～ 作ってあそぼう（定員 10組）※予約受付：5/31㈪　9：00～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 18日㈮ 10：00～ 読み聞かせ　カレンダー作り（定員10 組）※予約受付：6/11 ㈮　9：00～
のびっこひろば 未就学児 21日㈪ 10：00～ お口の衛生教室（定員 10組）※予約受付：6/14 ㈪　9：00～
のびっこタイム 未就学児 28日㈪ 10：00～ ひろばであそぼう（定員 10組）※予約受付：6/22 ㈫　9：00～

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

ウェルカムベビー教室
　「ウェルカムベビー教室」は、年４回、安心して赤ちゃんを迎える準備をす
るために開催しています。
　沐

もく
浴
よく
体験をはじめ、保健師による赤ちゃんのいる生活についての講話や、いろ

いろな育児グッズの展示のほか、家族の人向けの妊婦体験などを行っています。
　沐浴体験では、助産師から自身の体験談も交えたアドバイスを受けながら、
楽しく学ぶことができます。妊婦だけでなく、家族の人も一緒に参加すること
ができるので、出産や子育てに関する不安や困りごとを共有しながら、保健師
に相談することもできます。
　参加は事前予約が必要ですので、健康推進課へご連絡ください。

●森川病院「エンジェル」　☎21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00～ 17：00
離乳食教室 ４～５カ月の親子 ２日㈬ 14：00～ 定員３人　※予約制
赤ちゃんなんでも相談・
はついく相談会 28日㈪ 13：30～

６月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●子育て包括支援センター　☎22-9665　開放日：月～金曜日、第 3土曜日　9：00～ 17：00　第 4日曜日　9：00～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ５日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

キラキラぷち① 2020年 4月～
６月生まれ 17日㈭ 10：00～ からだ育て体操と歯のおはなし （定員10組）

※予約受付：6/10 ㈭　9：00～

ぴよぴよ Baby ０～６カ月 18日㈮ 14：30～ 音楽と親子サロン（定員 10組）※予約受付：6/11 ㈮　9：00～

すくすく Baby ７～ 11カ月 23日㈬ 14：30～ あかちゃん体操と歯のおはなし（定員10組）
※予約受付：6/16 ㈬　9：00～

食育教室もぐもぐ １歳６カ月以上 25日㈮ 10：00～ 親子で楽しむ食育（定員 10組）※予約受付：6/11 ㈮　9：00～

公開講座 未就学児 30日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせと歌遊び（定員 40人）※予約受付：6/16 ㈬　9：00～
場所：大山田福祉センターふれあい広場

●いがまち子育て支援センター　☎45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ４日㈮・11日㈮・
18日㈮・25日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

赤ちゃんひろば　ミルキィ 今年生まれで満３カ月以上 16 日㈬ 10：30～ はじめまして （定員 15組）※予約受付：6/1 ㈫　9：00～
おはなしひろば“わくわく” 未就学児 17日㈭ 10：30～ 絵本読み聞かせ （定員 10組）※予約受付：6/1 ㈫　9：00～
おたんじょう会 ６月生まれの未就学児 28日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：6/15 ㈫　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00～ 17：00
元気っ子ひろば 未就園児（満１歳～） 11日㈮ 10：00～ 伊賀焼体験（定員 15組）※予約受付：5/28 ㈮　9：00～
みんなあつまれ！ 未就園児 15日㈫ 10：30～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：6/1 ㈫　9：00～
ぴよっこエプロン 未就園児（満２歳～） 18日㈮ 10：00～ 歯のおはなし（定員６組）※予約受付：6/4 ㈮　9：00～

ママのリフレッシュ 未就園児の
保護者 29日㈫ 10：00～ アロマロールオン作り（定員８組）　託児あり

※予約受付：6/16 ㈬　9：00～

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診 ８日㈫ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児） 24 日㈭ 13：15～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

乳幼児相談

４日㈮ 10：00～ 11：40 いがまち保健福祉センター
育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくはホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。
【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 いがまち保健福祉センター　☎ 45-1016
 青山保健センター  ☎ 52-2280 

11 日㈮ 10：00～ 11：40
13：30～ 14：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

16日㈬ 10：00～ 11：40 青山保健センター
18日㈮ 10：00～ 11：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）22日㈫ 10：00～ 11：40

13：30～ 14：30

●島ヶ原子育て支援センター　☎59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 22日㈫ 10：00～ 親子ふれあい遊び（定員 15組）※予約受付：6/15 ㈫　9：00 ～
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瓦屋根設計コンクール第 1 6 回甍賞金賞受賞（亀山市立関中学校校舎）

　４月８日㈭、新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、東京
2020オリンピック聖火リレーが開催されました。
　伊賀上野城を出発した聖火は、銀座通りを通り抜け、伊賀市役所
までの約５kmを、市内外 25人のランナーによって運ばれました。
　沿道では、観客が密集しないように気をつけながら、トーチに灯
された聖火が運ばれる様子を見守っていました。

東京 2020オリンピック聖火リレー

１

６

２

４

５

３

１．出発式の様子。２．聖火を引き継ぐ時のオリジナルポーズ。３．旗を振って応
援する上野西小学校の児童。４．桃青の丘幼稚園の園児も応援に駆けつけました。
５．勇壮な和太鼓演奏が最終ランナーを迎えました。６．ゴール後に笑顔を見せる
最終ランナー。

まま ちち かか どど 通通 信信

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　４月４日㈰、JR関西本線の利用促進と沿線の魅力を知ってもらうため、
伊賀の里歴史ウォーキングが行われました。
　この日は、いがうえの語り部の会の案内で、JR伊賀上野駅を出発して、
寺町通りや上野天神宮などを通りながら、上野公園まで歩きました。
　次の沿線ウォークは、柘植駅出発で開催します。（詳しくは 29ページ）

１．少人数のグループに分かれてスタート。
２・３．参加者は語り部の語る歴史やエピソードに
耳を傾けていました。
４．途中でかたやきのおもてなしがありました。

伊賀の里　歴史ウォーキング

　４月３日㈯、川北の郷桜公園で、画家の松永伸さんと元美術教諭の前
田和子さんの指導のもと、絵画教室「さくらを描こう」を開きました。
　参加した子どもたちは、水彩絵の具やクレヨンなどを使って、思い思
いの桜を描きました。最後に、講師は「皆さん、力強く桜を描くことが
できました。」と講評しました。

絵画教室「さくらを描こう」

１．子どもたちは桜をじっくり観察して描いていました。
２・３．講師からアドバイスを受けている様子。
４．桜並木の情景を楽しみながら描きました。

１

２

２

１

３ ４

３ ４
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瓦屋根設計コンクール第 1 6 回甍賞金賞受賞（亀山市立関中学校校舎）

　４月８日㈭、新型コロナウイルス感染症対策を行いながら、東京
2020オリンピック聖火リレーが開催されました。
　伊賀上野城を出発した聖火は、銀座通りを通り抜け、伊賀市役所
までの約５kmを、市内外 25人のランナーによって運ばれました。
　沿道では、観客が密集しないように気をつけながら、トーチに灯
された聖火が運ばれる様子を見守っていました。

東京 2020オリンピック聖火リレー

１

６

２

４

５

３

１．出発式の様子。２．聖火を引き継ぐ時のオリジナルポーズ。３．旗を振って応
援する上野西小学校の児童。４．桃青の丘幼稚園の園児も応援に駆けつけました。
５．勇壮な和太鼓演奏が最終ランナーを迎えました。６．ゴール後に笑顔を見せる
最終ランナー。

まま ちち かか どど 通通 信信

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

　４月４日㈰、JR関西本線の利用促進と沿線の魅力を知ってもらうため、
伊賀の里歴史ウォーキングが行われました。
　この日は、いがうえの語り部の会の案内で、JR伊賀上野駅を出発して、
寺町通りや上野天神宮などを通りながら、上野公園まで歩きました。
　次の沿線ウォークは、柘植駅出発で開催します。（詳しくは 29ページ）

１．少人数のグループに分かれてスタート。
２・３．参加者は語り部の語る歴史やエピソードに
耳を傾けていました。
４．途中でかたやきのおもてなしがありました。

伊賀の里　歴史ウォーキング

　４月３日㈯、川北の郷桜公園で、画家の松永伸さんと元美術教諭の前
田和子さんの指導のもと、絵画教室「さくらを描こう」を開きました。
　参加した子どもたちは、水彩絵の具やクレヨンなどを使って、思い思
いの桜を描きました。最後に、講師は「皆さん、力強く桜を描くことが
できました。」と講評しました。

絵画教室「さくらを描こう」

１．子どもたちは桜をじっくり観察して描いていました。
２・３．講師からアドバイスを受けている様子。
４．桜並木の情景を楽しみながら描きました。

１

２

２

１

３ ４

３ ４
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

【と　き】　6月 6日㈰
○午前９時 30分～ 10時 30分
○午前 11時～正午
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】　妊婦体験・沐浴体験・妊
婦相談・育児相談など
【対象者】　妊婦とその家族
【定　員】　各回先着 8組
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号・出産予定
日・同伴者の有無を下記まで。
【申込期間】
　５月 13日㈭～６月４日㈮
【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　英語にふれながら、うた、手遊び、
工作などをしませんか。
【と　き】
　６月 25日㈮・８月 27日㈮・
　10月 22日㈮・12月 17日㈮
※いずれも午前 10時～ 11時
【講　師】 　黒木　美智子さん
【対　象】　未就園児と保護者
【定　員】　15組
※申し込み多数の場合は抽選。
【申込方法】　住所・氏名・年齢・電
話番号を下記まで。
【申込期間】　５月６日㈭～ 28日㈮
※土・日曜日を除く。
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131

【申込期間】　６月14日㈪～30日㈬
【対象者】　次のすべてに当てはまる人
○修学のため住所異動した場合を除
き、本人・保護者とも市内に住所
があり、選考委員会で同和地区関
係者と認定される人
○高等学校・専門学校・大学などに
在学する人
○申請者と生計を同一とする父母ま
たは保護者の市民税所得割額の合
計が、高等学校などに在学する申
請者では年間で 85,000 円以下、
大学などに在学する申請者では年
間で 166,000 円以下である人

【支給額】
○高等学校やそれに該当する高等専
修学校など　96,000 円／年
○大学・短期大学・専門学校など
　国公立：120,000 円／年
　私立：144,000 円／年
　詳しくはお問い合わせください。
【申込先・問い合わせ】　
○教育総務課
　☎ 22-9644　℻  22-9647
○八幡町市民館　☎ 23-3157
○下郡市民館　☎ 37-0558
○寺田市民館　☎ 23-8728
○いがまち人権センター
　☎ 45-4482
○ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160
○青山文化センター　☎ 55-2411

ウェルカムベビー教室みんないっしょに英語で
あそぼう！

同和奨学金奨学生募集

【と　き】
○第１回：６月 17日㈭・18日㈮
○第２回：６月 24日㈭・25日㈮
　いずれも午前９時～午後４時
【ところ】　消防本部　3階研修室
【料　金】　4,000 円（テキスト代）
※伊賀市防火協会員は 2,000 円。
【定　員】　各回先着 30人
【申込方法】
　対象者かどうかをお問い合わせの
上、写真 1枚（横３㎝×縦４㎝）・
テキスト代を下記まで持参。
【申込期間】
○市内在住・在勤の人
　５月 31日㈪～６月４日㈮
○それ以外の人
　６月２日㈬～４日㈮
　午前８時 30分～午後５時 15分
【申込先・問い合わせ】
　消防本部予防課
　☎ 24-9015　℻  24-9111

甲種防火管理新規講習会

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「子どもの人権」
　「部落差別解消推進法」
【と　き】　５月６日㈭～ 28日㈮
【ところ】　本庁舎　３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「仕事と産業」
【と　き】　５月６日㈭～ 27日㈭
※開館延長日　11日㈫・18日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728
◆青山公民館　人権啓発パネル展
　「世界人権宣言」
【と　き】
　５月 12日㈬～６月 10日㈭
【ところ】　青山公民館　１階ロビー
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211
◆いがまち人権パネル展
　「障がい者の人権」
【と　き】　５月 11日㈫～ 27日㈭
※開館延長日　13 日㈭、20 日㈭、
27日㈭

【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展

～松尾芭蕉と横光利一のふるさとを
訪ねる～
　JR 関西本線沿線の魅力を知って
いただくイベントです。
　公共交通利用促進のため鉄道・バ
スを利用し、ぜひご参加ください。
【と　き】　５月９日㈰
　午前９時 30分～午後３時頃
　（受付：午前９時～）
【集合場所】　JR柘植駅前
【内　容】　JR 柘植駅《集合》⇒柘
植駅煉瓦塀⇒道の駅「いが」⇒福地
城跡・芭蕉公園⇒万寿寺⇒徳永寺⇒
横光利一文学碑⇒余野公園（昼食）
⇒風の杜社⇒ JR柘植駅《解散》
※総距離約８㎞　※当日お土産あり。
※語り部が全コースを案内します。
※小学生以下は保護者同伴。
※荒天などにより中止となる場合が
あります。中止の場合は当日午前
７時に決定します。伊賀市商工会
へご確認ください。

【持ち物】　昼食・飲み物・敷物など
【問い合わせ】
○伊賀市商工会　☎ 45-2210
○交通政策課
　☎ 22-9663　℻  22-9694

JR 柘植駅ウォーキング

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　同じ病気の人の話を聴いたり、お
互いの悩みを話したり、一人で悩ま
ずにお話しましょう。
【と　き】　６月３日㈭
　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階ミーティングルーム
【対象者】　がん患者・家族など
【申込方法】　電話
【申込先・問い合わせ】
　三重県がん相談支援センター
　☎ 059-223-1616
　℻  059-202-5911

がん患者と家族の方の
おしゃべりサロン in 伊賀

【と　き】
　５月 31日㈪～６月４日㈮
　午前８時 30分～午後５時 15分
※土・日曜日を除く。
【ところ】　本庁舎　１階玄関ロビー
【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　スマートフォンなどのビデオ通話
機能を利用して、手話通訳者が遠隔
で通訳サービスを行います。
※利用料は無料ですが、通信料はご
負担ください。

【対象者】
　市内在住の聴覚障がい、音声・言
語機能障がいの手帳をお持ちで、社
会生活をする上で意思を伝えるため
の仲介者がいない人
※難病患者で同等の障がいがあると
認められれば、対象となる場合が
あります。

【利用可能時間】
　午前９時 30分～午後４時
※土・日曜日、祝日、年末年始を除く。
　利用範囲や利用方法などはお問い
合わせください。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻   22-9662
　 メール shougai@city.iga.lg.jp

禁煙週間パネル展

遠隔手話通訳サービス

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　伊賀焼の里丸柱には、国
登録有形文化財の珍しい窯が保
存されていますが、その窯の形
式は（　　　）です。
①大窯
②薪窯
③穴釜
④登り窯

（答えは 33ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

【と　き】　５月 25日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】　名張市役所　会議室302
　（名張市鴻之台 1-1）
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円。）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

【と　き】　６月 15日㈫
○前期：午前 10時～ 11時 30分
○後期：午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
○前期：離乳食前期（１～２回食）の
　　　　離乳食の調理
○後期：離乳食後期（３回食）の
　　　　離乳食の調理
【持ち物】　母子手帳・筆記用具・エ
プロン・三角巾・手ふきタオル
【定　員】　各回先着６人
【申込方法】　電話で下記まで。
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込開始日】　５月 19日㈬
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　くみひもを編むための丸台を使っ
て、キーホルダーなどを作りませんか。
【と　き】　６月 12日㈯　
　午前 10～ 11時
【ところ】
　伊賀伝統伝承館　伊賀くみひも　
　組匠の里（上野丸之内 116-2）
【料　金】　１人 500円
【対象者】
　市内在住の小学生とその保護者
【定　員】　10組
※申し込み多数の場合は抽選。
【申込方法】　住所・氏名・年齢・電
話番号を下記まで。市ホームページ
からも申し込めます。
【申込期間】　5月 6日㈭～ 28日㈮
【申込先・問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

　「中学生のメッセージ（少年の主張
三重県大会）」は、中学生が日頃感
じていることや考えていることを主
張することで、自分の生き方や社会
との関わりを考えるとともに、青少
年への理解と関心を深めるために開
催されます。
【応募対象者】
　県内の中学生またはそれに相応す
る年齢の人
※国籍は問いませんが、日本語で発
表できること。

【募集内容】
○社会や世界に向けての意見、未来
への希望や提案など
○家庭、学校生活、社会（地域活動）
および身の回りや友だちとの関わ
りなど
○テレビや新聞などで報道されてい
る少年の問題行動、大人や社会の
さまざまな出来事に対する意見や
感想、提言など

【応募方法】
　在学する中学校などへ提出。
※応募条件など詳しくは、市ホーム
ページをご覧ください。

【問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

離乳食教室 親子体験教室
伊賀くみひもづくり

中学生のメッセージ
2021作文募集
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

【と　き】　6月 6日㈰
○午前９時 30分～ 10時 30分
○午前 11時～正午
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】　妊婦体験・沐浴体験・妊
婦相談・育児相談など
【対象者】　妊婦とその家族
【定　員】　各回先着 8組
【申込方法】
　住所・氏名・電話番号・出産予定
日・同伴者の有無を下記まで。
【申込期間】
　５月 13日㈭～６月４日㈮
【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　英語にふれながら、うた、手遊び、
工作などをしませんか。
【と　き】
　６月 25日㈮・８月 27日㈮・
　10月 22日㈮・12月 17日㈮
※いずれも午前 10時～ 11時
【講　師】 　黒木　美智子さん
【対　象】　未就園児と保護者
【定　員】　15組
※申し込み多数の場合は抽選。
【申込方法】　住所・氏名・年齢・電
話番号を下記まで。
【申込期間】　５月６日㈭～ 28日㈮
※土・日曜日を除く。
【申込先・問い合わせ】
　大山田公民館
　☎ 46-0130　℻  46-0131

【申込期間】　６月14日㈪～30日㈬
【対象者】　次のすべてに当てはまる人
○修学のため住所異動した場合を除
き、本人・保護者とも市内に住所
があり、選考委員会で同和地区関
係者と認定される人
○高等学校・専門学校・大学などに
在学する人
○申請者と生計を同一とする父母ま
たは保護者の市民税所得割額の合
計が、高等学校などに在学する申
請者では年間で 85,000 円以下、
大学などに在学する申請者では年
間で 166,000 円以下である人

【支給額】
○高等学校やそれに該当する高等専
修学校など　96,000 円／年
○大学・短期大学・専門学校など
　国公立：120,000 円／年
　私立：144,000 円／年
　詳しくはお問い合わせください。
【申込先・問い合わせ】　
○教育総務課
　☎ 22-9644　℻  22-9647
○八幡町市民館　☎ 23-3157
○下郡市民館　☎ 37-0558
○寺田市民館　☎ 23-8728
○いがまち人権センター
　☎ 45-4482
○ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160
○青山文化センター　☎ 55-2411

ウェルカムベビー教室みんないっしょに英語で
あそぼう！

同和奨学金奨学生募集

【と　き】
○第１回：６月 17日㈭・18日㈮
○第２回：６月 24日㈭・25日㈮
　いずれも午前９時～午後４時
【ところ】　消防本部　3階研修室
【料　金】　4,000 円（テキスト代）
※伊賀市防火協会員は 2,000 円。
【定　員】　各回先着 30人
【申込方法】
　対象者かどうかをお問い合わせの
上、写真 1枚（横３㎝×縦４㎝）・
テキスト代を下記まで持参。
【申込期間】
○市内在住・在勤の人
　５月 31日㈪～６月４日㈮
○それ以外の人
　６月２日㈬～４日㈮
　午前８時 30分～午後５時 15分
【申込先・問い合わせ】
　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻  24-9111

甲種防火管理新規講習会

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「子どもの人権」
　「部落差別解消推進法」
【と　き】　５月６日㈭～ 28日㈮
【ところ】　本庁舎　３階
【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684
◆寺田市民館　じんけんパネル展
　「仕事と産業」
【と　き】　５月６日㈭～ 27日㈭
※開館延長日　11日㈫・18日㈫
【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室
【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728
◆青山公民館　人権啓発パネル展
　「世界人権宣言」
【と　き】
　５月 12日㈬～６月 10日㈭
【ところ】　青山公民館　１階ロビー
【問い合わせ】　青山公民館
　☎ 52-1110　℻  52-1211
◆いがまち人権パネル展
　「障がい者の人権」
【と　き】　５月 11日㈫～ 27日㈭
※開館延長日　13 日㈭、20 日㈭、
27日㈭

【ところ】　いがまち人権センター
【問い合わせ】
　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展

～松尾芭蕉と横光利一のふるさとを
訪ねる～
　JR 関西本線沿線の魅力を知って
いただくイベントです。
　公共交通利用促進のため鉄道・バ
スを利用し、ぜひご参加ください。
【と　き】　５月９日㈰
　午前９時 30分～午後３時頃
　（受付：午前９時～）
【集合場所】　JR柘植駅前
【内　容】　JR 柘植駅《集合》⇒柘
植駅煉瓦塀⇒道の駅「いが」⇒福地
城跡・芭蕉公園⇒万寿寺⇒徳永寺⇒
横光利一文学碑⇒余野公園（昼食）
⇒風の杜社⇒ JR柘植駅《解散》
※総距離約８㎞　※当日お土産あり。
※語り部が全コースを案内します。
※小学生以下は保護者同伴。
※荒天などにより中止となる場合が
あります。中止の場合は当日午前
７時に決定します。伊賀市商工会
へご確認ください。

【持ち物】　昼食・飲み物・敷物など
【問い合わせ】
○伊賀市商工会　☎ 45-2210
○交通政策課
　☎ 22-9663　℻  22-9694

JR 柘植駅ウォーキング

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　同じ病気の人の話を聴いたり、お
互いの悩みを話したり、一人で悩ま
ずにお話しましょう。
【と　き】　６月３日㈭
　午後１時 30分～３時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀
　４階ミーティングルーム
【対象者】　がん患者・家族など
【申込方法】　電話
【申込先・問い合わせ】
　三重県がん相談支援センター
　☎ 059-223-1616
　℻  059-202-5911

がん患者と家族の方の
おしゃべりサロン in 伊賀

【と　き】
　５月 31日㈪～６月４日㈮
　午前８時 30分～午後５時 15分
※土・日曜日を除く。
【ところ】　本庁舎　１階玄関ロビー
【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　スマートフォンなどのビデオ通話
機能を利用して、手話通訳者が遠隔
で通訳サービスを行います。
※利用料は無料ですが、通信料はご
負担ください。

【対象者】
　市内在住の聴覚障がい、音声・言
語機能障がいの手帳をお持ちで、社
会生活をする上で意思を伝えるため
の仲介者がいない人
※難病患者で同等の障がいがあると
認められれば、対象となる場合が
あります。

【利用可能時間】
　午前９時 30分～午後４時
※土・日曜日、祝日、年末年始を除く。
　利用範囲や利用方法などはお問い
合わせください。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻   22-9662
　 メール shougai@city.iga.lg.jp

禁煙週間パネル展

遠隔手話通訳サービス

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイ
ズを掲載します。
　　　伊賀焼の里丸柱には、国
登録有形文化財の珍しい窯が保
存されていますが、その窯の形
式は（　　　）です。
①大窯
②薪窯
③穴釜
④登り窯

（答えは 33ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

【と　き】　５月 25日㈫
　午後１時 30分～４時
【ところ】　名張市役所　会議室302
　（名張市鴻之台 1-1）
【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円。）
※認知症の人が参加する場合は、事
前に連絡してください。

【問い合わせ】
　地域包括支援センター
　南部サテライト
　☎ 52-2715　℻   52-2281

認知症の人と家族の会　
「伊賀地域つどい・交流会」

【と　き】　６月 15日㈫
○前期：午前 10時～ 11時 30分
○後期：午後１時 30分～３時
【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室
【内　容】
○前期：離乳食前期（１～２回食）の
　　　　離乳食の調理
○後期：離乳食後期（３回食）の
　　　　離乳食の調理
【持ち物】　母子手帳・筆記用具・エ
プロン・三角巾・手ふきタオル
【定　員】　各回先着６人
【申込方法】　電話で下記まで。
※託児を希望する人はご相談ください。
【申込開始日】　５月 19日㈬
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

　くみひもを編むための丸台を使っ
て、キーホルダーなどを作りませんか。
【と　き】　６月 12日㈯　
　午前 10～ 11時
【ところ】
　伊賀伝統伝承館　伊賀くみひも　
　組匠の里（上野丸之内 116-2）
【料　金】　１人 500円
【対象者】
　市内在住の小学生とその保護者
【定　員】　10組
※申し込み多数の場合は抽選。
【申込方法】　住所・氏名・年齢・電
話番号を下記まで。市ホームページ
からも申し込めます。
【申込期間】　5月 6日㈭～ 28日㈮
【申込先・問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

　「中学生のメッセージ（少年の主張
三重県大会）」は、中学生が日頃感
じていることや考えていることを主
張することで、自分の生き方や社会
との関わりを考えるとともに、青少
年への理解と関心を深めるために開
催されます。
【応募対象者】
　県内の中学生またはそれに相応す
る年齢の人
※国籍は問いませんが、日本語で発
表できること。

【募集内容】
○社会や世界に向けての意見、未来
への希望や提案など

○家庭、学校生活、社会（地域活動）
および身の回りや友だちとの関わ
りなど

○テレビや新聞などで報道されてい
る少年の問題行動、大人や社会の
さまざまな出来事に対する意見や
感想、提言など

【応募方法】
　在学する中学校などへ提出。
※応募条件など詳しくは、市ホーム
ページをご覧ください。

【問い合わせ】
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

離乳食教室 親子体験教室
伊賀くみひもづくり

中学生のメッセージ
2021作文募集
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

◆５月は活動資金募集月間です
　日本赤十字社は、皆さんからの資
金によって支えられ、次のような活
動をしています。
　皆さんのご賛同とご協力をお願い
します。
○災害発生時の罹

り
災者への支援活動

○万が一に備えるための救急法や防
災などの各種講演会の開催

○献血の受付・血液の 24時間医療
機関配送　など

《令和２年度伊賀市地区活動資金受入額》
　9,714,310 円
※日本赤十字社三重県支部へ全額送
金しました。

【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻  22-9673

赤十字活動資金にご協力
ください

　放課後こども教室や、放課後児童
クラブの連携づくりなどを推進する
ため、放課後子どもプラン施策検討
委員会の委員を募集します。
【募集人員】　１人
【応募資格】
○市内在住で、５月１日現在、満
20歳以上の人（市議会・県議会
議員、伊賀市・三重県職員を除く。）

○市が設置する審議会、市の附属機
関の委員でないこと

【任　期】　８月１日㈰から２年間
【報　酬】　6,000 円 / 日
※市の規定に基づく。
【開催回数】　年１～２回程度
（原則、平日の昼間２時間程度）
【応募方法】
　応募動機（800 字以内・様式自
由）・住所・氏名（ふりがな）・生年
月日・性別・電話番号を明記の上、
下記まで郵送または持参。
【選考方法】　作文審査　
※提出書類は返却しません。
※委員の構成比率などを相互的に考
慮して決定します。

【応募期限】
　５月 28日㈮　※消印有効
【応募先・問い合わせ】
　生涯学習課（ハイトピア伊賀５階）
　☎ 22-9679　℻  22-9692

放課後子どもプラン施策
検討委員会委員募集

　遊休農地の解消・優良農地の確保・
農地の無断（違反）転用防止のため、
６月１日㈫から８月 31日㈫までの
期間に各地区の農業委員・推進委員
が農地パトロールを実施します。
　耕作できる条件でありながら、適
正に管理されていない農地の所有者
や農地を借り受けている人は草刈
り・耕起を行うなど周辺に影響のな
いように適正な管理をお願いします。
【問い合わせ】
　農業委員会事務局
　☎ 22-9720　℻  22-9715

　伊賀市総合計画の進行管理や評
価、自治基本条例の見直しに向けた
調査・審議などを行うため、伊賀市
総合計画審議会の委員を募集します。
【募集人数】　若干名
【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○市内在住・在勤の満 18歳以上の人
○市議会議員・市職員でない人
【開催回数】　年４回程度
※原則、平日の昼間２時間程度
【任　期】　委嘱日から２年間
※委嘱日は、８月２日以降、初めて
行われる総合計画審議会の開催日。

【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。
【応募方法】　応募動機（800 字以
内・様式自由）・住所・氏名（ふり
がな）・生年月日・性別・電話番号
を明記の上、下記まで。
【選考方法】　作文審査　
※選考結果は全員に通知します。
※提出書類は返却しません。
【応募期限】　６月４日㈮　必着
【応募先・問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　FAX22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

農地パトロール強化期間

総合計画審議会委員募集

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

　市内での新たな事業主体の創出と
市内事業者の事業の改善を促進する
ため、起業する人や事業改善を行う
人を対象に、その経費の一部を補助
します。
【対象事業】
①地域と連携した起業支援事業
　市内にある空き家・空き店舗を利
用し、市内の団体などと協働で新
たな事業を創出する事業
②起業支援事業
　市内にある空き家・空き店舗を利
用し、新たな事業を創出する事業
③事業承継支援事業
　世代交代を含めた経営革新や事業
の改善を行う事業

【対象者】
①市外の個人または法人
②個人または法人
③市内に事業所などがある個人また
は法人
※上記以外にも要件がありますので、
詳しくは募集要項をご覧ください。

【補助金額】　改修費・付帯設備費お
よび広告宣伝や商品開発などに要す
る経費の２分の１以内
① 50万円～300万円
② 20万円～100万円
③ 20万円～40万円
【申込方法】　申請書に必要事項を記
入の上、必要書類を添えて下記まで。
申請書や募集要項などは市ホーム
ページからダウンロードできます。
【申込期限】　６月11日㈮
※期限後、審査会を開催し、補助事
業者などを選考します。

【申込先・問い合わせ】
　商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695
　 shoukou@city.iga.lg.jp

起業・事業承継促進事業
補助金

最新の放送内容を
視聴できるほか、
過去の放送分も視
聴できます。

【問い合わせ】
　広聴広報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

行政だより「ウィークリー伊賀市」
市公式Youtubeチャンネルで配信中！

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】
　６月９日㈬～８月 25日㈬までの
毎週水曜日　※全 12回
　午前９時 30分～ 11時 30分
【ところ】　上野点字図書館
　（上野寺町 1184-2）
【内　容】
　文字や写真・図や表などのさまざ
まな情報を、音声により聞き手に伝
えるための知識と技術の習得をめざ
します。
【対象者】
○講習会の全日程に参加できる人
○受講後も継続して活動ができる人
○自宅にパソコン（W

ウ イ ン ド ウ ズ

indows）が
あり、基本的な操作ができる人

【定　員】　６人程度
【その他】
　講習終了後、10回程度の実習研
修会を開催予定
【申込方法】　電話
【申込期間】
　５月 10日㈪～ 21日㈮
　日曜日を除く午前９時～午後５時
【申込先・問い合わせ】
○上野点字図書館
　☎ 23-1141
○障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻  22-9662
　 shougai@city.iga.lg.jp

　弁護士・税理士など専門家が相談
に応じます。
【と　き】　６月５日㈯
　午前 10 時～午後４時
【ところ】　ゆめぽりすセンター
【内　容】
○賃金不払い・不当解雇など　
○年金・税金・ローン（住宅・自動
車・教育・育児・介護）に関する
相談　
○さまざまな保険の保障見直し　
○奨学金の返済
○住宅新築・建替え・リフォーム・
住宅のトラブル

【定　員】
　先着 15組程度　※予約制
【申込方法】　電話
【申込期間】
　５月 11日㈫～６月１日㈫
【申込先・問い合わせ】
　暮らしほっとステーション伊賀　
　☎ 24-7198
　午前９時～午後５時
　※火・木曜日のみ

声のボランティア
養成講習会 暮らしなんでも相談

【職　種】
①一般事務補助員
②一般事務補助員（障がい者雇用）
【募集人数】
　若干名
【任　期】
　６月１日㈫～令和４年３月31日㈭
【勤務時間】
①１日６時間　週５日勤務
②１日７時間 30分　週５日勤務
※勤務所属により変更になる場合が
あります。

【報　酬】
①基本月額 116,502 円
②基本月額 145,628 円
※勤務時間に応じて変動します。
【応募要件】
②障害者手帳等の交付を受けている
こと
※詳しい要件は市ホームページをご
覧ください。

【応募方法】
　選考採用申込書に必要事項を記入
して下記まで。
※採用予定者数に達した時点で受付
を終了します。

【採用について】　合格者は採用候補
者名簿に登載され、必要に応じて順
次採用内定します。
　また、合格者を採用予定者数より
多く決定する場合があるため、名簿
に登載されても採用されない場合が
あります。
【応募先・問い合わせ】　人事課
　☎ 22-9605　℻  22-9742

会計年度任用職員
（一般事務補助員）募集

　この調査は、統計法に基づき、す
べての事業所を対象に、経済活動の
状態を明らかにするために行いま
す。５月中に調査員が訪問して調査
票を配布しますので、回答をお願い
します。
　なお、調査票に記入いただいた内
容は、統計作成の目的以外に使用す
ることはありません。調査の趣旨、
必要性をご理解いただき、ご協力を
お願いします。
【問い合わせ】　総務課
　☎ 22-9690　℻  22-9672

経済センサス -活動調査

　外国にルーツをもつ子どもたち
に、小学校１～６年生で習う漢字を
教えるボランティアを養成するため
の研修会です。
※２回連続講座
【と　き】　６月９日㈬、23日㈬
　いずれも午後１時 30 分～３時
30分
【ところ】　ハイトピア伊賀
　4階多目的室
【対象者】　研修後にボランティア登
録をし、学習者のニーズに合わせて
活動できる人。国籍は問いません。
【定　員】　先着 15人
【申込方法】
　住所・氏名・連絡先を下記まで。
※電話の場合、平日午前９時～午後
５時まで受け付けます。

【申込期限】
　５月 28日㈮　午後５時
【問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会
　☎ 070-4455-4900
　 mie-iifa@ict.jp

日本語学習支援
ボランティア研修会

　　

広報いがＰＤＦ版を市ホームページ
でご覧いただけます。

広報いがPDF版

【問い合わせ】　広聴広報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617

【掲載料】
　１枠（縦５㎝×横９㎝）：２万円
【申込期限】
　発行日2カ月前
【問い合わせ】
　広聴広報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

「広報いが」広告募集中
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

◆５月は活動資金募集月間です
　日本赤十字社は、皆さんからの資
金によって支えられ、次のような活
動をしています。
　皆さんのご賛同とご協力をお願い
します。
○災害発生時の罹

り
災者への支援活動

○万が一に備えるための救急法や防
災などの各種講演会の開催
○献血の受付・血液の 24時間医療
機関配送　など

《令和２年度伊賀市地区活動資金受入額》
　9,714,310 円
※日本赤十字社三重県支部へ全額送
金しました。

【問い合わせ】
　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻  22-9673

赤十字活動資金にご協力
ください

　放課後こども教室や、放課後児童
クラブの連携づくりなどを推進する
ため、放課後子どもプラン施策検討
委員会の委員を募集します。
【募集人員】　１人
【応募資格】
○市内在住で、５月１日現在、満
20歳以上の人（市議会・県議会
議員、伊賀市・三重県職員を除く。）
○市が設置する審議会、市の附属機
関の委員でないこと

【任　期】　８月１日㈰から２年間
【報　酬】　6,000 円 / 日
※市の規定に基づく。
【開催回数】　年１～２回程度
（原則、平日の昼間２時間程度）
【応募方法】
　応募動機（800 字以内・様式自
由）・住所・氏名（ふりがな）・生年
月日・性別・電話番号を明記の上、
下記まで郵送または持参。
【選考方法】　作文審査　
※提出書類は返却しません。
※委員の構成比率などを相互的に考
慮して決定します。

【応募期限】
　５月 28日㈮　※消印有効
【応募先・問い合わせ】
　生涯学習課（ハイトピア伊賀５階）
　☎ 22-9679　℻  22-9692

放課後子どもプラン施策
検討委員会委員募集

　遊休農地の解消・優良農地の確保・
農地の無断（違反）転用防止のため、
６月１日㈫から８月 31日㈫までの
期間に各地区の農業委員・推進委員
が農地パトロールを実施します。
　耕作できる条件でありながら、適
正に管理されていない農地の所有者
や農地を借り受けている人は草刈
り・耕起を行うなど周辺に影響のな
いように適正な管理をお願いします。
【問い合わせ】
　農業委員会事務局
　☎ 22-9720　℻  22-9715

　伊賀市総合計画の進行管理や評
価、自治基本条例の見直しに向けた
調査・審議などを行うため、伊賀市
総合計画審議会の委員を募集します。
【募集人数】　若干名
【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○市内在住・在勤の満 18歳以上の人
○市議会議員・市職員でない人
【開催回数】　年４回程度
※原則、平日の昼間２時間程度
【任　期】　委嘱日から２年間
※委嘱日は、８月２日以降、初めて
行われる総合計画審議会の開催日。

【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。
【応募方法】　応募動機（800 字以
内・様式自由）・住所・氏名（ふり
がな）・生年月日・性別・電話番号
を明記の上、下記まで。
【選考方法】　作文審査　
※選考結果は全員に通知します。
※提出書類は返却しません。
【応募期限】　６月４日㈮　必着
【応募先・問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9620　FAX22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

農地パトロール強化期間

総合計画審議会委員募集

２次元コード　

▲

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

　市内での新たな事業主体の創出と
市内事業者の事業の改善を促進する
ため、起業する人や事業改善を行う
人を対象に、その経費の一部を補助
します。
【対象事業】
①地域と連携した起業支援事業
　市内にある空き家・空き店舗を利
用し、市内の団体などと協働で新
たな事業を創出する事業
②起業支援事業
　市内にある空き家・空き店舗を利
用し、新たな事業を創出する事業
③事業承継支援事業
　世代交代を含めた経営革新や事業
の改善を行う事業

【対象者】
①市外の個人または法人
②個人または法人
③市内に事業所などがある個人また
は法人
※上記以外にも要件がありますので、
詳しくは募集要項をご覧ください。

【補助金額】　改修費・付帯設備費お
よび広告宣伝や商品開発などに要す
る経費の２分の１以内
① 50万円～300万円
② 20万円～100万円
③ 20万円～40万円
【申込方法】　申請書に必要事項を記
入の上、必要書類を添えて下記まで。
申請書や募集要項などは市ホーム
ページからダウンロードできます。
【申込期限】　６月11日㈮
※期限後、審査会を開催し、補助事
業者などを選考します。

【申込先・問い合わせ】
　商工労働課
　☎ 22-9669　℻  22-9695
　 shoukou@city.iga.lg.jp

起業・事業承継促進事業
補助金

最新の放送内容を
視聴できるほか、
過去の放送分も視
聴できます。

【問い合わせ】
　広聴広報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

行政だより「ウィークリー伊賀市」
市公式Youtubeチャンネルで配信中！

２次元コードから詳しい情報が見られます。

【と　き】
　６月９日㈬～８月 25日㈬までの
毎週水曜日　※全 12回
　午前９時 30分～ 11時 30分
【ところ】　上野点字図書館
　（上野寺町 1184-2）
【内　容】
　文字や写真・図や表などのさまざ
まな情報を、音声により聞き手に伝
えるための知識と技術の習得をめざ
します。
【対象者】
○講習会の全日程に参加できる人
○受講後も継続して活動ができる人
○自宅にパソコン（W

ウ イ ン ド ウ ズ

indows）が
あり、基本的な操作ができる人

【定　員】　６人程度
【その他】
　講習終了後、10回程度の実習研
修会を開催予定
【申込方法】　電話
【申込期間】
　５月 10日㈪～ 21日㈮
　日曜日を除く午前９時～午後５時
【申込先・問い合わせ】
○上野点字図書館
　☎ 23-1141
○障がい福祉課
　☎ 22-9657　℻  22-9662
　 shougai@city.iga.lg.jp

　弁護士・税理士など専門家が相談
に応じます。
【と　き】　６月５日㈯
　午前 10 時～午後４時
【ところ】　ゆめぽりすセンター
【内　容】
○賃金不払い・不当解雇など　
○年金・税金・ローン（住宅・自動
車・教育・育児・介護）に関する
相談　

○さまざまな保険の保障見直し　
○奨学金の返済
○住宅新築・建替え・リフォーム・
住宅のトラブル

【定　員】
　先着 15組程度　※予約制
【申込方法】　電話
【申込期間】
　５月 11日㈫～６月１日㈫
【申込先・問い合わせ】
　暮らしほっとステーション伊賀　
　☎ 24-7198
　午前９時～午後５時
　※火・木曜日のみ

声のボランティア
養成講習会 暮らしなんでも相談

【職　種】
①一般事務補助員
②一般事務補助員（障がい者雇用）
【募集人数】
　若干名
【任　期】
　６月１日㈫～令和４年３月31日㈭
【勤務時間】
①１日６時間　週５日勤務
②１日７時間 30分　週５日勤務
※勤務所属により変更になる場合が
あります。

【報　酬】
①基本月額 116,502 円
②基本月額 145,628 円
※勤務時間に応じて変動します。
【応募要件】
②障害者手帳等の交付を受けている
こと

※詳しい要件は市ホームページをご
覧ください。

【応募方法】
　選考採用申込書に必要事項を記入
して下記まで。
※採用予定者数に達した時点で受付
を終了します。

【採用について】　合格者は採用候補
者名簿に登載され、必要に応じて順
次採用内定します。
　また、合格者を採用予定者数より
多く決定する場合があるため、名簿
に登載されても採用されない場合が
あります。
【応募先・問い合わせ】　人事課
　☎ 22-9605　℻  22-9742

会計年度任用職員
（一般事務補助員）募集

　この調査は、統計法に基づき、す
べての事業所を対象に、経済活動の
状態を明らかにするために行いま
す。５月中に調査員が訪問して調査
票を配布しますので、回答をお願い
します。
　なお、調査票に記入いただいた内
容は、統計作成の目的以外に使用す
ることはありません。調査の趣旨、
必要性をご理解いただき、ご協力を
お願いします。
【問い合わせ】　総務課
　☎ 22-9690　℻  22-9672

経済センサス -活動調査

　外国にルーツをもつ子どもたち
に、小学校１～６年生で習う漢字を
教えるボランティアを養成するため
の研修会です。
※２回連続講座
【と　き】　６月９日㈬、23日㈬
　いずれも午後１時 30 分～３時
30分
【ところ】　ハイトピア伊賀
　4階多目的室
【対象者】　研修後にボランティア登
録をし、学習者のニーズに合わせて
活動できる人。国籍は問いません。
【定　員】　先着 15人
【申込方法】
　住所・氏名・連絡先を下記まで。
※電話の場合、平日午前９時～午後
５時まで受け付けます。

【申込期限】
　５月 28日㈮　午後５時
【問い合わせ】
　伊賀市国際交流協会
　☎ 070-4455-4900
　 mie-iifa@ict.jp

日本語学習支援
ボランティア研修会

　　

広報いがＰＤＦ版を市ホームページ
でご覧いただけます。

広報いがPDF版

【問い合わせ】　広聴広報課
　☎ 22-9636　℻   22-9617

【掲載料】
　１枠（縦５㎝×横９㎝）：２万円
【申込期限】
　発行日2カ月前
【問い合わせ】
　広聴広報課
　☎ 22-9636
　℻  22-9617

「広報いが」広告募集中
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　 28ページの答え　
④登り窯
　天保３年（1832）創業の伊賀
焼窯元の長谷園の登り窯は、南
北の傾斜地に作られ全長は３４
ｍ。焚口は下方の北側一箇所で
合計１５箇所の燃焼室をもつ連
房式のものです。この窯の南に
同じく国登録有形文化財の大正
館があります。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

　廃棄物の野外焼却は、法律により
一部の例外を除いて禁止されていま
す。地面に掘った穴やドラム缶での
焼却なども野外焼却です。法律に違
反した場合、５年以下の懲役もしく
は、1,000 万円以下の罰金または
その両方に処せられます。
　畑や庭から出た草木は、堆肥にす
る、乾燥させて可燃ごみに出すなど、
焼却以外の方法で処分しましょう。
◆野外焼却の例外
○農業・林業・漁業を営むためにや
むを得ないものとして行われる廃
棄物の焼却

○風俗慣習上または宗教上の行事を
行うために必要な廃棄物の焼却

○たき火など、日常生活の軽微な焼却
　住宅密集地では、野外焼却がさま
ざまな苦情の原因となります。例外
となる場合でも、近隣の迷惑となら
ないように最小限にとどめてくだ
さい。
【問い合わせ】　環境センター
　☎ 20-9105　℻  20-9107

野外焼却はやめましょう

　日常生活を通じて、河川に関して
気づいたことなどを月１回程度レ
ポートとして提出していただきます。
【任　期】
　7月1日㈭～令和4年6月30日㈭
【対象河川】
○木津川　大内橋～岩倉大橋下流
○服部川　服部橋～木津川合流
○柘植川　山神橋～服部川合流
【応募資格】
　対象河川の付近に住む 20歳以上
の人
【謝　礼】　月額 4,000 円程度
【募集人数】　若干名
【応募方法】
　応募用紙に記入の上、下記まで。
※詳しくは木津川上流河川事務所
ホームページをご覧ください。

【応募期限】　５月 31日㈪必着
【応募先・問い合わせ】
　〒 518-0723
　名張市木屋町 812-1
　木津川上流河川事務所管理課
　☎ 0595-63-1611
　℻  0595-64-9070

河川愛護モニター募集

　公共用水域の水質保全と公衆衛生
向上のため、合併処理浄化槽の設置
費用の一部を補助します。
【対象者】　市内在住で、対象区域内
の住宅に合併処理浄化槽を設置しよ
うとする人
※対象区域はお問い合わせください。
※市外在住で、設置後に住所を伊賀
市へ移す場合も対象です。

【補助金額】
○５人槽：219,000 円
○６～７人槽：273,000 円
○８～ 10人槽：362,000 円
【申請方法】　合併処理浄化槽の工事
着手の７日前までに、申請書に必要
事項を記入の上、必要書類を添えて
下記まで。申請書は市ホームページ
からダウンロードできます。
※予算額に達し次第、受付を終了し
ます。

【提出先・問い合わせ】
　上下水道部下水道課
　☎ 24-2137　℻  24-2138

合併処理浄化槽設置に係る
補助金制度

　対象者に軽自動車税種別割の納税
通知書を５月６日付けで発送します
ので、納期限（５月 31日）までに
納付してください。
※軽自動車税種別割は、毎年４月１
日現在で軽自動車などを所有して
いる人に課税されます。

※軽自動車を廃車・名義変更または
住所変更したときは、手続きが必
要です。

※年度の途中で廃車や名義変更をし
ても税の払い戻しはありません。

【問い合わせ】　課税課
　☎ 22-9613　℻  22-9618
　 kazei@city.iga.lg.jp

軽自動車税種別割の
納税通知書を発送します

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続き
や、気になることなど、
気軽にお問い合わせく
ださい。

子育て何でも問い合わせ窓口

　一般廃棄物の収集・運搬などにつ
いて審査していただく委員を募集し
ます。
【募集人数】　２人以内
【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○市内在住で満 20歳以上の人
○市議会議員・市職員でない人
○現在、市内で一般廃棄物の収集・
運搬・処分・浄化槽清掃業を行っ
ている事業所の職員または関係者
でない人

【開催回数】　年３回程度（原則、平
日の昼間２～３時間程度）
【任　期】
　７月１日～令和５年６月 30日
【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。
【応募方法】　応募動機（800 字以
内・様式自由）、住所・氏名（ふり
がな）・生年月日・性別・電話番号・
職業を明記の上、下記まで。
※持参の場合、午前９時～午後５時
（土・日曜日、祝日を除く。）
【選考方法】　作文審査
※性別・年齢などの委員の構成比率
を考慮して決定します。
※選考結果は全員に通知します。
※提出書類は返却しません。
【応募期限】
　６月４日㈮　午後 5時必着
【応募先・問い合わせ】
　〒 518-1155
　伊賀市治田 3547-13
　さくらリサイクルセンター内
　廃棄物対策課
　☎ 20-1050　℻  20-2575
　 haikibutsu@city.iga.lg.jp

一般廃棄物収集運搬等
許可審査委員会委員募集

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　同和問題などのあらゆる人権に関
する研修会の講師謝金を助成します。
※複数回の申し込み可。ただし、１
団体総額２万円まで。
※実施報告などの提出が必要。
【対　象】　参加者がおおむね 25人
以上の研修会。
【申込方法】
　三重県伊賀地域防災総合事務所ま
たは人権政策課にある申込書に必要
事項を記入の上、下記まで。
【申込期間】
　５月 17日㈪～ 12月 17日㈮
※予算の範囲内で先着順
【申込先・問い合わせ】
　三重県伊賀地域防災総合事務所
　総務生活課
　☎ 24-8000　℻  24-8010
　 gchiiki@pref.mie.lg.jp
【問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

　事業所などに勤務している人の個
人住民税（市・県民税）は、所得税
と同様に、原則事業者が給与から徴
収した上で、従業員に代わって市に
納入していただくことになっていま
す。パートやアルバイトなどの人も
原則、特別徴収（給与天引き）です。
特別徴収されていない場合は、事業
者に確認してください。

■特別徴収のメリット
○金融機関などで納税する手間を
省くことができます。
○普通徴収の納期は原則年４回
ですが特別徴収は年 12回のた
め、１回あたりの負担が少なく
なります。

　従業員の皆さんへの税額決定通知
書は、事業所経由で配布します。
　なお、事業所への発送は５月中旬
を予定しています。
【問い合わせ】
○課税課 
　☎ 22-9613　℻  22-9618
○三重県総務部 税収確保課
　☎ 059-224-2131

　出会いや結婚を支援する婚活パー
ティーなど、結婚支援活動を実施す
る団体などに対し、事業費用の一部
を助成します。
【補助対象】
　住民自治協議会・公益経済団体・
市内に拠点を置く営利を目的としな
い団体などが実施する結婚支援活動
※１事業につき上限５万円。
※補助件数は、予算金額の範囲内。
【申込方法】　こども未来課・各支所
住民福祉課にある交付申請書に必要
事項を記入し、事業計画書・資金計
画書などを添付して下記まで持参。
※申請書は市ホームページからもダ
ウンロードできます。

【申込先・問い合わせ】
　こども未来課
　☎ 22-9654　℻  22-9646
　 kodomo@city.iga.lg.jp

　名阪国道を安心・安全でより快適
に走行していただくため、リフレッ
シュ工事を行います。
　工事期間中は渋滞などご迷惑をお
かけしますが、ご理解とご協力をお
願いします。
【終日１車線規制】
　５月 10日㈪　午前 9時～
　６月７日㈪　午前 6時
　大阪方面（下り）
　板屋 IC～下柘植 IC
【IC入口夜間閉鎖】
○６月１日㈫・２日㈬
　いずれも午後８時～翌午前５時
　名古屋方面（上り）　大内 IC入口
○６月３日㈭・４日㈮
　いずれも午後８時～翌午前５時
　名古屋方面（上り）　山添 IC入口
※工事の状況や天候などにより日時
が変更となる場合があります

【問い合わせ】
○国土交通省中部地方整備局
　北勢国道事務所
　☎ 0595-82-3937
○名阪国道テレフォンインフォメーション
　☎ 0595-82-3939
○企画管理課
　☎ 22-9723　℻  22-9724

伊賀地域
ミニ人権大学講座助成金

市・県民税「特別徴収」の
税額決定通知書を発送します

結婚サポート事業補助金

名阪国道リフレッシュ工事

　特産農産物の付加価値を高め、栽
培農家の経営を向上するために特産
農産物の栽培農家を支援します。
【対象者】　市内に住所があり、搾油
用菜種またはアスパラガスを生産す
る組織または個人
【助成金額・交付要件】
○搾油用菜種：出荷販売または加工
処理量１キログラム当たり 50円
※指定処理施設「菜

な

の舎
くら

」へ出荷販
売または加工処理をしたものに限
ります。
○アスパラガス：購入１株当たり
30円もしくは購入種子１粒当た
り５円
※新規または更新により購入したも
のに限ります。

【申請期限】
○搾油用菜種：「菜の舎」へ出荷販
売または加工処理をした日から３
カ月以内
○アスパラガス：新規または更新に
よって、株を購入した日から３カ
月以内
※申請方法など詳しくは市ホーム
ページをご確認ください。

【申込先・問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9713　℻  22-9715

特産農産物の生産を支援
します

【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○ 20歳以上の健康な人
○税務・選挙・警察用務に直接関わ
りのない人

【勤務形態】　任命期間中は非常勤の
公務員です。あらかじめ指定された
期間内（２カ月前後）に従事します。
任命期間は、都度連絡します。
【勤務内容】　調査対象への訪問、調
査票の配布や回収など
【勤務場所】　市内
【報　酬】　調査ごとに、調査対象数
などを考慮して定めます。
【応募方法】　電話　※随時受付
【選考方法】　面接
【応募先・問い合わせ】
　総務課
　☎ 22-9690　℻  22-9672

登録統計調査員募集
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※申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

　 28ページの答え　
④登り窯
　天保３年（1832）創業の伊賀
焼窯元の長谷園の登り窯は、南
北の傾斜地に作られ全長は３４
ｍ。焚口は下方の北側一箇所で
合計１５箇所の燃焼室をもつ連
房式のものです。この窯の南に
同じく国登録有形文化財の大正
館があります。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

　廃棄物の野外焼却は、法律により
一部の例外を除いて禁止されていま
す。地面に掘った穴やドラム缶での
焼却なども野外焼却です。法律に違
反した場合、５年以下の懲役もしく
は、1,000 万円以下の罰金または
その両方に処せられます。
　畑や庭から出た草木は、堆肥にす
る、乾燥させて可燃ごみに出すなど、
焼却以外の方法で処分しましょう。
◆野外焼却の例外
○農業・林業・漁業を営むためにや
むを得ないものとして行われる廃
棄物の焼却
○風俗慣習上または宗教上の行事を
行うために必要な廃棄物の焼却
○たき火など、日常生活の軽微な焼却
　住宅密集地では、野外焼却がさま
ざまな苦情の原因となります。例外
となる場合でも、近隣の迷惑となら
ないように最小限にとどめてくだ
さい。
【問い合わせ】　環境センター
　☎ 20-9105　℻  20-9107

野外焼却はやめましょう

　日常生活を通じて、河川に関して
気づいたことなどを月１回程度レ
ポートとして提出していただきます。
【任　期】
　7月1日㈭～令和4年6月30日㈭
【対象河川】
○木津川　大内橋～岩倉大橋下流
○服部川　服部橋～木津川合流
○柘植川　山神橋～服部川合流
【応募資格】
　対象河川の付近に住む 20歳以上
の人
【謝　礼】　月額 4,000 円程度
【募集人数】　若干名
【応募方法】
　応募用紙に記入の上、下記まで。
※詳しくは木津川上流河川事務所
ホームページをご覧ください。

【応募期限】　５月 31日㈪必着
【応募先・問い合わせ】
　〒 518-0723
　名張市木屋町 812-1
　木津川上流河川事務所管理課
　☎ 0595-63-1611
　℻  0595-64-9070

河川愛護モニター募集

　公共用水域の水質保全と公衆衛生
向上のため、合併処理浄化槽の設置
費用の一部を補助します。
【対象者】　市内在住で、対象区域内
の住宅に合併処理浄化槽を設置しよ
うとする人
※対象区域はお問い合わせください。
※市外在住で、設置後に住所を伊賀
市へ移す場合も対象です。

【補助金額】
○５人槽：219,000 円
○６～７人槽：273,000 円
○８～ 10人槽：362,000 円
【申請方法】　合併処理浄化槽の工事
着手の７日前までに、申請書に必要
事項を記入の上、必要書類を添えて
下記まで。申請書は市ホームページ
からダウンロードできます。
※予算額に達し次第、受付を終了し
ます。

【提出先・問い合わせ】
　上下水道部下水道課
　☎ 24-2137　℻  24-2138

合併処理浄化槽設置に係る
補助金制度

　対象者に軽自動車税種別割の納税
通知書を５月６日付けで発送します
ので、納期限（５月 31日）までに
納付してください。
※軽自動車税種別割は、毎年４月１
日現在で軽自動車などを所有して
いる人に課税されます。
※軽自動車を廃車・名義変更または
住所変更したときは、手続きが必
要です。
※年度の途中で廃車や名義変更をし
ても税の払い戻しはありません。

【問い合わせ】　課税課
　☎ 22-9613　℻  22-9618
　 kazei@city.iga.lg.jp

軽自動車税種別割の
納税通知書を発送します

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続き
や、気になることなど、
気軽にお問い合わせく
ださい。

子育て何でも問い合わせ窓口

　一般廃棄物の収集・運搬などにつ
いて審査していただく委員を募集し
ます。
【募集人数】　２人以内
【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○市内在住で満 20歳以上の人
○市議会議員・市職員でない人
○現在、市内で一般廃棄物の収集・
運搬・処分・浄化槽清掃業を行っ
ている事業所の職員または関係者
でない人

【開催回数】　年３回程度（原則、平
日の昼間２～３時間程度）
【任　期】
　７月１日～令和５年６月 30日
【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。
【応募方法】　応募動機（800 字以
内・様式自由）、住所・氏名（ふり
がな）・生年月日・性別・電話番号・
職業を明記の上、下記まで。
※持参の場合、午前９時～午後５時
（土・日曜日、祝日を除く。）
【選考方法】　作文審査
※性別・年齢などの委員の構成比率
を考慮して決定します。
※選考結果は全員に通知します。
※提出書類は返却しません。
【応募期限】
　６月４日㈮　午後 5時必着
【応募先・問い合わせ】
　〒 518-1155
　伊賀市治田 3547-13
　さくらリサイクルセンター内
　廃棄物対策課
　☎ 20-1050　℻  20-2575
　 haikibutsu@city.iga.lg.jp

一般廃棄物収集運搬等
許可審査委員会委員募集

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　同和問題などのあらゆる人権に関
する研修会の講師謝金を助成します。
※複数回の申し込み可。ただし、１
団体総額２万円まで。

※実施報告などの提出が必要。
【対　象】　参加者がおおむね 25人
以上の研修会。
【申込方法】
　三重県伊賀地域防災総合事務所ま
たは人権政策課にある申込書に必要
事項を記入の上、下記まで。
【申込期間】
　５月 17日㈪～ 12月 17日㈮
※予算の範囲内で先着順
【申込先・問い合わせ】
　三重県伊賀地域防災総合事務所
　総務生活課
　☎ 24-8000　℻  24-8010
　 gchiiki@pref.mie.lg.jp
【問い合わせ】
　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9684

　事業所などに勤務している人の個
人住民税（市・県民税）は、所得税
と同様に、原則事業者が給与から徴
収した上で、従業員に代わって市に
納入していただくことになっていま
す。パートやアルバイトなどの人も
原則、特別徴収（給与天引き）です。
特別徴収されていない場合は、事業
者に確認してください。

■特別徴収のメリット
○金融機関などで納税する手間を
省くことができます。

○普通徴収の納期は原則年４回
ですが特別徴収は年 12回のた
め、１回あたりの負担が少なく
なります。

　従業員の皆さんへの税額決定通知
書は、事業所経由で配布します。
　なお、事業所への発送は５月中旬
を予定しています。
【問い合わせ】
○課税課 
　☎ 22-9613　℻  22-9618
○三重県総務部 税収確保課
　☎ 059-224-2131

　出会いや結婚を支援する婚活パー
ティーなど、結婚支援活動を実施す
る団体などに対し、事業費用の一部
を助成します。
【補助対象】
　住民自治協議会・公益経済団体・
市内に拠点を置く営利を目的としな
い団体などが実施する結婚支援活動
※１事業につき上限５万円。
※補助件数は、予算金額の範囲内。
【申込方法】　こども未来課・各支所
住民福祉課にある交付申請書に必要
事項を記入し、事業計画書・資金計
画書などを添付して下記まで持参。
※申請書は市ホームページからもダ
ウンロードできます。

【申込先・問い合わせ】
　こども未来課
　☎ 22-9654　℻  22-9646
　 kodomo@city.iga.lg.jp

　名阪国道を安心・安全でより快適
に走行していただくため、リフレッ
シュ工事を行います。
　工事期間中は渋滞などご迷惑をお
かけしますが、ご理解とご協力をお
願いします。
【終日１車線規制】
　５月 10日㈪　午前 9時～
　６月７日㈪　午前 6時
　大阪方面（下り）
　板屋 IC～下柘植 IC
【IC入口夜間閉鎖】
○６月１日㈫・２日㈬
　いずれも午後８時～翌午前５時
　名古屋方面（上り）　大内 IC入口
○６月３日㈭・４日㈮
　いずれも午後８時～翌午前５時
　名古屋方面（上り）　山添 IC入口
※工事の状況や天候などにより日時
が変更となる場合があります

【問い合わせ】
○国土交通省中部地方整備局
　北勢国道事務所
　☎ 0595-82-3937
○名阪国道テレフォンインフォメーション
　☎ 0595-82-3939
○企画管理課
　☎ 22-9723　℻  22-9724

伊賀地域
ミニ人権大学講座助成金

市・県民税「特別徴収」の
税額決定通知書を発送します

結婚サポート事業補助金

名阪国道リフレッシュ工事

　特産農産物の付加価値を高め、栽
培農家の経営を向上するために特産
農産物の栽培農家を支援します。
【対象者】　市内に住所があり、搾油
用菜種またはアスパラガスを生産す
る組織または個人
【助成金額・交付要件】
○搾油用菜種：出荷販売または加工
処理量１キログラム当たり 50円

※指定処理施設「菜
な

の舎
くら

」へ出荷販
売または加工処理をしたものに限
ります。

○アスパラガス：購入１株当たり
30円もしくは購入種子１粒当た
り５円

※新規または更新により購入したも
のに限ります。

【申請期限】
○搾油用菜種：「菜の舎」へ出荷販
売または加工処理をした日から３
カ月以内

○アスパラガス：新規または更新に
よって、株を購入した日から３カ
月以内

※申請方法など詳しくは市ホーム
ページをご確認ください。

【申込先・問い合わせ】
　農林振興課
　☎ 22-9713　℻  22-9715

特産農産物の生産を支援
します

【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○ 20歳以上の健康な人
○税務・選挙・警察用務に直接関わ
りのない人

【勤務形態】　任命期間中は非常勤の
公務員です。あらかじめ指定された
期間内（２カ月前後）に従事します。
任命期間は、都度連絡します。
【勤務内容】　調査対象への訪問、調
査票の配布や回収など
【勤務場所】　市内
【報　酬】　調査ごとに、調査対象数
などを考慮して定めます。
【応募方法】　電話　※随時受付
【選考方法】　面接
【応募先・問い合わせ】
　総務課
　☎ 22-9690　℻  22-9672
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　皆さんは「I
い が び と
GABITO育成事業」をご存じでしょ

うか？ IGABITO育成事業とは、「自らが地域の担
い手となり、より良い“伊賀”を創る意識と、実行
力を持った若者＝ IGABITOを育成する事業です。
主に平成 28年度から市内の県立高校３校（あけぼ
の学園、上野、伊賀白鳳）に通う高校生が伊賀市の
魅力に気付くための取り組みを行っています。

　今後、各高校の特色を生かした取り組みの内容を、
IGABITOの声とともにこのコーナーで紹介してい
きますので楽しみにしてください。
【問い合わせ】　総合政策課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

メール

伊　　　　賀　　　　び　　　　　と

　上野総合市民病院に関するさまざまな数字を通し
て、診療の状況をお伝えします。

　常勤医師に加え、三重大学や滋賀医科大学などか
ら非常勤医師を派遣していただき、外来患者、入院
患者、救急患者の診療や検査、治療、手術などを行っ
ています。
　人口 10 万人あたりの医師数は日本全体では
240.1 人、三重県では 217.0 人です。伊賀地域は
149.4 人で、県内で最も少ない人数です。
　伊賀地域の医療提供体制の安定化のために、さま
ざまな取り組みをしていますが、医師不足・医師偏
在はすぐに解決できる問題ではありません。
　私たちは、今の医療体制で、病気を治すことに集
中し、病院の総合力の強化・向上に取り組んでいます。

　看護師は専門知識・技術を用い、医師の診断・治
療を補助し、患者の支援を行います。患者の一番近
くでコミュニケーションをとり、心身をケアしなが
ら命・健康を守る大切な役割を担います。
　人口 10 万人あたりの看護師数は、日本全体で
は906.0 人、三重県は899.3 人です。伊賀地域は
737.0 人で、県内で最も少ない状況です。看護師、
准看護師、保健師、助産師を合わせた看護職員数も
伊賀地域は県内で最も少なくなっています。伊賀の
地域医療を支えるために、ひとりでも多くの看護師が
当院の一員となっていただけることを願っています。

※人数は令和３年４月現在

20 人

　当院の常勤医師数です。

170 人

　当院の看護師数です。

上野総合市民病院の数字６月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（年度内１回のみ）

10日㈭
13:00 ～ 16:30

本庁舎　２階相談室３
市民生活課

6/3　8：30～受付
※先着６人

22-9638

22 日㈫ 伊賀支所　１階談話室
伊賀支所住民福祉課
6/15　8：30～受付

※先着６人
45-9104

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 ９日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（5/24 ～ 6/4）
※先着４人

22-9632

法テラス法律相談（弁護士）
※予約制 16 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

法テラス三重
※受付期限（6/15）
※先着６人

050-3383-
5470

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

４日㈮
13:30 ～ 16:00

阿山保健福祉センター
２階会議室 阿山支所住民福祉課 43-0333

９日㈬
島ヶ原支所　応接室 島ヶ原支所住民福祉課 59-2109

本庁舎　２階相談室３ 市民生活課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 23 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期間（5/27 ～ 6/21）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 11 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

市民生活課
※受付期限（6/9）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談※予約制
２日㈬

10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-
911218 日㈮

緑（園芸）の相談 14日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　１階玄関ロビー 都市計画課 41-0290

外国人のための
行政書士相談
※予約制

13 日㈰ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

市民生活課
※受付期限（6/9）
※先着４人

22-9702

健康相談 25日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階健康ステーション 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談
３日㈭

13:30 ～ 15:00
寺田市民館

シルバー人材センター 24-580017 日㈭
※予約制 伊賀市シルバーワークプラザ

人権相談
（人権擁護委員）

１日㈫
9:00 ～ 16:00

伊賀支所　２階大会議室 伊賀支所振興課 45-9108

大山田福祉センター　大会議室 大山田支所振興課 47-1150

青山福祉センター　相談室 青山支所振興課 52-1115

10:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３ 人権政策課 22-9683

２日㈬
13:30 ～ 16:00

島ヶ原支所　会議室 島ヶ原支所振興課 59-2053

４日㈮ 阿山保健福祉センター２階　会議室 阿山支所振興課 43-1543

※このほか、常時開設相談（消費生活相談、空き家に関する相談、高齢者・障がい者の総合相談、女性相談、家庭児童相談、母子・父子自
立相談、こどもの発達相談、教育相談、青少年相談、若年の就労相談、雇用・労働相談、生活にお困りの方の相談、人権相談）もあります。

こころの健康相談
※予約制 30 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所

※未治療・未受診の人のみ 24-8076
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今月の表紙は東京2020オリンピック聖火リレーの様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
催しなどに参加するときは、マスクの着用など感染予防を行いましょう。

今月の納税
●納期限　５月31日 （月）

納期限内に納めましょう
軽自動車税種別割（全期） 2021 年（令和３年）５月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-22-9617　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　89,262 人　○世帯数　40,706 世帯
○男　43,818 人　　○女　45,444 人

伊賀市の人口・世帯数
令和３年３月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

５月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◉各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

　平成 15年 2月、農林業や商工業を
活かした地域活性化の取り組みを「女
性の手で進めていこう」という思いを
持った仲間が「島ヶ原おかみさんの会」
を結成し、活動を始めました。平成
17年10月には、NPO法人「伊賀・島ヶ
原おかみさんの会」を設立。「おもて
なしの心」を軸に、伝統文化や歴史を

守り、恵まれた自然や人間味あふれる
地域の良さを、より多くの人に知って
もらいたいという思いで活動を続けて
います。今後も「出会い・絆・ご縁」
を大切にしながら、オリジナル商品づ
くりに取り組んでいきたい
と思います。

◉伊賀市応急診療所（一次救急）
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※点滴・レントゲン検査・血液検査・インフルエンザ検査はできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◉伊賀市救急・
健康相談ダイヤル24

☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◆受診可能な医療機関は、救急医療情報センター（☎ 059-229-1199）へお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
１
　名張

２
岡／名

３
　岡波

４
　名張

５
　岡波

６
　名張

７
　上野

８
　上野

９
　岡波

10
　岡波

11　
　上野

12
　岡波

13
　名張

14
　上野

15
　名張

16
岡／名

17
　岡波

18
　名張

19
　岡波

20
　名張

21
　上野

22
　上野

23
　岡波

24
　岡波

25
　上野

26
　岡波

27
　名張

28
　上野

29
　上野

30
岡／名

31
　岡波

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。

I G AMONO
セレクション No.12

NPO法人伊賀・島ヶ原
おかみさんの会

理事長　穂積　澄子さん

　大田酒造「半蔵の梅酒」の酒粕と地元の養鶏場のうみたて卵を使
用したパウンドケーキです。保存料、着色料、香料は使用していま
せんので、どなたでも安心して食べられます。ほんのりとした甘さ
と酒粕の香りが特徴です。 半蔵忍び

【問い合わせ】　商工労働課　☎22-9669　℻  22-9695


